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館ѫࡰ

　ʮஜ大学ෟଐ図書館年ใ2014ʯをおಧけします。
　͝ѫࡰにかえて、2014年度のෟଐ図書館におけるいくつかの
トピックスを͝հします。
　まず学習ࢧԉؔのトピックスとしては、ここԿ年か継続して
行っているதԝ図書館の開館時ؒԆの取り組みが͋͛られま
す。本年度はतؒظۀதの開館時ؒԆをਖ਼ࣜӡ用とし、ظۀٳ
ؒについても開館時ؒԆのࢼ行を始Ίました。貸出時ؒやڀݚ
ݸ ・ࣨηϛナーࣨの利用時ؒも、तؒظۀதの開館時ؒԆのਖ਼
ࣜӡ用にい、それͧれԆしました。
　ʮライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナーʯやʮプϨθンテーシϣンηϛ
ナーʯは本年度も継続して実施するとともに、前者の１回を大௩図
書館でも開࠵しました。本年度新たに始Ίた、ෟଐ図書館によるا
ըのʮӳޠ文の書き方ηϛナーʯとラーニング・アドバイザーによ
るاըのʮ-Aηϛナーʯは、大変況でした。
　一ൠڭཆ的な図書のॆ実のたΊ、ڭһ推ન学生用図書のࢼ行
を行いました。数はまͩ少ないですので、ଟくのڭһの方々の推
નをおちしております。学生બ書ツアーという新たな取り組み
も実施しました。̓ ໊のࢀ加者により３̕ 冊の図書をબ書してϝイ
ンΧンター前に展示し、ධをതしました。
では、ʮฏ28年度Ҏ߱のஜ大学における電ԉؔࢧڀݚ　
子ジャーナル等の整備方ʯのࡦ定とそのબ定が行われたことが
大きなトピックスとして͋͛られます。ؔ によྗڠするօ様の͝
り、ڀݚ行にܽくことのできない電子ジャーナル等を引き続き
ಉنで提供できることとなりました。ஜ大学のྗڀݚの向上
にଟいにཱつものとظしております。
　ඇདྷ館ܕαーϏスのத৺となる電子ジャーナルやσータϕー
ス、電子ブックについては引き続きコンテンツのॆ実にΊてお
ります。本年度もڀݚ大学ڧԽଅ進事ۀ経費等により、8eC oG 
ScJeOceのະͩコϨクシϣンされていなかったバックϑΝイル、
8JleZやOYGoSd 6OJWeSTJUZ 1SeTTのཁのଟい電子ジャーナ
ルのバックϑΝイル等を購入しました。さらにSpS JOHe S、
&lTeWJeS、#lacLXellなどの電子ブック等も整備し、電子ブックの
૯数は27,000タイトルとなりました。ଟくの方々に͝利用いた
ͩければとࢥいます。
　ࣾ会ߩ献・ใൃ৴ؔのトピックスとしては、ྫ߃のෟଐ図書
館اը展が͋͛られます。ࠓ回はʮ図書館をඈͼ出した書たちʯ

として、ڭՊ書やࢽࡶ、テϨϏ等でとり͋͛られた資料を展示・ղ
આしました。1,800໊をӽえる入者が͋り、況でした。
　つくばリポジトリの૯コンテンツ数は順調に増加し、33,000
件になりました。図書館はリポジトリに登録Մな文を調ࠪし、
ڀݚいをしております。ஜ大学のئ者のօさんに登録のおڀݚ
Ռをくެ開するたΊに、登録の͝ྗڠをおئいします。
　ؔ࿈して、つくばリポジトリをཱࠃใ学ڀݚॴが提供するクラ
ドܕ共用リポジトリαーϏスʮJAIRO Cloudʯに移行するۀ࡞を
行いました。ۀ࡞ա程で利用者のօさまに͝をおかけいたし
ましたが、つくばリポジトリのような大きなؔػリポジトリの移行࡞
リポジトリ移行のखؔػなنの大ޙࠓ、はॳΊてということでۀ
本になるとࢥわれます。
　その他のトピックスとして、8月に医学図書館が耐震改修工事を
ऴえてリニューアル開館しました。Ծઃ図書ࣨのؒは、大変͝ෆศ
をおかけしましたが、改した図書館は、Ҏ前よりॆ実したઃ備を
そΖえ、いউखのྑい配置にしました。ଟくのօさまの͝利用を
おちしております。
　さて、ஜ大学ෟଐ図書館はཱࠃ大学図書館ڠ会のཧ事館で
͋り、ཱࢲެࠃ大学図書館ྗڠҕһ会およͼಉҕһ会とཱࠃใ
学ڀݚॴ（/II）との࿈ྗڠ・ܞ推進会ٞのϝンバーです。ޙ࠷に、こ
れら学֎にؔ࿈する状況も少しհしておきます。
　電子ジャーナルのՁ֨ߴಅは年にわたり学ज़ใྲྀ通にお
ける大きなで͋り、࿈ྗڠ・ܞ推進会ٞのもとにઃ置された大
学図書館コンιーシアム࿈߹（J6S5IC&）が、電子ジャーナルの
件のަব等で一定のՌを͋͛ておりました。とこΖがܖ
2015年10月から、これまでෆ՝੫となっていたւ֎αーバによ
る電子ジャーナル等がফ費੫の՝੫ରになることとなりました。
これにରして、ཱࠃ大学図書館ڠ会とཱࢲެࠃ大学図書館ྗڠҕ
һ会は࿈໊で、学ज़ใ資料にରするফ費੫ܰ減੫のద用にؔ
するཁの໌を出しました。ޙࠓどの様になるか目されるとこ
Ζです。
　ෟଐ図書館は、Ҏ上のようにօ様から見えるॴ、見えないॴで、
その利用やདྷ館のෑډをできるͩけԼ͛る工をすることによ
り、開かれた大学図書館を目ࢦしております。ଟくの方々の更なる
͝利用と、ෟଐ図書館のこれらの׆ಈにରする͝ཧղ・͝ ԉを、こࢧ
のを借りておئいਃし上͛ます。

中央図書館�Τϯトϥϯε
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者のڀݚがओ体となってॴଐؔػڀݚリポジトリはʮ大学やؔػ　

的生࢈を電子的にऩू、ੵ、提供するシステム、またそのαーϏスʯ
2）です。2003年の千༿大学学ज़Ռリポジトリ（C6RA5OR）をᅘ

とする日本のؔػリポジトリは、2015年3月現ࡏでެ開数は

405、ެ 開ؔػ数は526を数えるにࢸりました（図1）。また、ؔػリポ

ジトリにऩ録された本文きのコンテンツ数は2014年度3月で

138万件をӽえ、その大半はلཁ文、学ज़ࢽࡶ文、学Ґ文等で

す（図2）。2013年度のアクηス件数は1ԯ4,713万件、μンϩード

数は1ԯ4,434万件に上っています（図3）。このようなؔػリポジトリ

のܶ的なの背景には、2005年度から2012年度まで実施された

及ͼ学ۀங事ߏ൫共ಉج学ज़コンテンツੈ࣍ॴのڀݚใ学ཱࠃ

ज़ؔػリポジトリ࿈ࢧܞԉ事ۀのࢧԉに大きく༩っています。ۙ࠷は

ॴが提供する共用リポジトリαーϏスJAIRO Cloudڀݚใ学ཱࠃ

によるߏஙؔػが増えており、2015年1月5日現ࡏでެ開த�ެ開

準備த�ਃதのؔػを߹わͤ240ؔػが利用しています3）。

　一方で、ؔػリポジトリの՝も໌らかになってきました。学ज़ػ

ؔリポジトリ࿈ࢧܞԉ事ۀୈ3ظใࠂ書では、̑ つのओཁな՝と

して（1）本事ۀのՌを取りࠐんͩઌ進的なػと、ࡍࠃ的な相互

ӡ用ੑとを݉ね備えたؔػリポジトリのプラットϑΥームの提供（2）

αブジΣクトリポジトリのڧԽ（3）オープンアクηスについてのཧ೦

や੍度Խのۀڀݚ（4）౼ݕのධՁにରしてؔػリポジトリが୲う

ׂの（5）౼ݕオープンアクηスをج調とした図書館׆ಈを୲う人

 。（ています4͛ڍಈの推進、を׆ԉࢧ・ܞを超えた࿈ؔػ、のҭやࡐ

これらに加えて2013年度から始まったത࢜学Ґ文のインター

ωットެදやڀݚσータ等の新たなコンテンツのऩूも՝です。

リポジトリ推進ҕһ会（ҎԼʮ推進ҕһ会ʯ）は、このようなؔػ　

状況を受けて、大学図書館とཱࠃใ学ڀݚॴとの࿈ྗڠ・ܞ

推進会ٞのԼに2013年8月にൃしました。推進ҕһ会の目

的は、（1）ʮؔػリポジトリを通じた大学ののൃ৴システムのߏ

ஙʯにؔする事項をاը・ཱҊし、学ज़ใのԁなྲྀ通及ͼൃ

৴ྗのڧԽにかかる׆ಈを推進する（2）ʮ学ज़ใの֬อとൃ

৴にؔする人ࡐのަྲྀとҭʯおよͼʮ学ज़ใの֬อとൃ৴に

ؔするࡍࠃ࿈ܞの推進ʯについて、ؔػリポジトリを通じた大学

ののൃ৴システムのߏஙにؔ࿈する׆ಈを推進することです。

　2013年度は、ؔػリポジトリの現状ೝࣝの共༗を図り、কདྷ

展・ઓུ的ॏ՝・໘の行ಈ計ըについてݕ౼を行い、ʮ大

学ののൃ৴システムのߏஙに向けてʯをとりまとΊました。

　ʮ大学ののൃ৴システムのߏஙに向けてʯ5）は、学ज़ใྲྀ通にؔ

する現状ೝࣝとকདྷ展にͮجき、ॏ՝を定Ί、ؔػリポジトリの

一の推進を通じてこれらのղܾに取り組むことをએݴした文書です。

　この文書では、ؔػリポジトリのকདྷの方向ੑを、大学のڭҭݚ

ಈの͋らΏるՌのੵとపఈ的なオープンアクηスԽを୲う׆ڀ

ことにより、インターωットڥԼにおけるใインϑラとなるこ

と、ڭҭڀݚઓུにඞཁなใを大学に提供し、それによって学ज़

ใྲྀ通システムを変ֵするとしています。このたΊに、取り組むべ

きʮઓུ的ॏ՝ʯがҎԼの4項目にわたって͛ܝられています。

（1）オープンアクηス方のࡦ定と展開

インϑラ整備、コンテンツのଟ様Խڀݚ、のެදٛԽؔػ֤　

等のઓུに資するオープンアクηスのΨイドラインを࡞し、

ΰールドオープンアクηスの進展を౿まえたछ々のϨϕルにお

けるオープンアクηス方のࡦ定にߩ献する。

（2）কདྷのؔػリポジトリج൫のߴ度Խ

　アΧσϛック・クラドڥにおけるؔػリポジトリج൫をߴ

度Խし、ؔػリポジトリのཧ・ӡӦڥを整備する。

（3）コンテンツのॆ実と׆用

　学ज़ؔػリポジトリߏங࿈ࢧܞԉ事ۀのՌを׆用し、ؔػリ

ポジトリにੵされているコンテンツのධՁを行い、ଟくの利用

が見ࠐまれる分等においてະ整備のコンテンツをॆ実さͤる

とともにڭҭڀݚでのଟ໘的な׆用をଅ進する方ࡦを進Ίる。

ཆࡐ修・人ݚ（4）

リポؔػ、σータ等の文献にཹまらないコンテンツをѻいڀݚ　

ジトリのߴ度ԽやࡍࠃコϛュニテΟと࿈ྗڠܞを行う人ࡐをཆ

する等のたΊにݚ修等を実施する。

　推進ҕһ会は2014年度に、ʮ大学ののൃ৴システムのߏஙに向

けてʯのʮ໘の行ಈ計ըʯの༰にԊって、۩体的な׆ಈ༰をཱҊし

実行するたΊに、コンテンツ、ࡍࠃ࿈ܞ、ٕ ज़の３つのϫーΩンググルー

プ（ҎԼʮ8(ʯ）をઃ置しました。8月1日に8(のΩックオϑϛーテΟン

グを開࠵し、8(のझࢫの共༗や行ಈ計ըのݕ౼を行いました。

　10月6日に開࠵したୈ̒回推進ҕһ会で2014年度の8(の

行ಈ計ըをࡦ定しました（ද1）。8(の׆ಈは事ۀのੑ֨にؑみて

。して行われるものですܞผにではなく、ԣஅ的にまた相互に࿈ݸ

　11月6日のୈ16回図書館૯߹展において推進ҕһ会ओ࠵、σ

機関リポジトリ1） ジタルリポジトリ࿈߹（DR'）共࠵のϑΥーラムʮ大学ののൃ৴

システムのߏஙに向けてʕؔػリポジトリの新たなՄੑを୳るʯ

を開࠵しました。このϑΥーラムには、400໊を超えるࢀ加者が͋

り、推進ҕһ会の׆ಈとその進をपし、ؔػリポジトリӡӦに

ؔするઌ的՝で͋るڀݚσータのཧについてࡍࠃ的ಈ向

を共༗し、ؔػリポジトリ୲者コϛュニテΟと共ಉでؔػリポジ

トリのޙࠓのൃ展の方向ੑについてٞすることができました。

　2014年度になって、学ज़ڀݚՌを୭もがແ料でオンライ

ン利用できるようにすることを目ࢦすオープンアクηスを८って

ೋつの大きなでき͝とが͋りました。

　一つ目は、ࡍࠃ的ಈ向を౿まえたオープンαイΤンスにؔするݕ౼会

（ֳ૯߹Պ学ٕज़・イϊϕーシϣン会ٞ）が開࠵され、ʮզがࠃにお

けるオープンαイΤンス推進の͋り方についてʙαイΤンスの新たなඈ

༂の時のນ開けʙʯがใࠂ書としてとりまとΊられたことです6）。これ

はࠃとしてのオープンアクηス推進にؔするج本的な考え方を示した

文書で、ޙࠓ、֤ লி、資ۚॿؔػには、ެ 的ڀݚ資ۚによる文やそ

のΤϏσンスとなったڀݚσータのオープンԽにؔする実施方計ը

のࡦ定がٻΊられ、一方、大学には、大学全体のオープンアクηス方等

とその実施に向けた۩体的なӡ用計ըのࡦ定がٻΊられることが༧

されます。また、このใࠂ書では図書館とؔػリポジトリがオープンαイ

Τンスのج൫として໌示されている΄か、大学図書館৬һ等をத৺とし

たσータཧ体੍、文やڀݚσータのӬ続的、ظ的อଘを୲อする

たΊに大学図書館等のྗڠをಘることが༗ޮなどのࢦఠが͋ります。

　ೋつ目は、文෦Պ学লՊ学ڀݚ費ิॿۚの実ใࠂ書に2014年度分

からՌ文のオープンアクηスԽの༗ແをใࠂするνΣックཝがઃけ

られたことです。۩体的には、ʮՊݚ費のڀݚՌをオープンアクηスࢽに

ൃදした߹や、ؔػリポジトリに登録するなどηルϑ・アーΧイブ等に

より֘文をެ開した߹、͋ るいはいずれかの༧定が͋る߹（オー

プンアクηスを実施する時ظはわない。）には、ʮオープンアクηスʯཝの

νΣックϘックスにνΣックをすることʯとઆ໌されています7）。これによっ

てՊݚ費のڀݚՌのオープンアクηスԽのଅ進が༧されます。

　これらのೋつのಈきを受けて、大学におけるؔػリポジトリが

まれ、ਅのҙຯでのʮ大学のࠐのライϑαイクルのதに組みڀݚ

のൃ৴システムʯとなり、大学図書館がその୲いखとして׆ಈ

のをますます֦͛ることがظされます。

（副館長　Ճ౻　৴࠸）
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者のڀݚがओ体となってॴଐؔػڀݚリポジトリはʮ大学やؔػ　

的生࢈を電子的にऩू、ੵ、提供するシステム、またそのαーϏスʯ
2）です。2003年の千༿大学学ज़Ռリポジトリ（C6RA5OR）をᅘ

とする日本のؔػリポジトリは、2015年3月現ࡏでެ開数は

405、ެ 開ؔػ数は526を数えるにࢸりました（図1）。また、ؔػリポ

ジトリにऩ録された本文きのコンテンツ数は2014年度3月で

138万件をӽえ、その大半はلཁ文、学ज़ࢽࡶ文、学Ґ文等で

す（図2）。2013年度のアクηス件数は1ԯ4,713万件、μンϩード

数は1ԯ4,434万件に上っています（図3）。このようなؔػリポジトリ

のܶ的なの背景には、2005年度から2012年度まで実施された

及ͼ学ۀங事ߏ൫共ಉج学ज़コンテンツੈ࣍ॴのڀݚใ学ཱࠃ

ज़ؔػリポジトリ࿈ࢧܞԉ事ۀのࢧԉに大きく༩っています。ۙ࠷は

ॴが提供する共用リポジトリαーϏスJAIRO Cloudڀݚใ学ཱࠃ

によるߏஙؔػが増えており、2015年1月5日現ࡏでެ開த�ެ開

準備த�ਃதのؔػを߹わͤ240ؔػが利用しています3）。

　一方で、ؔػリポジトリの՝も໌らかになってきました。学ज़ػ

ؔリポジトリ࿈ࢧܞԉ事ۀୈ3ظใࠂ書では、̑ つのओཁな՝と

して（1）本事ۀのՌを取りࠐんͩઌ進的なػと、ࡍࠃ的な相互

ӡ用ੑとを݉ね備えたؔػリポジトリのプラットϑΥームの提供（2）

αブジΣクトリポジトリのڧԽ（3）オープンアクηスについてのཧ೦

や੍度Խのۀڀݚ（4）౼ݕのධՁにରしてؔػリポジトリが୲う

ׂの（5）౼ݕオープンアクηスをج調とした図書館׆ಈを୲う人

 。（ています4͛ڍಈの推進、を׆ԉࢧ・ܞを超えた࿈ؔػ、のҭやࡐ

これらに加えて2013年度から始まったത࢜学Ґ文のインター

ωットެදやڀݚσータ等の新たなコンテンツのऩूも՝です。

リポジトリ推進ҕһ会（ҎԼʮ推進ҕһ会ʯ）は、このようなؔػ　

状況を受けて、大学図書館とཱࠃใ学ڀݚॴとの࿈ྗڠ・ܞ

推進会ٞのԼに2013年8月にൃしました。推進ҕһ会の目

的は、（1）ʮؔػリポジトリを通じた大学ののൃ৴システムのߏ

ஙʯにؔする事項をاը・ཱҊし、学ज़ใのԁなྲྀ通及ͼൃ

৴ྗのڧԽにかかる׆ಈを推進する（2）ʮ学ज़ใの֬อとൃ

৴にؔする人ࡐのަྲྀとҭʯおよͼʮ学ज़ใの֬อとൃ৴に

ؔするࡍࠃ࿈ܞの推進ʯについて、ؔػリポジトリを通じた大学

ののൃ৴システムのߏஙにؔ࿈する׆ಈを推進することです。

　2013年度は、ؔػリポジトリの現状ೝࣝの共༗を図り、কདྷ

展・ઓུ的ॏ՝・໘の行ಈ計ըについてݕ౼を行い、ʮ大

学ののൃ৴システムのߏஙに向けてʯをとりまとΊました。

　ʮ大学ののൃ৴システムのߏஙに向けてʯ5）は、学ज़ใྲྀ通にؔ

する現状ೝࣝとকདྷ展にͮجき、ॏ՝を定Ί、ؔػリポジトリの

一の推進を通じてこれらのղܾに取り組むことをએݴした文書です。

　この文書では、ؔػリポジトリのকདྷの方向ੑを、大学のڭҭݚ

ಈの͋らΏるՌのੵとపఈ的なオープンアクηスԽを୲う׆ڀ

ことにより、インターωットڥԼにおけるใインϑラとなるこ

と、ڭҭڀݚઓུにඞཁなใを大学に提供し、それによって学ज़

ใྲྀ通システムを変ֵするとしています。このたΊに、取り組むべ

きʮઓུ的ॏ՝ʯがҎԼの4項目にわたって͛ܝられています。

（1）オープンアクηス方のࡦ定と展開

インϑラ整備、コンテンツのଟ様Խڀݚ、のެදٛԽؔػ֤　

等のઓུに資するオープンアクηスのΨイドラインを࡞し、

ΰールドオープンアクηスの進展を౿まえたछ々のϨϕルにお

けるオープンアクηス方のࡦ定にߩ献する。

（2）কདྷのؔػリポジトリج൫のߴ度Խ

　アΧσϛック・クラドڥにおけるؔػリポジトリج൫をߴ

度Խし、ؔػリポジトリのཧ・ӡӦڥを整備する。

（3）コンテンツのॆ実と׆用

　学ज़ؔػリポジトリߏங࿈ࢧܞԉ事ۀのՌを׆用し、ؔػリ

ポジトリにੵされているコンテンツのධՁを行い、ଟくの利用

が見ࠐまれる分等においてະ整備のコンテンツをॆ実さͤる

とともにڭҭڀݚでのଟ໘的な׆用をଅ進する方ࡦを進Ίる。

ཆࡐ修・人ݚ（4）

リポؔػ、σータ等の文献にཹまらないコンテンツをѻいڀݚ　

ジトリのߴ度ԽやࡍࠃコϛュニテΟと࿈ྗڠܞを行う人ࡐをཆ

する等のたΊにݚ修等を実施する。

　推進ҕһ会は2014年度に、ʮ大学ののൃ৴システムのߏஙに向

けてʯのʮ໘の行ಈ計ըʯの༰にԊって、۩体的な׆ಈ༰をཱҊし

実行するたΊに、コンテンツ、ࡍࠃ࿈ܞ、ٕ ज़の３つのϫーΩンググルー

プ（ҎԼʮ8(ʯ）をઃ置しました。8月1日に8(のΩックオϑϛーテΟン

グを開࠵し、8(のझࢫの共༗や行ಈ計ըのݕ౼を行いました。

　10月6日に開࠵したୈ̒回推進ҕһ会で2014年度の8(の

行ಈ計ըをࡦ定しました（ද1）。8(の׆ಈは事ۀのੑ֨にؑみて

。して行われるものですܞผにではなく、ԣஅ的にまた相互に࿈ݸ

　11月6日のୈ16回図書館૯߹展において推進ҕһ会ओ࠵、σ

機関リポジトリ1） ジタルリポジトリ࿈߹（DR'）共࠵のϑΥーラムʮ大学ののൃ৴

システムのߏஙに向けてʕؔػリポジトリの新たなՄੑを୳るʯ

を開࠵しました。このϑΥーラムには、400໊を超えるࢀ加者が͋

り、推進ҕһ会の׆ಈとその進をपし、ؔػリポジトリӡӦに

ؔするઌ的՝で͋るڀݚσータのཧについてࡍࠃ的ಈ向

を共༗し、ؔػリポジトリ୲者コϛュニテΟと共ಉでؔػリポジ

トリのޙࠓのൃ展の方向ੑについてٞすることができました。

　2014年度になって、学ज़ڀݚՌを୭もがແ料でオンライ

ン利用できるようにすることを目ࢦすオープンアクηスを८って

ೋつの大きなでき͝とが͋りました。

　一つ目は、ࡍࠃ的ಈ向を౿まえたオープンαイΤンスにؔするݕ౼会

（ֳ૯߹Պ学ٕज़・イϊϕーシϣン会ٞ）が開࠵され、ʮզがࠃにお

けるオープンαイΤンス推進の͋り方についてʙαイΤンスの新たなඈ

༂の時のນ開けʙʯがใࠂ書としてとりまとΊられたことです6）。これ

はࠃとしてのオープンアクηス推進にؔするج本的な考え方を示した

文書で、ޙࠓ、֤ লி、資ۚॿؔػには、ެ 的ڀݚ資ۚによる文やそ

のΤϏσンスとなったڀݚσータのオープンԽにؔする実施方計ը

のࡦ定がٻΊられ、一方、大学には、大学全体のオープンアクηス方等

とその実施に向けた۩体的なӡ用計ըのࡦ定がٻΊられることが༧

されます。また、このใࠂ書では図書館とؔػリポジトリがオープンαイ

Τンスのج൫として໌示されている΄か、大学図書館৬һ等をத৺とし

たσータཧ体੍、文やڀݚσータのӬ続的、ظ的อଘを୲อする

たΊに大学図書館等のྗڠをಘることが༗ޮなどのࢦఠが͋ります。

　ೋつ目は、文෦Պ学লՊ学ڀݚ費ิॿۚの実ใࠂ書に2014年度分

からՌ文のオープンアクηスԽの༗ແをใࠂするνΣックཝがઃけ

られたことです。۩体的には、ʮՊݚ費のڀݚՌをオープンアクηスࢽに

ൃදした߹や、ؔػリポジトリに登録するなどηルϑ・アーΧイブ等に

より֘文をެ開した߹、͋ るいはいずれかの༧定が͋る߹（オー

プンアクηスを実施する時ظはわない。）には、ʮオープンアクηスʯཝの

νΣックϘックスにνΣックをすることʯとઆ໌されています7）。これによっ

てՊݚ費のڀݚՌのオープンアクηスԽのଅ進が༧されます。

　これらのೋつのಈきを受けて、大学におけるؔػリポジトリが

まれ、ਅのҙຯでのʮ大学のࠐのライϑαイクルのதに組みڀݚ

のൃ৴システムʯとなり、大学図書館がその୲いखとして׆ಈ

のをますます֦͛ることがظされます。

（副館長　Ճ౻　৴࠸）

�� ঢ়と՝ݱリポジトリのؔػ
�� େֶののൃ৴γスςϜのߏஙʹ͚ͯ

�� ����のߦಈܭըと
 　図書ؗ૯߹లʹ͓͚ΔϑΥーϥϜ

�� リポジトリ推ਐҕһձؔػ �� ϫーΩϯάάルーϓ

�� ΦーϓϯΞΫηスʹつ͍ͯの৽ͨͳಈ͖

　➳本ߘの1.から5ɽの෦分は、加౻৴࠸ʮؔػリポジトリ推進ҕһ会の׆ಈについてʕ大学ののൃ৴システムのߏஙに向けてʕ ʯh図書館ࢽࡶ Wɦol.108 Oo.12, 2014, p.796�799.を改ߘしたもので͋る。
　　➴日本図書館ใ学会用ࣙޠయฤूҕһ会ฤ、図書館ใ学用ࣙޠయ、ୈ４൛. ؙળ出൛、2013. p.45.
　　➵JAIRO CloudコϛュニテΟαイト　IUUpT���coNNuOJUZ.Sepo.OJJ.ac.Kp�
　　➶ʮະདྷのඈ༂ʙؔػリポジトリの更なるൃ展を目ࢦしてʙ　学ज़ؔػリポジトリߏஙࢧԉ事ۀୈ３ظใࠂ書ʯ 2014年3月 ཱࠃใ学ڀݚॴ. ཁࢫ　IUUp���XXX.OJJ.ac.Kp�JSp�aScIJWe�SepoSU�pdG�cTJ@JS@I22�24@SepoSU.pdG
　　➷ʮ大学ののൃ৴システムのߏஙに向けてʯؔػリポジトリ推進ҕһ会 2013 年12月13日　IUUpT���JS�TuJTIJO.Sepo.OJJ.ac.Kp� acUJoO�coNNoO@doXOload@NaJO�upload@Jd�22
　　➸ʮզがࠃにおけるオープンαイΤンス推進の͋り方について_αイΤンスの新たなඈ༂の時のນ開けʙʯ ࡍࠃ的ಈ向を౿まえたオープンαイΤンスにؔするݕ౼会ɽ2015年3月30日　IUUp���XXX8.cao.Ho.Kp�cTUp�ToOoUa�opeOTcJeOce�
　　➹様ࣜ C�7�1ه入ྫ・࡞上のҙ（電子ਃରԠ用）　IUUpT���XXX.KTpT.Ho.Kp�K�HSaOUTJOaJd�16@Sule�daUa�26@dl�c�07�1@SeJ@e.pdG
　　˞֤ 6R-の֬ೝɿ2015 年 4月10日

ग़యɿཱࠃใֶڀݚॴɽֶ ज़ؔػϦϙδτϦߏங࿈ࢧܞԉۀࣄ
IUUQ���XXX�OJJ�BD�KQ�JSQ�BSDIJWF�TUBUJTUJD�JSQ@2014@TUBUJTUJD�IUNM

図 リポジトリʹऩ録͞Εͨຊจ͖のίϯςϯπのछผؔػ �
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　தԝ図書館ラーニング・スクΤアのத৺に配置されている

学生αポートσスクでは、学ظதのฏ日14時から19時のؒ、

-A が学習相ஊにԠじています。ࠓ年度のಛとして、1Cにؔ

する࣭が減少し、学習・ライテΟングにؔする相ஊ件数が増

加したが͛ڍられます。ࠓ年度の学習・ライテΟングについ

ての࣭数は145件で、これは相ஊ件数全体の25� をΊ

ます（図1）。

　この傾向の変Խは、ʮԿを相ஊできるॴなのかわからないʯ

という学生のを受け2013 年度に࡞られたプϩϞーシϣ

ンϏσオや、しみやすいちらし等、ใ໘のڧԽがその一Ҽ

として考えられます。学生αポートσスクのଘࡏやそのҙٛが、

利用者によりくਁಁしつつ͋るのではないでしΐうか。

　-" ࣿࡊɾࢁຊ ࢠ

　2014 年 9月11日におの水ঁ子大学で開࠵されたඪهの

ϫークシϣップでは、ؔ 東の大学図書館をத৺に12 館からࢀ

加が͋り、他のࢀ加者とのަྲྀを通して大学図書館における学

生ڠಇについてଟ様な取り組みをることができました。

　ϫークシϣップでは、まずࢀ加者がそれͧれの׆ಈ༰につ

いてൃදし、׆ಈのՌとޙࠓの՝を共༗しました。プϩグ

ラムはʮ図書館αポートの෦ʯとʮピアαポートの෦ʯのೋ෦ߏ

になっており、ࢲୡはʮピアαポートの෦ʯでൃදしました。࣭

ٙԠでは、ಛに学生αポートσスクにおけるライテΟングࢧ

ԉ׆ಈのՌについてଟくの͝ҙ見をいたͩき、普ஈの׆ಈを

見直すよいػ会になりました。

　そのޙ、ϫールドΧϑΣ方ࣜで、数グループに分かれて学生に

よるσΟスΧッシϣンが行われました。ʮ図書館をもっとྑくす

るたΊにできることʯという大なテーϚについて、図書館の

り܁から、のこもったٞがࢹや利用者のཱなどのڥ

͛られました。この時ؒのおか͛で、しっかりࣗ分ࣗの಄を

って֤大学のൃදをৼりฦることができ、本学と他大学のྑ

さやҧい、ٞ でಘた学ͼを、ޙࠓの実ફに͛ܨるたΊに考え

ることができました。

　そのޙ、東ژ大学、おの水ঁ子大学、ཱ 大学などの৬һڭ

や学生の方々が-Aηϛナーや学生αポートσスクの見学にདྷ

てくͩさり、ϫークシϣップでの出会いがண実に׆かされてい

ることを実ײしました。このつながりがདྷ年度Ҏ߱の׆ಈにも

。いますࢥかされればと׆

　2014 年度は、-A がओ体的にاը・ӡӦを行なうʮ-Aηϛ

ナーʯを新たに実施しました。これは、図書館が実施する講習会

や日ࠒの相ஊରԠから更に౿みࠐんͩ༰の学習ࢧԉを行な

うものです。

　तۀをऴえた学生がࢀ加できるよう6ݶऴྃޙの時ؒに開

、しました。また、ラーニング・スクΤアの利用ଅ進を図るたΊ࠵

ॳΊて学生αポートσスクۙのオープンな学習スϖースで行

いました。׳習的に੩かにわれることがଟいϑϩアのたΊ、ద

ਖ਼なԻྔかどうかのূݕも行いました。֤ ηϛナーにはいずれ

も60 ʙ 70໊のࢀ加が͋り、会はຬ੮となりました。出入

りがࣗ༝なۭؒで、ܰؾにཱちدれるงғؾは、ࢀ加者が増え

た一Ҽで͋るとࢥわれます。　

加者のをؚΊ全体をৼりฦると、ラーニング・スクΤアࢀ　

のコンηプトʮ学生ಉ࢜がܰؾにूい、学ͼ、ڭえ߹う学ͼのۭ

ؒʯを実ફできたྑいػ会となり、֓ ねޭで͋ったとݴえるで

しΐう。実施ޙには、ಉϑϩアをってतۀのՌൃදを行い

たいというਃし出が͋るなど、新たな響が͋りました。ޙࠓ更

なるੑ׆Խにつながることをظしています。

　この΄か、昨年度実施されධͩったプϨθンテーシϣンη

ϛナーは、ࠓ年度-Aを講ࢣとして実施し、ա࠷ڈଟのࢀ加者数

101໊をه録しました。

˙จݙཧ͠φイトʂʖӃੜのʠࣗྲྀʡ͔ Β୳ΔςΫχοΫ

-" ଠɾۚ ᘪᚸܒ ཛྷेޒ

　文献ཧはޮよくڀݚを進ΊるうえでඞཁなスΩルの一つ

といえます。しかし、文献ཧと一ޱにݴっても、その方法はଟ

しにります。本ηϛナーは、文献ཧにؔするใをަذ

1�2014ϥーχンάɾアドόイβーʢ-"ʣͷ׆ಈ ߹い、ࣗ 分ྲྀの文献ཧ法を୳るػ会を提供するたΊに開࠵さ

れました。

　ηϛナーでは、まず、4 ໊の-A がこれまでの大学Ӄ生׆のத

でഓってきた文献ཧのϊϋをհしました。それͧれが

まったくҟなる文献ཧ法を実ફしており、ࣗ 分ྲྀの文献ཧ

ज़を୳るうえで、たくさんのώントがಘられる༰になっていた

とࢥいます。ྫ えば、A4 の෧をってΧテΰリー͝とに分け

てཧする方法、ReG8oSLTや&WeSOoUe、SuHaSSZOcといっ

た8eCαーϏスを׆用した方法、リαーν・クΤスνϣン整ཧ

දを用い文献༰にযをてた整ཧ方法、1D' のϑΝイル

໊に文のΩーϫードを入れる方法などがհされました。

　そのࢀ、ޙ加者とのσΟスΧッシϣンが行われました。ಛに

8eCα ー Ϗ ス を 利 用 し た 文 献  ཧ に   が ू த し、

ReG8oSLTの  い 方 に ؔ する ٞ  をしたり、ࢀ 加 者 か ら

.eOdeleZのհが͋ったりと、ൃ׆なҙ見ަがなされまし

た。σΟスΧッシϣンの時ؒが20 分とݶられていたことも͋

り、ηϛナーऴྃޙにもࢀ加者から࣭や͝ҙ見をいたͩきま

した。こうしたࢀ加者のԠを見ると、ࣗ 分ྲྀの文献ཧज़を

୳るػ会を提供するという本اըの目的がे分にୡできて

いたとࢥいます。

˙ࣾձՊֶܥӃੜʹΑΔྔతɾ࣭తڀݚ๏ビΪφーߨशձ

-"ۚҪ խਔɾࡔҪ ر࠼

　本ηϛナーは、これからଔڀݚۀに取り組む学܈ 3 年生や、

修࢜文に向けてڀݚをまとΊていく修࢜（ത࢜前ظ）՝程1年

生をରとして定し、2回に分けて開࠵されました。前ड़の

ʮ文献ཧしナイトʂʯのようなσΟスΧッシϣンࣜܗではなく、

-A が講ࢣをΊるηϛナーࣜܗにॳΊてઓしました。

　༰については、-Aが5月にൃҊしてҎདྷ1月の本൪まで時

ؒをかけてし߹いが行われ、ླཱྀ 学生向けの日本ޠ講࠲や、学

ྨ1年生向けのϨポートライテΟング講࠲といった様々なアイ

σアのதから、ྔ 的・࣭的ڀݚ法ηϛナーにܾまりました。講ࢣ

୲の2໊でプϨθン資料を࡞ったޙ、-Aと৬һでҙ見を出

し߹うػ会をઃけました。そので༰のしさやઆ໌の方

について学生目ઢのҙ見がଟく出されたことは、ηϛナーを目

的にԊったϏΪナー向けのものにする上でඇৗに༗ӹでした。

　本ηϛナーは、֤ している、いڀݚってにࡍख法を実ڀݚ

わばʮϢーザーʯで͋る大学Ӄ生（-A）が、ڀݚを進Ίていく上で

っておいて΄しいج本的なҙをえるというझࢫで行

われました。ʮୈ一෦ ྔ的ڀݚのいΖはʯでは、ۚ Ҫが、ྔ 的ख

法を用いるڀݚにおけるҙとしてᶃ調ࠪථ࡞りのج本的

ҙ、ᶄ統計をうときのҙ、の2をしました。ʮୈ

ೋ෦ ࣭的ڀݚのいΖはʯでは、ࡔҪが、ᶃ࣭的ڀݚではԿを໌

らかにするのか、ᶄインタϏューのج本的ҙ、ᶅインタ

Ϗューでؕりやすい、の3についてしました。

的なことをૅج加者アンέートでは、ʮ分かりやすかったʯʮࢀ　

れてたΊになったʯʮにཱったʯʮஸ度ྑい開࠵時ؒͩったʯ

といったҙ見がଟく、֓ ねຬしていたͩけたようです。しか

し、少数では͋りましたがʮޙΖの方はがฉき取りͮらかったʯ

ʮصきのҜ子がよかったʯʮもうちΐっとಥっࠐんͩ༰もฉ

きたかったʯʮय़日Τリアからͩと開始時ؒがૣいʯなど、本ηϛ

ナーのࢸらなかったについての͝ࢦఠも͋りました。また、ୈ

ೋ෦について、ϏΪナー向けとするたΊえて৮れなかった分

析についても、またผのػ会にηϛナーを開࠵して΄しいとい

うཁも͋りました。྆ ηϛナーのアンέート݁Ռを౿まえる

と、ޙࠓこのようなझࢫのηϛナーを行うࡍには、ʮॳڃฤ・த

͋、ฤ・Ԡ用ฤʯなどのϨϕルผڃ るいは学ྖҬผにηϛナー

を開くなどの改ળを行うと、より一ࢀ加者のニーζにԠえる

ことができそうです。

　-Aൃから3 年目となり、2014 年度は׆ಈをৼりฦるઅ

目となりました。利用者のリアルなをるたΊ、相ஊ者にରす

るຬ度調ࠪを開始しました。また、࣭ のอূやϊϋの共༗

といった-Aࣗのҙࣝがߴまり、ライテΟングࢧԉྗの

ఈ上͛を目ࢦした-A ษڧ会が行われました。ϩールプϨイン

グを行い、ಘられた܇ڭを࣍年度Ҏ߱の-Aにཱつようʮラ

イテΟングࢧԉの10かʯにまとΊました。

　月ྫϛーテΟングでは、-A がओ体的にاը・実施する前年

度からのงғؾが定ணし、前ड़のようなՌにܨがりました。

1SJTNでެ開した֤イϕントのμイジΣストは、学生ࢽใ

のใ提供にཹまらず、-AのՌのੵとなり、ޙࠓの-Aの

。されますظಈのがかりになることが׆

　これまでੵみॏねてきたϊϋや෩を継ঝしつつ新しい

ըにもઓできるよう、引き続き-Aと৬һが一ؙとなってا

取り組んでいきたいとࢥいます。

（ֶशࢧԉਪਐ8(ؠ�ຊ　༔ɺদ　বɺଜඌ　ਅ༝ࢠ）

（2014年度ͷಛతͳ׆ಈ・ۀࣄ）
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　தԝ図書館ラーニング・スクΤアのத৺に配置されている

学生αポートσスクでは、学ظதのฏ日14時から19時のؒ、

-A が学習相ஊにԠじています。ࠓ年度のಛとして、1Cにؔ

する࣭が減少し、学習・ライテΟングにؔする相ஊ件数が増

加したが͛ڍられます。ࠓ年度の学習・ライテΟングについ

ての࣭数は145件で、これは相ஊ件数全体の25� をΊ

ます（図1）。

　この傾向の変Խは、ʮԿを相ஊできるॴなのかわからないʯ

という学生のを受け2013 年度に࡞られたプϩϞーシϣ

ンϏσオや、しみやすいちらし等、ใ໘のڧԽがその一Ҽ

として考えられます。学生αポートσスクのଘࡏやそのҙٛが、

利用者によりくਁಁしつつ͋るのではないでしΐうか。

　-" ࣿࡊɾࢁຊ ࢠ

　2014 年 9月11日におの水ঁ子大学で開࠵されたඪهの

ϫークシϣップでは、ؔ 東の大学図書館をத৺に12 館からࢀ

加が͋り、他のࢀ加者とのަྲྀを通して大学図書館における学

生ڠಇについてଟ様な取り組みをることができました。

　ϫークシϣップでは、まずࢀ加者がそれͧれの׆ಈ༰につ

いてൃදし、׆ಈのՌとޙࠓの՝を共༗しました。プϩグ

ラムはʮ図書館αポートの෦ʯとʮピアαポートの෦ʯのೋ෦ߏ

になっており、ࢲୡはʮピアαポートの෦ʯでൃදしました。࣭

ٙԠでは、ಛに学生αポートσスクにおけるライテΟングࢧ

ԉ׆ಈのՌについてଟくの͝ҙ見をいたͩき、普ஈの׆ಈを

見直すよいػ会になりました。

　そのޙ、ϫールドΧϑΣ方ࣜで、数グループに分かれて学生に

よるσΟスΧッシϣンが行われました。ʮ図書館をもっとྑくす

るたΊにできることʯという大なテーϚについて、図書館の

り܁から、のこもったٞがࢹや利用者のཱなどのڥ

͛られました。この時ؒのおか͛で、しっかりࣗ分ࣗの಄を

って֤大学のൃදをৼりฦることができ、本学と他大学のྑ

さやҧい、ٞ でಘた学ͼを、ޙࠓの実ફに͛ܨるたΊに考え

ることができました。

　そのޙ、東ژ大学、おの水ঁ子大学、ཱ 大学などの৬һڭ

や学生の方々が-Aηϛナーや学生αポートσスクの見学にདྷ

てくͩさり、ϫークシϣップでの出会いがண実に׆かされてい

ることを実ײしました。このつながりがདྷ年度Ҏ߱の׆ಈにも

。いますࢥかされればと׆

　2014 年度は、-A がओ体的にاը・ӡӦを行なうʮ-Aηϛ

ナーʯを新たに実施しました。これは、図書館が実施する講習会

や日ࠒの相ஊରԠから更に౿みࠐんͩ༰の学習ࢧԉを行な

うものです。

　तۀをऴえた学生がࢀ加できるよう6ݶऴྃޙの時ؒに開

、しました。また、ラーニング・スクΤアの利用ଅ進を図るたΊ࠵

ॳΊて学生αポートσスクۙのオープンな学習スϖースで行

いました。׳習的に੩かにわれることがଟいϑϩアのたΊ、ద

ਖ਼なԻྔかどうかのূݕも行いました。֤ ηϛナーにはいずれ

も60 ʙ 70໊のࢀ加が͋り、会はຬ੮となりました。出入

りがࣗ༝なۭؒで、ܰؾにཱちدれるงғؾは、ࢀ加者が増え

た一Ҽで͋るとࢥわれます。　

加者のをؚΊ全体をৼりฦると、ラーニング・スクΤアࢀ　

のコンηプトʮ学生ಉ࢜がܰؾにूい、学ͼ、ڭえ߹う学ͼのۭ

ؒʯを実ફできたྑいػ会となり、֓ ねޭで͋ったとݴえるで

しΐう。実施ޙには、ಉϑϩアをってतۀのՌൃදを行い

たいというਃし出が͋るなど、新たな響が͋りました。ޙࠓ更

なるੑ׆Խにつながることをظしています。

　この΄か、昨年度実施されධͩったプϨθンテーシϣンη

ϛナーは、ࠓ年度-Aを講ࢣとして実施し、ա࠷ڈଟのࢀ加者数

101໊をه録しました。

˙จݙཧ͠φイトʂʖӃੜのʠࣗྲྀʡ͔ Β୳ΔςΫχοΫ

-" ଠɾۚ ᘪᚸܒ ཛྷेޒ

　文献ཧはޮよくڀݚを進ΊるうえでඞཁなスΩルの一つ

といえます。しかし、文献ཧと一ޱにݴっても、その方法はଟ

しにります。本ηϛナーは、文献ཧにؔするใをަذ

1�2014ϥーχンάɾアドόイβーʢ-"ʣͷ׆ಈ ߹い、ࣗ 分ྲྀの文献ཧ法を୳るػ会を提供するたΊに開࠵さ

れました。

　ηϛナーでは、まず、4 ໊の-A がこれまでの大学Ӄ生׆のத

でഓってきた文献ཧのϊϋをհしました。それͧれが

まったくҟなる文献ཧ法を実ફしており、ࣗ 分ྲྀの文献ཧ

ज़を୳るうえで、たくさんのώントがಘられる༰になっていた

とࢥいます。ྫ えば、A4 の෧をってΧテΰリー͝とに分け

てཧする方法、ReG8oSLTや&WeSOoUe、SuHaSSZOcといっ

た8eCαーϏスを׆用した方法、リαーν・クΤスνϣン整ཧ

දを用い文献༰にযをてた整ཧ方法、1D' のϑΝイル

໊に文のΩーϫードを入れる方法などがհされました。

　そのࢀ、ޙ加者とのσΟスΧッシϣンが行われました。ಛに

8eCα ー Ϗ ス を 利 用 し た 文 献  ཧ に   が ू த し、

ReG8oSLTの  い 方 に ؔ する ٞ  をしたり、ࢀ 加 者 か ら

.eOdeleZのհが͋ったりと、ൃ׆なҙ見ަがなされまし

た。σΟスΧッシϣンの時ؒが20 分とݶられていたことも͋

り、ηϛナーऴྃޙにもࢀ加者から࣭や͝ҙ見をいたͩきま

した。こうしたࢀ加者のԠを見ると、ࣗ 分ྲྀの文献ཧज़を

୳るػ会を提供するという本اըの目的がे分にୡできて

いたとࢥいます。

˙ࣾձՊֶܥӃੜʹΑΔྔతɾ࣭తڀݚ๏ビΪφーߨशձ

-"ۚҪ խਔɾࡔҪ ر࠼

　本ηϛナーは、これからଔڀݚۀに取り組む学܈ 3 年生や、

修࢜文に向けてڀݚをまとΊていく修࢜（ത࢜前ظ）՝程1年

生をରとして定し、2回に分けて開࠵されました。前ड़の

ʮ文献ཧしナイトʂʯのようなσΟスΧッシϣンࣜܗではなく、

-A が講ࢣをΊるηϛナーࣜܗにॳΊてઓしました。

　༰については、-Aが5月にൃҊしてҎདྷ1月の本൪まで時

ؒをかけてし߹いが行われ、ླཱྀ 学生向けの日本ޠ講࠲や、学

ྨ1年生向けのϨポートライテΟング講࠲といった様々なアイ

σアのதから、ྔ 的・࣭的ڀݚ法ηϛナーにܾまりました。講ࢣ

୲の2໊でプϨθン資料を࡞ったޙ、-Aと৬һでҙ見を出

し߹うػ会をઃけました。そので༰のしさやઆ໌の方

について学生目ઢのҙ見がଟく出されたことは、ηϛナーを目

的にԊったϏΪナー向けのものにする上でඇৗに༗ӹでした。

　本ηϛナーは、֤ している、いڀݚってにࡍख法を実ڀݚ

わばʮϢーザーʯで͋る大学Ӄ生（-A）が、ڀݚを進Ίていく上で

っておいて΄しいج本的なҙをえるというझࢫで行

われました。ʮୈ一෦ ྔ的ڀݚのいΖはʯでは、ۚ Ҫが、ྔ 的ख

法を用いるڀݚにおけるҙとしてᶃ調ࠪථ࡞りのج本的

ҙ、ᶄ統計をうときのҙ、の2をしました。ʮୈ

ೋ෦ ࣭的ڀݚのいΖはʯでは、ࡔҪが、ᶃ࣭的ڀݚではԿを໌

らかにするのか、ᶄインタϏューのج本的ҙ、ᶅインタ

Ϗューでؕりやすい、の3についてしました。

的なことをૅج加者アンέートでは、ʮ分かりやすかったʯʮࢀ　

れてたΊになったʯʮにཱったʯʮஸ度ྑい開࠵時ؒͩったʯ

といったҙ見がଟく、֓ ねຬしていたͩけたようです。しか

し、少数では͋りましたがʮޙΖの方はがฉき取りͮらかったʯ

ʮصきのҜ子がよかったʯʮもうちΐっとಥっࠐんͩ༰もฉ

きたかったʯʮय़日Τリアからͩと開始時ؒがૣいʯなど、本ηϛ

ナーのࢸらなかったについての͝ࢦఠも͋りました。また、ୈ

ೋ෦について、ϏΪナー向けとするたΊえて৮れなかった分

析についても、またผのػ会にηϛナーを開࠵して΄しいとい

うཁも͋りました。྆ ηϛナーのアンέート݁Ռを౿まえる

と、ޙࠓこのようなझࢫのηϛナーを行うࡍには、ʮॳڃฤ・த

͋、ฤ・Ԡ用ฤʯなどのϨϕルผڃ るいは学ྖҬผにηϛナー

を開くなどの改ળを行うと、より一ࢀ加者のニーζにԠえる

ことができそうです。

　-Aൃから3 年目となり、2014 年度は׆ಈをৼりฦるઅ

目となりました。利用者のリアルなをるたΊ、相ஊ者にରす

るຬ度調ࠪを開始しました。また、࣭ のอূやϊϋの共༗

といった-Aࣗのҙࣝがߴまり、ライテΟングࢧԉྗの

ఈ上͛を目ࢦした-A ษڧ会が行われました。ϩールプϨイン

グを行い、ಘられた܇ڭを࣍年度Ҏ߱の-Aにཱつようʮラ

イテΟングࢧԉの10かʯにまとΊました。

　月ྫϛーテΟングでは、-A がओ体的にاը・実施する前年

度からのงғؾが定ணし、前ड़のようなՌにܨがりました。

1SJTNでެ開した֤イϕントのμイジΣストは、学生ࢽใ

のใ提供にཹまらず、-AのՌのੵとなり、ޙࠓの-Aの

。されますظಈのがかりになることが׆

　これまでੵみॏねてきたϊϋや෩を継ঝしつつ新しい

ըにもઓできるよう、引き続き-Aと৬һが一ؙとなってا

取り組んでいきたいとࢥいます。

（ֶशࢧԉਪਐ8(ؠ�ຊ　༔ɺদ　বɺଜඌ　ਅ༝ࢠ）

（2014年度ͷಛతͳ׆ಈ・ۀࣄ）
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　ฏ２̑年度施ઃ整備実施事ۀにより、医学図書館およͼྟ

চ講ٛࣨ౩の耐震改修工事がೝΊられ、医学図書館のリニュー

アルに向けてのݕ౼を開始しました。2013年３月から医学医

ԉࣨ、施ઃ෦、ෟଐ図書館৬һなどࢧһ、医学医ྍΤリアڭܥྍ

による定ྫの工事ଧち߹わͤが開始されましたが、リニューア

ルの࠷大のポイントで͋る館Ϩイアトの見直しについて

は、ผ్、医学医ྍڭܥһとのଧち߹わͤを行い、ݹい資料のผ

置、全学計ػࢉαテライトの移ಈ、講習会を行う෦のઃ置な

どのج本方をݻΊて行きました。また、工事にかかる̕ϲ月

のؒは、ෟଐපӃ̚چ౩の̒֊ϑϩア全体をԾઃ図書ࣨとする

ことがܾまりました。

　工事ରԠで、一൪時ؒと࿑ྗが費やされたのは医学図書館

の全資料とॄثの移స計ըです。リニューアルޙの資料配置

とԾઃ図書ࣨで利用する資料の分け、移ૹおよͼอの準

備を、移సݶظとされている2013年̕月に向けて行わなく

てはならないというタイトなスέジュールでした。さらに、ॄ ث

の移సおよͼอ、また、Ծઃ図書ࣨの移సにうさま͟ま

な図書館αーϏスの変更ઃ定やใも行うඞཁが͋り、実施す

べき事項はଟذにりましたが、ෟଐ図書館৬һ全体のྗڠを

ಘて行することができました。

　医学۠の΄かのݐも工事を実施しているத、ෟଐපӃ̚

౩̒֊の１ϑϩア̒００ᶷ全体をԾઃ図書ࣨにׂりてて

けたのはいでしたが、医学図書館の全資料を配置することは

できないたΊ、医学医ྍܥのڭһと相ஊの上、利用のଟいޢ

図書、およͼ２図書と、２００８年Ҏ߱受け入れた医学ؔؔ

００３年Ҏ߱ץ行されたࢽࡶを配Սし、利用に供することに

なりました。ݩখࣇප౩のපࣨͩったたΊ、࿓Լを挟んでখ෦

が͋るという࡞りでしたが、図書館資料、Ӿཡص、̥ ̘、事ス

ϖースなど、やりくりしてなんとか配置することができました。

もྑく、ニーζにԠじڥ上֊ということで、Ӿཡスϖースの࠷

た資料をબんͩこと、また、全学計̘̥ػࢉも２４࣋ちࠐΊた

ことで、ෆຬのも比ֱ的少なくӡ用することができました。医

学ؔのコアな༸ࢽࡶは΄とんど電子ジャーナルで利用がで

きること、学生にରしては、อதのたΊ利用ができない資料

の取りͤدແঈԽαーϏスを実施したことも、比ֱ的ෆࣗ༝を

かけることなく工事ؒظをա͝すことができたཁҼͩったかと

。いますࢥ

　館Ϩイアトの見直しについては、Ӿཡصの大෦分をΊてい

た、ϑラットな４人または̒人ֻけのタイプではなく、Մなݶり

りの͋るصに入れସえたいということと、ڱくてやや҉いイϝー

ジͩった１֊Ӿཡࣨを、Ώったりとした໌るいۭؒに変えたい、とい

う目ඪに向けて計ըをཱてて行きました。いϝインΧンターと

がڧ購入することができ、མちணいてษنを新̑صりの͋る

できる１֊ೆ૭ࡍۙにはりの͋るصや１人用ΩャϨル、人の

出入りがଟい֊ஈۙくには、ै དྷのϑラットなصを配することによ

り、グループ利用とݸ人利用のκーニングを図りました。２֊のෆ用

となったࢽࡶՍをఫڈし、೦ͩئった講習会を行うことができるコ

ϛュニέーシϣンルームの新ઃもࠓ回の目ۄとなっています。ॄ ث

ྨについては、他のઐ図書館やスターバックスからりの͋る

考図書書Ս、ΧϑΣ෩のテーブルをそれͧれৡり受けてࢀ、１０ص

配置するなど、࠶利用のを׆用することで経費減も৺がけま

した。入館ήートを入ってす͙目につくਧきൈけۙには、改修工事

の一として、学生がんでいるݸ人੮を増やͤるということで、

Χンター෩の࡞りけ࠲੮を新たにઃ置することになりました。

　２０１̑ 年８月̒日、ちにったリニューアルオープンの日

をܴえました。日はಛにηϨϞニーは行わなかったのですが、

オープンه೦として、図書館グッζのΤコバッグにリニューアル

の医学図書館の配置図を入れて、入館したઌண̑０໊の方にޙ

配しました。２֊のΧンター෩࠲੮（ϖージ上の写ਅ）は

ॳから人ؾで、ܰؾに࠲ってษڧできるΧϑΣスタンドのよう

なงғؾがؾに入ってもらえたようです。それҎ֎では、１、２

֊それͧれりの͋るصが人ؾですが、ࢥどおり、1֊֊

ஈそばのϑラットなصはグループで学習する学生が利用してい

るのをよく見かけます。また、かなり分ࢄしていたࢽࡶをྗۃま

とΊて配置したこと、受入開始から１０年分、۩体的には１̕ ８̒

年Ҏ前に受け入れた医学ؔ図書を開Սࣜอଘ書ݿにผ置し

たことにより、́ かの分に比べて比ֱ的新しい資料をٻΊる

医学ؔ利用者にとって利用がしқくなったかとࢥいます。

が整ったとこΖで、講習会等の目的のたΊ新ઃڥ、はޙࠓ　

した、ύιコンとプϩジΣクターを備えたコϛュニέーシϣン

ルームの一の׆用と、医学図書館ならではの学習ࢧԉ׆ಈの

展開を۩体Խして行く༧定です。

（ओઐ৬һ（ҩֶ図書館）　ล　խࢠ）

（2014年度ͷಛతͳ׆ಈ・ۀࣄ）

��ϨイΞトܭը

��リχϡーΞルΦーϓϯ

�� Ծઃ図書ࣨͰの利用ఏڙ

�� 資料͓Αͼॄثの移సܭը

վमޙͷҩֶ図書館

2�ҩ学図書ؗϦχューアルΦーϓン

�� վमܾࢪ࣮ࣄఆ͔Β
 　リχϡーΞルํのܾఆ·Ͱ

Ծઃਤॻࣨ෩ܠ

ҩֶਤॻؗԾઃਤॻࣨࢿ�ྉஔਤ
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　ෟଐ図書館では、2012年度からதԝ図書館の開館時ؒԆ

のࢼ行をஈ֊的に実施しています。ࠓ年度はतؒظۀதの開館時

ؒԆについてਖ਼ࣜӡ用を開始、ۀٳதについてもؒظを通じて

開館時ؒԆのࢼ行を֦ॆしました。

　昨年度は、一෦のظۀٳ （ؒ9月、2月）のみ、ฏ日 （ؒ17�00

ด館ˠ20�00ด館）、日ॕ日（ऴ日ด館ˠ10�00�18�00開館）

の開館Ԇを実施しましたが、ࠓ年度はؒظۀٳதも通しでԆす

るとともに、日ॕ日の開館時ؒも֦ு（9�00�18�00）しました。

　この背景には、昨年度実施した利用者アンέートやインタϏュー

調ࠪにおいて、日ॕ日の開館時ؒの前しとؒظۀٳதの開館

時ؒԆの֦ॆをرするҙ見がଟかったということが͋ります。

　本ࣥߘච時では、य़ۀٳقதの݁Ռがまͩ໌していまͤん

が、Նۀٳقதの比ֱでは、昨年度と比ֱして、ࠓ年度は入館者数

が5,800 （໊17ˋ）増となり、ۀٳதの利用についても一定の

ニーζが͋ることが利用実からもӐえます。

　तؒظۀதの開館時ؒԆのਖ਼ࣜӡ用にい、貸出時ؒやݸڀݚ

ࣨ・ηϛナーࣨのઃ備利用時ؒもそれͧれԆしました。とくにઃ備

利用にؔしては、ฏ日22�00Ҏ߱も利用できるようになったことか

ら、利用件数は昨年度よりも1,988件（15.3�）増加しています。

　2015年1月26日ʙ 2月16日のؒ、தԝ図書館དྷ館者をର

としてʮラーニング・スクΤアの利用及ͼ開館時ؒԆにؔす

るアンέート調ࠪʯを実施しました。

　ू計݁Ռのུ֓は࣍のとおりです。

回者数ɿ68໊

図書館の利用時ؒɿ55�がʮ増えたʯ、38�がʮ変Խなしʯ

ฏۉ的な図書館の利用時 （ؒ上Ґ）ɿ１）２ʙ３時ؒ、２）３０分ʙ１時

　ؒ、３）１時ؒʙ２時ؒ、４）３時ؒҎ上（۩体的には̑ ʙ̓ 時ؒがଟ数）

तؒظۀの開館時ؒԆのධՁɿ75ˋがʮదʯ、19ˋがʮさ

　らにԆがඞཁʯ

ؒظۀٳの開館時ؒԆのධՁɿ66ˋがʮదʯ、29ˋがʮさ

　らにԆがඞཁʯ

貸出時ؒやઃ備利用のԆのධՁɿ91ˋがʮదʯ

　Ҏ上のことから、तؒظۀதのニーζは΄΅ຬたしているとࢥ

われますが、ฏ日のே（１ݶ前）や日ॕ日・ؒظۀٳの開館時ؒ

のѻいが՝となります。一方で開館時ؒԆにい、図書館

ཧ費のࢧ出も増加していますので、さらなる開館時ؒԆについ

ては、費用ରޮՌも考ྀの上で、ݕ౼するඞཁが͋ります。

　3年ؒのࢼ行を通じて、தԝ図書館の利用実が向上し、利用者か

らのධՁもߴく、学生の学習時ؒの֬อ・増加をଅ進するたΊに開

館時ؒのԆが༗ޮで͋ることを示すことができました（ࢀ考までに

３年ؒの開館日数・時ؒ及ͼ入館者数の推移をҎԼに示します）。

　2015年度からは、तؒظۀٳ・ؒظۀともにԼදのαーϏス

時ؒにてਖ਼ࣜӡ用を行います。引き続き、օ様の図書館の利用を

おちしています。

（ใサービス՝長　ࡉ　ೋ）

3�தԝ図書ؗ։ؗؒ࣌ͷԆʢߦࢼʣ 4�͡Ίͯͷ学ੜબ書πアー

　学生બ書ツアーとは、学生が直書ళに出向いて図書館に置き

たい本をબͿイϕントです。

　ෟଐ図書館では、学生のニーζをөし図書館資料の利用ଅ進

を図るたΊ、2014年度にॳΊて学生બ書ツアーを開࠵しました。

　ॳΊてのツアーは、2014年7月9日（水）に༑๎ಊ書ళࡩళにお

いて行いました。ࢀ加者は学܈生をରとして事前にืूし、日

は7໊のࢀ加が͋りました。ཧܥから文ܥまでさま͟まな学ྨから

たれたこ࣋いからؔ৺を加が͋り、உঁ比も΄΅半々と、幅ࢀ

とがӐえます。બ定する図書のج準は、大学生の学習・ڭཆにཱ

つ図書や、ଟくの学生に利用してཉしい図書とし、ࠓ回は学生の

ニーζをѲしたいという໘も͋り、通ৗのબ定では購入していな

かったখઆやޠ学ࡐڭ、ब৬ؔ࿈図書もબ定できることとしました。

　1人たり冊数は10冊まで、ۚ ֹは計3万ԁまでબ定できるこ

ととしました。

　日は書ళにू߹し、؆単なઆ໌のޙにબ定を開始しました。書

ళでは事前に準備してきたリストを見ながら本を୳す人、スϚー

トϑΥンで図書館のॴ蔵を֬ೝする人、৻ॏに༰をಡみࠐむ人

と様々で、それͧれਅにબ書に取り組んでいました。

　બ書ޙはళのスϖースで、おનΊの図書についてհする1O1

の࡞も行い、こちらも৺に取り組んでもらうことができました。

　બばれた図書はそれͧれのڵຯؔ৺をөしてバラΤテΟに

んͩ༰となりました。全体にྑ࣭な入書がଟく、ܰ い༰のも

のは༧より少ないҹでした。બ定図書はطに図書館にॴ蔵し

ているものをআき、計39冊を購入しました。

　બ定された図書は、7月24日（）ʙ8月8日（ۚ）に、தԝ図書

館2֊ϝインΧンター前で展示しました。

　学܈学生の目ઢでબばれた図書を、બ定者࡞の1O1と共に

հしました。Նٳみ直前のいؒظでは͋りましたが、展示2日

目までに半数Ҏ上が借りられるなど、貸出も順調でした。

加者をରに実施したアンέートでは、図書館資料のཁࢀ　

として、খઆやޠ学・ब৬ؔ࿈の実用書等のرが複数見られま

した。また、ラーニング・スクΤアのいউखなど、図書館について

のさま͟まなҙ見をฉくこともできました。

　બ書ツアーについては、全てのࢀ加者からまたࢀ加したいとの

回が͋りました。　

　ෟଐ図書館としても、学生のニーζをѲするとして、ޙࠓも

引き続き開࠵していきたいと考えています。

（બ書担当長　ߴౡ　ܙඒࢠ）

（2014年度ͷಛతͳ׆ಈ・ۀࣄ）

�� ͡Ίʹ

�� ߦࢼதのԆۀٳ �� ਖ਼ࣜӡ用の։࢝

�� ֶੜબ書πΞーの֓ཁ

�� ିग़ɾઃඋ利用ؒ࣌のԆ

�� Ξϯέートௐࠪ
�� లࣔ

�� Ξϯέート͔Β
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　この背景には、昨年度実施した利用者アンέートやインタϏュー

調ࠪにおいて、日ॕ日の開館時ؒの前しとؒظۀٳதの開館

時ؒԆの֦ॆをرするҙ見がଟかったということが͋ります。

　本ࣥߘච時では、य़ۀٳقதの݁Ռがまͩ໌していまͤん

が、Նۀٳقதの比ֱでは、昨年度と比ֱして、ࠓ年度は入館者数

が5,800 （໊17ˋ）増となり、ۀٳதの利用についても一定の

ニーζが͋ることが利用実からもӐえます。

　तؒظۀதの開館時ؒԆのਖ਼ࣜӡ用にい、貸出時ؒやݸڀݚ

ࣨ・ηϛナーࣨのઃ備利用時ؒもそれͧれԆしました。とくにઃ備

利用にؔしては、ฏ日22�00Ҏ߱も利用できるようになったことか

ら、利用件数は昨年度よりも1,988件（15.3�）増加しています。

　2015年1月26日ʙ 2月16日のؒ、தԝ図書館དྷ館者をର

としてʮラーニング・スクΤアの利用及ͼ開館時ؒԆにؔす

るアンέート調ࠪʯを実施しました。

　ू計݁Ռのུ֓は࣍のとおりです。

回者数ɿ68໊

図書館の利用時ؒɿ55�がʮ増えたʯ、38�がʮ変Խなしʯ

ฏۉ的な図書館の利用時 （ؒ上Ґ）ɿ１）２ʙ３時ؒ、２）３０分ʙ１時

　ؒ、３）１時ؒʙ２時ؒ、４）３時ؒҎ上（۩体的には̑ ʙ̓ 時ؒがଟ数）

तؒظۀの開館時ؒԆのධՁɿ75ˋがʮదʯ、19ˋがʮさ

　らにԆがඞཁʯ

ؒظۀٳの開館時ؒԆのධՁɿ66ˋがʮదʯ、29ˋがʮさ

　らにԆがඞཁʯ

貸出時ؒやઃ備利用のԆのධՁɿ91ˋがʮదʯ

　Ҏ上のことから、तؒظۀதのニーζは΄΅ຬたしているとࢥ

われますが、ฏ日のே（１ݶ前）や日ॕ日・ؒظۀٳの開館時ؒ

のѻいが՝となります。一方で開館時ؒԆにい、図書館

ཧ費のࢧ出も増加していますので、さらなる開館時ؒԆについ

ては、費用ରޮՌも考ྀの上で、ݕ౼するඞཁが͋ります。

　3年ؒのࢼ行を通じて、தԝ図書館の利用実が向上し、利用者か

らのධՁもߴく、学生の学習時ؒの֬อ・増加をଅ進するたΊに開

館時ؒのԆが༗ޮで͋ることを示すことができました（ࢀ考までに

３年ؒの開館日数・時ؒ及ͼ入館者数の推移をҎԼに示します）。

　2015年度からは、तؒظۀٳ・ؒظۀともにԼදのαーϏス

時ؒにてਖ਼ࣜӡ用を行います。引き続き、օ様の図書館の利用を

おちしています。

（ใサービス՝長　ࡉ　ೋ）

3�தԝ図書ؗ։ؗؒ࣌ͷԆʢߦࢼʣ 4�͡Ίͯͷ学ੜબ書πアー

　学生બ書ツアーとは、学生が直書ళに出向いて図書館に置き

たい本をબͿイϕントです。

　ෟଐ図書館では、学生のニーζをөし図書館資料の利用ଅ進

を図るたΊ、2014年度にॳΊて学生બ書ツアーを開࠵しました。

　ॳΊてのツアーは、2014年7月9日（水）に༑๎ಊ書ళࡩళにお

いて行いました。ࢀ加者は学܈生をରとして事前にืूし、日

は7໊のࢀ加が͋りました。ཧܥから文ܥまでさま͟まな学ྨから

たれたこ࣋いからؔ৺を加が͋り、உঁ比も΄΅半々と、幅ࢀ

とがӐえます。બ定する図書のج準は、大学生の学習・ڭཆにཱ

つ図書や、ଟくの学生に利用してཉしい図書とし、ࠓ回は学生の

ニーζをѲしたいという໘も͋り、通ৗのબ定では購入していな

かったখઆやޠ学ࡐڭ、ब৬ؔ࿈図書もબ定できることとしました。

　1人たり冊数は10冊まで、ۚ ֹは計3万ԁまでબ定できるこ

ととしました。

　日は書ళにू߹し、؆単なઆ໌のޙにબ定を開始しました。書

ళでは事前に準備してきたリストを見ながら本を୳す人、スϚー

トϑΥンで図書館のॴ蔵を֬ೝする人、৻ॏに༰をಡみࠐむ人

と様々で、それͧれਅにબ書に取り組んでいました。

　બ書ޙはళのスϖースで、おનΊの図書についてհする1O1

の࡞も行い、こちらも৺に取り組んでもらうことができました。

　બばれた図書はそれͧれのڵຯؔ৺をөしてバラΤテΟに

んͩ༰となりました。全体にྑ࣭な入書がଟく、ܰ い༰のも

のは༧より少ないҹでした。બ定図書はطに図書館にॴ蔵し

ているものをআき、計39冊を購入しました。

　બ定された図書は、7月24日（）ʙ8月8日（ۚ）に、தԝ図書

館2֊ϝインΧンター前で展示しました。

　学܈学生の目ઢでબばれた図書を、બ定者࡞の1O1と共に

հしました。Նٳみ直前のいؒظでは͋りましたが、展示2日

目までに半数Ҏ上が借りられるなど、貸出も順調でした。

加者をରに実施したアンέートでは、図書館資料のཁࢀ　

として、খઆやޠ学・ब৬ؔ࿈の実用書等のرが複数見られま

した。また、ラーニング・スクΤアのいউखなど、図書館について

のさま͟まなҙ見をฉくこともできました。

　બ書ツアーについては、全てのࢀ加者からまたࢀ加したいとの

回が͋りました。　

　ෟଐ図書館としても、学生のニーζをѲするとして、ޙࠓも

引き続き開࠵していきたいと考えています。

（બ書担当長　ߴౡ　ܙඒࢠ）

（2014年度ͷಛతͳ׆ಈ・ۀࣄ）
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　体ҭ・ܳ ज़図書館では、ࠓ年度新たなࢼみとして、 2֊ϝインΧン

ター前に展示Τリアをઃけ、ܳ ज़分のاը展を6回開࠵しました。

　ୈ1߸となったのが、ʮh ΰブリンത࢜のපӃΰブリン アɦーΧイ

ブ展（6�24�8�31）ʯです。これは、アーテΟストのখத大さん

（ܳज़ڀݚܥһ）が、ஜ大学ෟଐපӃで行ったアート׆ಈのه録

をհしたものです。පӃのさま͟まなϞϊをٖ人Խしてখさ

な人ܗ（ΰブリン）を࡞するプϩジΣクトで、ύωルには࡞の写

ਅやใࠂ書、นըが配置されました。ϚスΩングテープをい、ラ

イブϖインテΟングのかたちでඳかれたΰブリンୡのนըは、ଟく

のདྷ館者の目をָしまͤてくれました。8月の大学આ໌会では、前

年度の5ഒの図書館見学者をूΊ、本学のଔۀ生の׆ಈをհ

するاըとして受ݧ生にとっても、ྑ いܹとなったようです。

　͋とに続く3つの写ਅ展は、ܳ ज़ઐ学ߏ܈ઐ߈の学生さんに

よるݸ展です。ʮ時に༳れる（10�1�10�21）ʯは、時ؒ࿐ޫという

ࡱがるனとの景を影ٕ法を用いて、ա͗ていく時ؒのதにࡱ

影したものです。ʮI8A.I;A8A（10�30�11�19）ʯは、ւಓの

いՆのऴわりのऐしさやんۭͩײؾをද現したもの、ʮ&S5O�

/IAʖよりೆ、東よりʖ（11�28�12�18）ʯは、ླཱྀ 学生の࡞で

影したもࡱのΤストニア・ϑΟンランド・ラトϰΟアの෩景や人をࠃ

のです。これらの࡞が࡞り出す֮ࢹにૌえるۭؒは、དྷ館者の

ྗをҭて、書Սや1CがฒͿ大学図書館というແ࣭ػなॴを、

໌るく安ら͗やしみの͋るۭؒと変えてくれました。

 

　1月に開࠵したʮ新य़書コース展h 出ʟ15 ʯɦ（1�5�1�30）ʯ

は、ࠓय़ଔۀ༧定のܳज़ઐ学4܈年生10໊によるॳのグルー

プ展でした。ࣈ、Ծ໊、調体と֤ジャンルにわたる࡞は、ਗ਼新

な年の始Ίを࠼りました。

　そのޙ、ܳ ज़ܳܥज़ࢧԉᴡ౻ହՅࣨڀݚによるʮピリϰΟ写ਅ

展ʖられ͟る19ੈلϑランス༸৯ثのඒʖ（2�2�3�30）ʯを開

にظ࣏で໌߳ࡊچる料࢙͋のྺݝޱࢁ、しました。これは࠵

ॏなϑランو半にされたޙل用されていたもので、19ੈ

ス、ピリϰΟࣾの৯ثを写ਅύωルでհしたものです。この展示

では、߳ࡊの༸৯のྺ࢙や時のϝニュー、ྺ ओ人について

のઆ໌ύωルと共に、現ࡏはࢢຽަྲྀ施ઃとなっているʮࢢޱࢁ

。ʯのಈըもհしました߳ࡊ

　これらのاը展では、৬һが体ҭ・ܳ ज़図書館の蔵書のதから、

それͧれのテーϚに߹った図書をબͼ、貸出Մなؔ࿈図書コー

ナーを࡞りました。

　図書館という学習のでの展示は、学のܳज़׆ಈを日ৗ的に

実ײできるとしてとてもޮՌ的です。ؔ ࿈する図書を展示する

ことで、࡞にରするڵຯやཧղもਂまります。

　体ҭ・ܳ ज़図書館は、ஜ大学のಛ৭のͻとつで͋る体ҭ・ܳ ज़

分のڭҭڀݚをαポートする図書館として、ޙࠓもڭ৬һや学

生とのؔわりをີにし、大学による文Խܳज़׆ಈをࢧԉし、Ίて

いきたいと考えています。

（ओઐ৬һ（ମҭɾܳज़図書館）　தଜ　༸ࢠ）

5�体ܳ図書ؗʹ͓͚Δలࣔ 6�ฏ26�ஜେ学ෟଐ図書ؗاըలʮ図書ؗΛඈͼ出ͨ͠書ͨͪʯ
　2014年度は、ஜ大学ෟଐ図書館のओ࠵によるاը展ʮ図書

館をඈͼ出した書たちʯを、10月20日（月）から11月21日

（ۚ）までதԝ図書館وॏ書展示ࣨで開࠵しました。

、ըされاը展は、ෟଐ図書館৬һのൃҊによってا年度のࠓ　

ෟଐ図書館৬һ9໊のϫーΩンググループが、ڀݚ開ൃࣨのプϩ

ジΣクトを୲する人文ࣾ会ܥ୩ޱհઌ生とࢁᖒ学ઌ生のࢦ

導・ॿݴをಘて実施に͋たる体੍となりました。

用でした。ஜ大学ෟଐ図書館がॴ蔵す׆回のテーϚは資料のࠓ　

るوॏな資料は、དྷ館して直Ӿཡ利用する΄かに、本文のテΩスト

や図൛を出൛にࡌܝしたり、テϨϏ൪組や8eCϖージでのը૾利用

がなされています。ࠓ回のاը展では、こうした利用方法にண目し、ա

われた資料、ಛ৭͋る資料をબ定し、それがの利用実から、よくڈ

用の׆ॏな資料のو、された出൛等と͋わͤて展示することでࡌܝ

状況を͝ཡいたͩくこととしたものです。ʮ図書館をඈͼ出したʯとい

うタイトルもこうした׆用の方をしたものとなっています。

本を館でݪ、から؍用という׆ը展では、資料のا回のࠓ　

ॴ蔵していないがڭҭ・ڀݚ上ॏཁな複本・ϨプリΧも展示しま

した。ྫ えば、グーテンϕルク42行書の展示では、そのྵ༿（書

の一෦分）を展示するとともに、時のஸやҹを࠶現した複

本を展示し、全体૾もซͤて見ていたͩけるようにしました。

　また、11月9日に開࠵した୩ޱઌ生による講ԋ会では、複本

の用い方をテーϚとして、ࠓ回展示したࠤ日هやປ子などの

複本をࡐにしておをいたͩきました。

　これまでのಛผ展・اը展は、資料の༰とテーϚがີに݁ͼ

ついたものでしたが、ࠓ回は資料の利用というଆ໘からのアプ

ϩーνとなり、バラΤテΟにんͩ資料を展示することとなりまし

たߴ。 生から一ൠの方までをରとした、ॴ蔵資料のެ開というߍ

໘がڧい展ཡ会となり、ؒظதのདྷ者は1,836໊となりました。

　ୈ１෦ʮいつかどこかで見た書ʯでは、ࠓݹՎूやࠤ日ه、ປ

子などのݹయからՆ目ᕸੴのっちΌんまで、ڭՊ書やࢽࡶなどで

ͩれもが目にしたことの͋る資料のݪ本や複本を展示しました。

　ୈ２෦ʮおきのݹయ੶ʯでは、館ॴ蔵本が新ฤ日本ݹయ文

学全 （ूখ学館）のఈ本として࠾用された新ࠓݹՎूや館の

ॴ蔵からࠁ本が出൛されているণฏࡔ学ॴ日هなど、ଟくの

、用され、その学ज़的なՁをೝΊられた資料を׆者によってڀݚ

それにʮおきʯを༩えたڀݚ書・ࠁ本とともに展示しました。

　ୈ３෦ʮϝσΟアにඈͼ出した書ʯでは、テϨϏ์өや分冊ץ行

のࢽࡶのࡌܝなど、さま͟まなϝσΟアで利用されるようになっ

た資料を展示しました。ށߐֆ図やᲥֆ、ڭҭۋֆなどଟ৭り

の資料は、館で電子Խެ開しているΧラーը૾の利用によるも

ので、ۙ 年利用が増加しています。

　学Ԃؒظࡇதの11月2日には、ࢁᖒઌ生によるΪャラリートー

クを行 いました。講 ԋ 会とΪャラリートークはそ の ө ૾を

:ou5uCeでެ開しています。

、展示࡞ը展では、展示資料のબ定、資料のղઆのا回のࠓ　

Օॴのࢦ定などを΄΅৬һが行っています。ղઆを書くのがॳΊ

てという৬һもଟく、وॏな経ݧとなりました。その݁Ռは図録で

見ていたͩくことができます。また、৬һのσザインによるポス

ターやちらしの΄か、ೆ ૯ཬ見ീݘのදࢴ等をϞνーϑにσザ

インした7छྨのᐼを࡞し、貸出図書と一ॹに配する等の

ใを行いධをಘることができました。

ॏ資料のެ開を進Ίていきたوもޙࠓを生かしてݧ回の経ࠓ　

いとࢥいます。

電子展示ʮ図書館をඈͼ出した書たちʯ

6R-�IUUp���XXX.UulJpT.UTuLuCa.ac.Kp�eYIJCJUJoO�2014TIoNoUTu�JOdeY.IUNl

（ຊ　३Ұࢁ　ըల8(ओࠪا）

（2014年度ͷಛతͳ׆ಈ・ۀࣄ） 平成26年度اըలʮ図書館Λඈͼ出ͨ͠ 書ͨͪ ʯ

ʮΰϒϦϯത࢜のපӃΰϒϦϯʯΞʔΧΠϒలʢॿɿจԽிฏ2�年度ʮదԠ的
ΤΩεύʔτʯͱしͯ のΞʔτϚωδϝϯτਓࡐのҭʣ

ʮ࣌に༳Εるʯࣸ ਅలより ʮ*8".*;"8"ʯࣸ ਅలよりʮ&450/*"ʯࣸ ਅలより

৽य़ॻίʔεలʮग़ʟ��ʯ

ཡதのӬాֶ؍

ճしたᐼࠓ

ʮϐϦϰΟࣸ ਅలʖΒΕ͟ る�9ੈلϑϥϯε༸৯ثのඒʯよりʢॿɿจԽி�ฏ
2�年度ʮదԠ的ΤΩεύʔτʯͱしͯ のΞʔτϚωδϝϯτਓࡐのҭʣ
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のདྷ館者の目をָしまͤてくれました。8月の大学આ໌会では、前

年度の5ഒの図書館見学者をूΊ、本学のଔۀ生の׆ಈをհ

するاըとして受ݧ生にとっても、ྑ いܹとなったようです。

　͋とに続く3つの写ਅ展は、ܳ ज़ઐ学ߏ܈ઐ߈の学生さんに

よるݸ展です。ʮ時に༳れる（10�1�10�21）ʯは、時ؒ࿐ޫという

ࡱがるனとの景を影ٕ法を用いて、ա͗ていく時ؒのதにࡱ

影したものです。ʮI8A.I;A8A（10�30�11�19）ʯは、ւಓの

いՆのऴわりのऐしさやんۭͩײؾをද現したもの、ʮ&S5O�

/IAʖよりೆ、東よりʖ（11�28�12�18）ʯは、ླཱྀ 学生の࡞で

影したもࡱのΤストニア・ϑΟンランド・ラトϰΟアの෩景や人をࠃ

のです。これらの࡞が࡞り出す֮ࢹにૌえるۭؒは、དྷ館者の

ྗをҭて、書Սや1CがฒͿ大学図書館というແ࣭ػなॴを、

໌るく安ら͗やしみの͋るۭؒと変えてくれました。

 

　1月に開࠵したʮ新य़書コース展h 出ʟ15 ʯɦ（1�5�1�30）ʯ

は、ࠓय़ଔۀ༧定のܳज़ઐ学4܈年生10໊によるॳのグルー

プ展でした。ࣈ、Ծ໊、調体と֤ジャンルにわたる࡞は、ਗ਼新

な年の始Ίを࠼りました。

　そのޙ、ܳ ज़ܳܥज़ࢧԉᴡ౻ହՅࣨڀݚによるʮピリϰΟ写ਅ

展ʖられ͟る19ੈلϑランス༸৯ثのඒʖ（2�2�3�30）ʯを開

にظ࣏で໌߳ࡊچる料࢙͋のྺݝޱࢁ、しました。これは࠵

ॏなϑランو半にされたޙل用されていたもので、19ੈ

ス、ピリϰΟࣾの৯ثを写ਅύωルでհしたものです。この展示

では、߳ࡊの༸৯のྺ࢙や時のϝニュー、ྺ ओ人について

のઆ໌ύωルと共に、現ࡏはࢢຽަྲྀ施ઃとなっているʮࢢޱࢁ

。ʯのಈըもհしました߳ࡊ

　これらのاը展では、৬һが体ҭ・ܳ ज़図書館の蔵書のதから、

それͧれのテーϚに߹った図書をબͼ、貸出Մなؔ࿈図書コー

ナーを࡞りました。

　図書館という学習のでの展示は、学のܳज़׆ಈを日ৗ的に

実ײできるとしてとてもޮՌ的です。ؔ ࿈する図書を展示する

ことで、࡞にରするڵຯやཧղもਂまります。

　体ҭ・ܳ ज़図書館は、ஜ大学のಛ৭のͻとつで͋る体ҭ・ܳ ज़

分のڭҭڀݚをαポートする図書館として、ޙࠓもڭ৬һや学

生とのؔわりをີにし、大学による文Խܳज़׆ಈをࢧԉし、Ίて

いきたいと考えています。

（ओઐ৬һ（ମҭɾܳज़図書館）　தଜ　༸ࢠ）

5�体ܳ図書ؗʹ͓͚Δలࣔ 6�ฏ26�ஜେ学ෟଐ図書ؗاըలʮ図書ؗΛඈͼ出ͨ͠書ͨͪʯ
　2014年度は、ஜ大学ෟଐ図書館のओ࠵によるاը展ʮ図書

館をඈͼ出した書たちʯを、10月20日（月）から11月21日

（ۚ）までதԝ図書館وॏ書展示ࣨで開࠵しました。

、ըされاը展は、ෟଐ図書館৬һのൃҊによってا年度のࠓ　

ෟଐ図書館৬һ9໊のϫーΩンググループが、ڀݚ開ൃࣨのプϩ

ジΣクトを୲する人文ࣾ会ܥ୩ޱհઌ生とࢁᖒ学ઌ生のࢦ

導・ॿݴをಘて実施に͋たる体੍となりました。

用でした。ஜ大学ෟଐ図書館がॴ蔵す׆回のテーϚは資料のࠓ　

るوॏな資料は、དྷ館して直Ӿཡ利用する΄かに、本文のテΩスト

や図൛を出൛にࡌܝしたり、テϨϏ൪組や8eCϖージでのը૾利用

がなされています。ࠓ回のاը展では、こうした利用方法にண目し、ա

われた資料、ಛ৭͋る資料をબ定し、それがの利用実から、よくڈ

用の׆ॏな資料のو、された出൛等と͋わͤて展示することでࡌܝ

状況を͝ཡいたͩくこととしたものです。ʮ図書館をඈͼ出したʯとい

うタイトルもこうした׆用の方をしたものとなっています。

本を館でݪ、から؍用という׆ը展では、資料のا回のࠓ　

ॴ蔵していないがڭҭ・ڀݚ上ॏཁな複本・ϨプリΧも展示しま

した。ྫ えば、グーテンϕルク42行書の展示では、そのྵ༿（書

の一෦分）を展示するとともに、時のஸやҹを࠶現した複

本を展示し、全体૾もซͤて見ていたͩけるようにしました。

　また、11月9日に開࠵した୩ޱઌ生による講ԋ会では、複本

の用い方をテーϚとして、ࠓ回展示したࠤ日هやປ子などの

複本をࡐにしておをいたͩきました。

　これまでのಛผ展・اը展は、資料の༰とテーϚがີに݁ͼ

ついたものでしたが、ࠓ回は資料の利用というଆ໘からのアプ

ϩーνとなり、バラΤテΟにんͩ資料を展示することとなりまし

たߴ。 生から一ൠの方までをରとした、ॴ蔵資料のެ開というߍ

໘がڧい展ཡ会となり、ؒظதのདྷ者は1,836໊となりました。

　ୈ１෦ʮいつかどこかで見た書ʯでは、ࠓݹՎूやࠤ日ه、ປ

子などのݹయからՆ目ᕸੴのっちΌんまで、ڭՊ書やࢽࡶなどで

ͩれもが目にしたことの͋る資料のݪ本や複本を展示しました。

　ୈ２෦ʮおきのݹయ੶ʯでは、館ॴ蔵本が新ฤ日本ݹయ文

学全 （ूখ学館）のఈ本として࠾用された新ࠓݹՎूや館の

ॴ蔵からࠁ本が出൛されているণฏࡔ学ॴ日هなど、ଟくの

、用され、その学ज़的なՁをೝΊられた資料を׆者によってڀݚ

それにʮおきʯを༩えたڀݚ書・ࠁ本とともに展示しました。

　ୈ３෦ʮϝσΟアにඈͼ出した書ʯでは、テϨϏ์өや分冊ץ行

のࢽࡶのࡌܝなど、さま͟まなϝσΟアで利用されるようになっ

た資料を展示しました。ށߐֆ図やᲥֆ、ڭҭۋֆなどଟ৭り

の資料は、館で電子Խެ開しているΧラーը૾の利用によるも

ので、ۙ 年利用が増加しています。

　学Ԃؒظࡇதの11月2日には、ࢁᖒઌ生によるΪャラリートー

クを行 いました。講 ԋ 会とΪャラリートークはそ の ө ૾を

:ou5uCeでެ開しています。

、展示࡞ը展では、展示資料のબ定、資料のղઆのا回のࠓ　

Օॴのࢦ定などを΄΅৬һが行っています。ղઆを書くのがॳΊ

てという৬һもଟく、وॏな経ݧとなりました。その݁Ռは図録で

見ていたͩくことができます。また、৬һのσザインによるポス

ターやちらしの΄か、ೆ ૯ཬ見ീݘのදࢴ等をϞνーϑにσザ

インした7छྨのᐼを࡞し、貸出図書と一ॹに配する等の

ใを行いධをಘることができました。

ॏ資料のެ開を進Ίていきたوもޙࠓを生かしてݧ回の経ࠓ　

いとࢥいます。

電子展示ʮ図書館をඈͼ出した書たちʯ

6R-�IUUp���XXX.UulJpT.UTuLuCa.ac.Kp�eYIJCJUJoO�2014TIoNoUTu�JOdeY.IUNl

（ຊ　३Ұࢁ　ըల8(ओࠪا）

（2014年度ͷಛతͳ׆ಈ・ۀࣄ） 平成26年度اըలʮ図書館Λඈͼ出ͨ͠ 書ͨͪ ʯ

ʮΰϒϦϯത࢜のපӃΰϒϦϯʯΞʔΧΠϒలʢॿɿจԽிฏ2�年度ʮదԠ的
ΤΩεύʔτʯͱしͯ のΞʔτϚωδϝϯτਓࡐのҭʣ

ʮ࣌に༳Εるʯࣸ ਅలより ʮ*8".*;"8"ʯࣸ ਅలよりʮ&450/*"ʯࣸ ਅలより

৽य़ॻίʔεలʮग़ʟ��ʯ

ཡதのӬాֶ؍

ճしたᐼࠓ

ʮϐϦϰΟࣸ ਅలʖΒΕ͟ る�9ੈلϑϥϯε༸৯ثのඒʯよりʢॿɿจԽி�ฏ
2�年度ʮదԠ的ΤΩεύʔτʯͱしͯ のΞʔτϚωδϝϯτਓࡐのҭʣ

http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/exhibition/2014shomotsu/index.html
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A：ຖ年ळにಸྑཱࠃത館で開࠵されるਖ਼Ӄ展がきで、見ಀさないよ

うにしているのですが、࠼りやかなਖ਼Ӄๅにಃવと見とれて会ऴ൫

にདྷると、その一֯にຖ回ちΐっとҟ࣭な展示が͋ります。分ྨもよく見る

と、ਖ਼Ӄの・த・ೆとはผཱてで、ʮޠ蔵2�6ʯとかの分ྨه߸

がされています。昨年の展示でもʮ࢛分ʯʮઁ大ऍʯʮড়൧Ԧൠᔷᒒ

経ʯなどというお経らしきרが3件展示されていました。ਖ਼Ӄๅという

とʮఱฏ文Խʯというイϝージが͋るので、これらも͝く単७にʮਖ਼Ӄに͋る

ఱฏ写経ʯのྨとউखにࢥっていました。でもいつもؾになっていたのは、これ

らのお経が他の文書ྨとはผཱてに、ඞずޙ࠷のスϖースに置かれているこ

とや、そもそも分ྨのʮޠ蔵ʯってなんなのかということです。

B：ࡉかなとこΖまでよく͝ཡになっていますね。展ཡ会でרの展示のՕॴ

はԟ々にしてࠞみ߹うものですが、ਖ਼Ӄ展のޙ࠷の͋のՕॴはいつもじっく

り見ることができますよね。ま͋՚ྷな工ܳなどに比べると、どうしてもຯ

なҹを༩えがちです。そのʮޠ蔵ʯですが、シϣΰκとޖԻでಡみます。

A：ڭ用ޠということですよね。

B：その通りです。ݴうまでもなくお経ですからね。お経というのはブッμのことば

をूΊたもの、ʮޠʯもつまりはʮଚい方のおことばʯということです。ʮ蔵ʯはʮくらʯ

にはҧいないのですが、これもαンスクリットޠʮピタΧʯのதޠࠃ༁で、ʮか͝ʯを

ҙຯするそうです。大なものをඃいแむイϝージで、ブッμのことばをくるんで

ूΊたもの、引いてはすべてのڭ経యのҙຯでわれるようになったޠです。

A：ͩからʮޠ蔵ʯとݴって、ʮޠʯなどとはݴわないのですね。

B：ʮࡾ蔵法ࢣʯやʮ大蔵経ʯなどというʮ蔵ʯとಉじです。そもそもこのޠ蔵とݺば

れる一܈のお経は、ݩདྷ東大ࣉのӃՈଚউӃに͋ったものです。ਖ਼Ӄのଆ、స

。ですࣉが͋る͋たりに͋ったおߍখ学ࡕᴜࡏに入った͋たり、現ࣉから東大

A：͋の͋たりは੩かなΤリアですね。大఼のᅗとはうってかわった様子で、

とてもಉじおࣉのなかとはࢥえまͤん。それで、ӃՈって東大ࣉとはҧうのですか。

B：ݹの大ࣉӃはいずれもଟくのૐཿが߹॓ॴのようなૐにॅډしていた

のですが、ฏ安時͋たりから、ࣉҬにࣗを開きそこにॅډするようになり

ます。ଚউӃは、ఱྐྵ4（950）年にݐされましたが、いったんਰඍしたޙ、ਖ਼࣏

2（1200）年にୈ13Ӄओหڿのखにより復چされました。じつはޠ蔵もห

。なんです܈ଚউӃがूੵした経యޙをத৺としてその܈がऩूした経యڿ

A：ఱߖҨѪをத֩とした、͋ のਖ਼Ӄๅとはまったく༝དྷのҧう

ものなのですね。

B：ଚউӃはࣨொ時に໓ͼてしまって、ผのおࣉがཧしていたのですが、

のਖ਼Ӄਖ਼のೆଆにࡏに献ೲされ、現ࣨߖ年に経蔵͝と（1894）27࣏໌

移ஙされたのです。ޠ蔵経רはਖ਼Ӄๅとともにٶிਖ਼Ӄ事ॴが

ཧすることとなりました。

A：ਖ਼Ӄ展での͋のඍົな展示のҐ置はޠ蔵のྺ࢙に༝དྷするものな

のですね。

B：ޠ蔵経רの໘നさはその時のްさです。い時ؒをֻけてूੵしてき

たものですから、時ظ的にもछผのうえでもさま͟まな経య܈がଘࡏしています。

たとえば昨年度のਖ਼Ӄ展の3件も経、ޫ 経、শಙఱئޚのఱฏेೋ年ߖ໌

。ずつ出されているのですרから1܈経とそれͧれのئޚ景Ӣೋ年ޢのਆߖ

A：そうݴえばಉじಸྑ時のお経とݴっても、受けるҹはまったくҧった

ものでした。それにしてもதࠃの写経がまとまってっているなんてح

的ですよね。

B：そうです。ঞ本とݺばれるもので、அ؆をؚΊても数える΄どです。もち

Ζん΄とんどがࠃๅڃです。ޠ蔵にはさらに前のᡬ経もっているので

すよ。6、7ੈلのචをまとΊて見られるわけですから、文ࣈ資料としてのՁ

はྔりれまͤん。もちΖんதࠃにはっていまͤん。経యをࣈ׆でಡんͩ

り、ޠをࡧݕしたりするにはh 大ਖ਼新ᡨ大蔵経 がɦ͋り、ۙ 年はそのテΩスト

σータも備しています。でもこれらはۙの目で整ཧしたテΩストで͋っ

て、経యの࢟ݪはそこからはӐいにくいものです。しかも一רの経רにはそれ

をঝしてきた人々のࠟがっているのです。

A：そうݴえばよく見ると文ࣈを修ਖ਼したようなとこΖやനやらगやらで

がうって͋ったりします。

B：それはその経רをษڧしたݹの学ૐたちのূが書きࠐまれているのです。ฏ

安時の͝くॳ͋ظたりの書きࠐみがଘしていて他にྨを見ないものなのです。

A：ͩからこそޠ蔵経רをը૾σータとして出൛するҙٛが͋るんですね。

ʮԝ۷ຎཏ経ʯというお経のרのը૾を見ると、ʮ大ਖ਼年े一月修ཧ೭ʯの

したことをにʮఇࣨത館૯ྛଠʯ（ᷞ֎の本໊）と修ཧがޙ

一々ത館૯がαインをしている様も分かります。これもࠓとなってはوॏ

なྺه࢙録ですよね。

B：ޠ蔵経רのը૾σータはさま͟まな分でՁを࣋ちます。いままで一Ѳ

りのڀݚ者にしか実見がڐされなかった経רの様ଶが、खに取るようにられる

のですから、ݹの日本ޠの実ଶ、経యのܗ࢙からח時に及Ϳまでのڭ学

のྲྀなど、ޙࠓこの資料を用いることで新見が൸࿐されてΏくことでしΐう。

A：まͩまͩおをいたいのですが、そΖそΖお時ؒですので、ࠓ日はこの

͋たりにしたいとࢥいます。͋ りがとう͟͝います。

B：大事なことでおしできなかったこともଟいのですが、まずは実ࡍにޠ

蔵経רをோΊてみてくͩさい。きっといΖんなൃ見が͋りますよ。こちらこそ

͋りがとう͟͝います。

（副館長／人文社会系教授　谷口　孝介）

ʮޠ蔵経רʯは、தԝ図書館2' CD�RO.ઐ用ύιコンにて͝ཡいたͩけます。

ޠ蔵רܦʢهٻ߸  183�LV41ʣ

৬һͷ׆ಈ

　2014年10月5日から10日にかけて、ౢ ా৾ใαーϏス՝ओ、

千༿大学の୩ࢯึࡊとともに、アϝリΧのイΣール大学図書館およͼϚα

νューηッツ大学（6.aTT）アϚーストߍ図書館を๚しました。

ౢ、回の๚はࠓ　 ాओが、ཱࠃ大学図書館ڠ会ւ֎ݣ事ۀの

ࡦ者として、ʮถ大学図書館におけるニーζ調ࠪとシーζ提供の方ݣ

の調ࠪʯというテーϚで千༿大学ෟଐ図書館の୩ಸึࢯと共ಉڀݚを

行うたΊに実施したものです。このテーϚのもとに、イΣール大学図書

館と6.aTTアϚーストߍ図書館において、利用者ニーζの調ࠪをど

のようにして行っているのか、また、図書館リιースをどのようにαーϏ

スとして提供しているかについて調ࠪを行いました。

˔イΣールେֶ図書ؗ

　イΣール大学はコωテΟΧットभニューϔイブンに͋るཱࢲ大学です。アϝ

リΧでは、現ଘする大学で３൪目にいྺ࢙を࣋ち、アイϏーリーグの１ߍで

も͋ります。スターリングه೦図書館をはじΊとする15の図書館を༴し、

1,500万にの΅る蔵書数は大学図書館においてੈքୈ２Ґをތります。

　ここでは、ओとしてイΣール大学がաڈに行った利用者調ࠪにؔ

するインタϏューを実施し、調ࠪ分析の方法や利用者ニーζの

Ѳख法についての見をਂΊることができました。

　また、֤ 学生にઐଐで図書館৬һが入学時からαポートを行うύーι

ナルライブラリアンプϩグラムや、図書館にؔわる様々なσータを分析し

てニーζѲやӡӦ方のたΊのࠜڌを提供するアηスϝントライブラ

リアンなどについてもをうことができ、たいんࢀ考になりました。

　๚ではಛに、ʮ図書館һは֎に出なければならないʯとड़べるԻָ

図書館の৬һの方のݴ༿がҹ的でした。Ӄ生の行ಈをѲする調ࠪ

を実施し、その݁Ռ、図書館にピアϊをઃ置する、図書館֎に͋る学

生の共ಉスϖースに図書館һが出向くなどの方ࡦを計ը・実行する൴

ঁのからは、図書館৬һは図書館ͩけでなく図書館の֎に出て

αーϏスの1Rや提供を行い、図書館利用の向上とੑ׆Խを図ってい

かねばならないということのॏཁੑをײじることができました。

˔Ϛサνϡーηοπେ （ֶ6.BTT）ΞϚーストߍ図書ؗ

　Ϛανューηッツ大学はアϚーストߍの΄かϘストンߍなど߹計5つ

の大学からなるभཱ大学で、それͧれの大学は独ࣗにӡӦされていま

す。ࠓ回๚したアϚーストߍはϚανューηッツभアϚーストにҐ置し

ています。نやྺ࢙的経ҢからϚανューηッツ大学のߍ؋ضとされ

ており、ެ ཱ大学としてߴいランクに͋る大学としてもられています。

　6.aTTアϚーストߍの図書館は、700万の蔵書を༗しており、

தԝ館に͋たる8.&.#. Du #oJT -JCSaSZは、Ωャンύスの΄΅த৺に

Ґ置する26֊ݐてのϏルです。一෦図書館がӡӦしない施ઃが入って

いるものの、́ ΅全て図書館の施ઃ

で͋り、図書館としてはੈքで2൪目

にߴく、大学図書館としてはੈք一ߴ

いݐで͋るとされています。

　6.aTTアϚーストߍ図書館の๚

では、ॳΊにౢాओと୩ࢯにより

ஜ大学・千༿大学におけるಛ的な取り組みやαーϏスのհが

行われました。アϚーストߍの図書館৬һとのҙ見ަも実施され、ࢲ

ୡが൴らの図書館についてりたがっているのとಉ様に、ઌ方も日本

の大学図書館についてりたがっているということがわかりました。

　そのޙ行われたࢹでは、-eaSOJOH　CoNNoOT、ڭһにରするࢧԉ

αーϏスを行う5eacIJOH CoNNoOT、学生にνュータリングを行う

-eaSOJOH ReTouSce CeOUeS、学生の文・Ϩポート࡞をࢧԉするラ

イテΟングηンター、ϝσΟアࡐػやαーϏスを提供するDJHJUal .edJa 

-aC、νームをج൫として学生がಈ的に学習を行う5eaN #aTed 

-eaSOJOHとݺばれるतۀを行うࣨڭなど、図書館のதで提供されている

様々なઃ備・αーϏスについてҊしていたͩき、その֓ཁと利用状況

を֬ೝすることができました。5eacIJOH CoNNoOTでは、ห࢜ޢ資֨

と࢘書資֨を࣋ったઐのCopZSJHIU -JCSaSJaOがରԠするという、

ถでもྨを見ないαーϏスが提供されており、ڵຯਂくをいました。

　6.aTTアϚーストߍでは、ʮ図書館は大学のத৺で͋るʯというೝ

ࣝが全学のج調としてଘࡏしていることがҹ的でした。ཱ として

も大学のத৺に͋りましたが、文ܥでもなくཧܥでもない組৫、すべ

ての学生・ڭһがཱちدりやすい組৫という図書館のੑ࣭を大学の

֤෦ॺもೝしており、5eacIJOH CoNNoOTやライテΟングηン

ターなどが図書館にઃ置されることで、図書館というが利ศੑ、

ू٬ྗの྆໘から༗ޮに࡞用している一をみることができました。

˔̎つの図書ؗΛ๚ͯ͠

回๚した2大学では共通して、利用者にとってԿがඞཁなのࠓ　

かをまずはよくること、った上でそれに͋わͤて図書館はどん

なαーϏスが提供できるのかを考えることのҙٛを改Ίて֬ೝす

ることができました。۩体的なαーϏスを実施するࡍには図書館独

ྗで行うことがඞずしもඞཁではなく、むしΖదな組৫と࿈ܞする

こともॏཁで͋るというೝࣝも新たにしました。ࠓ回の๚から、図

書館のͩけでなく図書館の֎にもੵۃ的に目を向け、学生やڭһ

にとってඞཁなαーϏスとはԿで͋るのかを、ޙࠓஜ大学図書館

でαーϏスをӡӦしていく上でさらに考えていきたいとࢥいます。

（図書サービス担当　傳　絢奈）

1�イΣールେ学図書͓ؗΑͼϚανューセッπେ学
ɹ�（6.BTT）アϚーストߍ図書ؗ๚

て

がい もん つ ͟か

ਆܠޢӢೋ年ܦئޚ�ԝ۷ຎཏרܦҰ、修理Ԟॻ、ٶி正Ӄࣄॴฤ
ʰٶி正Ӄࣄॴॴଂ�ޠଂרܦʱؙ ળ
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A：ຖ年ळにಸྑཱࠃത館で開࠵されるਖ਼Ӄ展がきで、見ಀさないよ

うにしているのですが、࠼りやかなਖ਼Ӄๅにಃવと見とれて会ऴ൫

にདྷると、その一֯にຖ回ちΐっとҟ࣭な展示が͋ります。分ྨもよく見る

と、ਖ਼Ӄの・த・ೆとはผཱてで、ʮޠ蔵2�6ʯとかの分ྨه߸

がされています。昨年の展示でもʮ࢛分ʯʮઁ大ऍʯʮড়൧Ԧൠᔷᒒ

経ʯなどというお経らしきרが3件展示されていました。ਖ਼Ӄๅという

とʮఱฏ文Խʯというイϝージが͋るので、これらも͝く単७にʮਖ਼Ӄに͋る

ఱฏ写経ʯのྨとউखにࢥっていました。でもいつもؾになっていたのは、これ

らのお経が他の文書ྨとはผཱてに、ඞずޙ࠷のスϖースに置かれているこ

とや、そもそも分ྨのʮޠ蔵ʯってなんなのかということです。

B：ࡉかなとこΖまでよく͝ཡになっていますね。展ཡ会でרの展示のՕॴ

はԟ々にしてࠞみ߹うものですが、ਖ਼Ӄ展のޙ࠷の͋のՕॴはいつもじっく

り見ることができますよね。ま͋՚ྷな工ܳなどに比べると、どうしてもຯ

なҹを༩えがちです。そのʮޠ蔵ʯですが、シϣΰκとޖԻでಡみます。

A：ڭ用ޠということですよね。

B：その通りです。ݴうまでもなくお経ですからね。お経というのはブッμのことば

をूΊたもの、ʮޠʯもつまりはʮଚい方のおことばʯということです。ʮ蔵ʯはʮくらʯ

にはҧいないのですが、これもαンスクリットޠʮピタΧʯのதޠࠃ༁で、ʮか͝ʯを

ҙຯするそうです。大なものをඃいแむイϝージで、ブッμのことばをくるんで

ूΊたもの、引いてはすべてのڭ経యのҙຯでわれるようになったޠです。

A：ͩからʮޠ蔵ʯとݴって、ʮޠʯなどとはݴわないのですね。

B：ʮࡾ蔵法ࢣʯやʮ大蔵経ʯなどというʮ蔵ʯとಉじです。そもそもこのޠ蔵とݺば

れる一܈のお経は、ݩདྷ東大ࣉのӃՈଚউӃに͋ったものです。ਖ਼Ӄのଆ、స

。ですࣉが͋る͋たりに͋ったおߍখ学ࡕᴜࡏに入った͋たり、現ࣉから東大

A：͋の͋たりは੩かなΤリアですね。大఼のᅗとはうってかわった様子で、

とてもಉじおࣉのなかとはࢥえまͤん。それで、ӃՈって東大ࣉとはҧうのですか。

B：ݹの大ࣉӃはいずれもଟくのૐཿが߹॓ॴのようなૐにॅډしていた

のですが、ฏ安時͋たりから、ࣉҬにࣗを開きそこにॅډするようになり

ます。ଚউӃは、ఱྐྵ4（950）年にݐされましたが、いったんਰඍしたޙ、ਖ਼࣏

2（1200）年にୈ13Ӄओหڿのखにより復چされました。じつはޠ蔵もห

。なんです܈ଚউӃがूੵした経యޙをத৺としてその܈がऩूした経యڿ

A：ఱߖҨѪをத֩とした、͋ のਖ਼Ӄๅとはまったく༝དྷのҧう

ものなのですね。

B：ଚউӃはࣨொ時に໓ͼてしまって、ผのおࣉがཧしていたのですが、

のਖ਼Ӄਖ਼のೆଆにࡏに献ೲされ、現ࣨߖ年に経蔵͝と（1894）27࣏໌

移ஙされたのです。ޠ蔵経רはਖ਼Ӄๅとともにٶிਖ਼Ӄ事ॴが

ཧすることとなりました。

A：ਖ਼Ӄ展での͋のඍົな展示のҐ置はޠ蔵のྺ࢙に༝དྷするものな

のですね。

B：ޠ蔵経רの໘നさはその時のްさです。い時ؒをֻけてूੵしてき

たものですから、時ظ的にもछผのうえでもさま͟まな経య܈がଘࡏしています。

たとえば昨年度のਖ਼Ӄ展の3件も経、ޫ 経、শಙఱئޚのఱฏेೋ年ߖ໌

。ずつ出されているのですרから1܈経とそれͧれのئޚ景Ӣೋ年ޢのਆߖ

A：そうݴえばಉじಸྑ時のお経とݴっても、受けるҹはまったくҧった

ものでした。それにしてもதࠃの写経がまとまってっているなんてح

的ですよね。

B：そうです。ঞ本とݺばれるもので、அ؆をؚΊても数える΄どです。もち

Ζん΄とんどがࠃๅڃです。ޠ蔵にはさらに前のᡬ経もっているので

すよ。6、7ੈلのචをまとΊて見られるわけですから、文ࣈ資料としてのՁ

はྔりれまͤん。もちΖんதࠃにはっていまͤん。経యをࣈ׆でಡんͩ

り、ޠをࡧݕしたりするにはh 大ਖ਼新ᡨ大蔵経 がɦ͋り、ۙ 年はそのテΩスト

σータも備しています。でもこれらはۙの目で整ཧしたテΩストで͋っ

て、経యの࢟ݪはそこからはӐいにくいものです。しかも一רの経רにはそれ

をঝしてきた人々のࠟがっているのです。

A：そうݴえばよく見ると文ࣈを修ਖ਼したようなとこΖやനやらगやらで

がうって͋ったりします。

B：それはその経רをษڧしたݹの学ૐたちのূが書きࠐまれているのです。ฏ

安時の͝くॳ͋ظたりの書きࠐみがଘしていて他にྨを見ないものなのです。

A：ͩからこそޠ蔵経רをը૾σータとして出൛するҙٛが͋るんですね。

ʮԝ۷ຎཏ経ʯというお経のרのը૾を見ると、ʮ大ਖ਼年े一月修ཧ೭ʯの

したことをにʮఇࣨത館૯ྛଠʯ（ᷞ֎の本໊）と修ཧがޙ

一々ത館૯がαインをしている様も分かります。これもࠓとなってはوॏ

なྺه࢙録ですよね。

B：ޠ蔵経רのը૾σータはさま͟まな分でՁを࣋ちます。いままで一Ѳ

りのڀݚ者にしか実見がڐされなかった経רの様ଶが、खに取るようにられる

のですから、ݹの日本ޠの実ଶ、経యのܗ࢙からח時に及Ϳまでのڭ学

のྲྀなど、ޙࠓこの資料を用いることで新見が൸࿐されてΏくことでしΐう。

A：まͩまͩおをいたいのですが、そΖそΖお時ؒですので、ࠓ日はこの

͋たりにしたいとࢥいます。͋ りがとう͟͝います。

B：大事なことでおしできなかったこともଟいのですが、まずは実ࡍにޠ

蔵経רをோΊてみてくͩさい。きっといΖんなൃ見が͋りますよ。こちらこそ

͋りがとう͟͝います。

（副館長／人文社会系教授　谷口　孝介）

ʮޠ蔵経רʯは、தԝ図書館2' CD�RO.ઐ用ύιコンにて͝ཡいたͩけます。

ޠ蔵רܦʢهٻ߸  183�LV41ʣ

৬һͷ׆ಈ

　2014年10月5日から10日にかけて、ౢ ా৾ใαーϏス՝ओ、

千༿大学の୩ࢯึࡊとともに、アϝリΧのイΣール大学図書館およͼϚα

νューηッツ大学（6.aTT）アϚーストߍ図書館を๚しました。

ౢ、回の๚はࠓ　 ాओが、ཱࠃ大学図書館ڠ会ւ֎ݣ事ۀの

ࡦ者として、ʮถ大学図書館におけるニーζ調ࠪとシーζ提供の方ݣ

の調ࠪʯというテーϚで千༿大学ෟଐ図書館の୩ಸึࢯと共ಉڀݚを

行うたΊに実施したものです。このテーϚのもとに、イΣール大学図書

館と6.aTTアϚーストߍ図書館において、利用者ニーζの調ࠪをど

のようにして行っているのか、また、図書館リιースをどのようにαーϏ

スとして提供しているかについて調ࠪを行いました。

˔イΣールେֶ図書ؗ

　イΣール大学はコωテΟΧットभニューϔイブンに͋るཱࢲ大学です。アϝ

リΧでは、現ଘする大学で３൪目にいྺ࢙を࣋ち、アイϏーリーグの１ߍで

も͋ります。スターリングه೦図書館をはじΊとする15の図書館を༴し、

1,500万にの΅る蔵書数は大学図書館においてੈքୈ２Ґをތります。

　ここでは、ओとしてイΣール大学がաڈに行った利用者調ࠪにؔ

するインタϏューを実施し、調ࠪ分析の方法や利用者ニーζの

Ѳख法についての見をਂΊることができました。

　また、֤ 学生にઐଐで図書館৬һが入学時からαポートを行うύーι

ナルライブラリアンプϩグラムや、図書館にؔわる様々なσータを分析し

てニーζѲやӡӦ方のたΊのࠜڌを提供するアηスϝントライブラ

リアンなどについてもをうことができ、たいんࢀ考になりました。

　๚ではಛに、ʮ図書館һは֎に出なければならないʯとड़べるԻָ

図書館の৬һの方のݴ༿がҹ的でした。Ӄ生の行ಈをѲする調ࠪ

を実施し、その݁Ռ、図書館にピアϊをઃ置する、図書館֎に͋る学

生の共ಉスϖースに図書館һが出向くなどの方ࡦを計ը・実行する൴

ঁのからは、図書館৬һは図書館ͩけでなく図書館の֎に出て

αーϏスの1Rや提供を行い、図書館利用の向上とੑ׆Խを図ってい

かねばならないということのॏཁੑをײじることができました。

˔Ϛサνϡーηοπେ （ֶ6.BTT）ΞϚーストߍ図書ؗ

　Ϛανューηッツ大学はアϚーストߍの΄かϘストンߍなど߹計5つ

の大学からなるभཱ大学で、それͧれの大学は独ࣗにӡӦされていま

す。ࠓ回๚したアϚーストߍはϚανューηッツभアϚーストにҐ置し

ています。نやྺ࢙的経ҢからϚανューηッツ大学のߍ؋ضとされ

ており、ެ ཱ大学としてߴいランクに͋る大学としてもられています。

　6.aTTアϚーストߍの図書館は、700万の蔵書を༗しており、

தԝ館に͋たる8.&.#. Du #oJT -JCSaSZは、Ωャンύスの΄΅த৺に

Ґ置する26֊ݐてのϏルです。一෦図書館がӡӦしない施ઃが入って

いるものの、́ ΅全て図書館の施ઃ

で͋り、図書館としてはੈքで2൪目

にߴく、大学図書館としてはੈք一ߴ

いݐで͋るとされています。

　6.aTTアϚーストߍ図書館の๚

では、ॳΊにౢాओと୩ࢯにより

ஜ大学・千༿大学におけるಛ的な取り組みやαーϏスのհが

行われました。アϚーストߍの図書館৬һとのҙ見ަも実施され、ࢲ

ୡが൴らの図書館についてりたがっているのとಉ様に、ઌ方も日本

の大学図書館についてりたがっているということがわかりました。

　そのޙ行われたࢹでは、-eaSOJOH　CoNNoOT、ڭһにରするࢧԉ

αーϏスを行う5eacIJOH CoNNoOT、学生にνュータリングを行う

-eaSOJOH ReTouSce CeOUeS、学生の文・Ϩポート࡞をࢧԉするラ

イテΟングηンター、ϝσΟアࡐػやαーϏスを提供するDJHJUal .edJa 

-aC、νームをج൫として学生がಈ的に学習を行う5eaN #aTed 

-eaSOJOHとݺばれるतۀを行うࣨڭなど、図書館のதで提供されている

様々なઃ備・αーϏスについてҊしていたͩき、その֓ཁと利用状況

を֬ೝすることができました。5eacIJOH CoNNoOTでは、ห࢜ޢ資֨

と࢘書資֨を࣋ったઐのCopZSJHIU -JCSaSJaOがରԠするという、

ถでもྨを見ないαーϏスが提供されており、ڵຯਂくをいました。

　6.aTTアϚーストߍでは、ʮ図書館は大学のத৺で͋るʯというೝ

ࣝが全学のج調としてଘࡏしていることがҹ的でした。ཱ として

も大学のத৺に͋りましたが、文ܥでもなくཧܥでもない組৫、すべ

ての学生・ڭһがཱちدりやすい組৫という図書館のੑ࣭を大学の

֤෦ॺもೝしており、5eacIJOH CoNNoOTやライテΟングηン

ターなどが図書館にઃ置されることで、図書館というが利ศੑ、

ू٬ྗの྆໘から༗ޮに࡞用している一をみることができました。

˔̎つの図書ؗΛ๚ͯ͠

回๚した2大学では共通して、利用者にとってԿがඞཁなのࠓ　

かをまずはよくること、った上でそれに͋わͤて図書館はどん

なαーϏスが提供できるのかを考えることのҙٛを改Ίて֬ೝす

ることができました。۩体的なαーϏスを実施するࡍには図書館独

ྗで行うことがඞずしもඞཁではなく、むしΖదな組৫と࿈ܞする

こともॏཁで͋るというೝࣝも新たにしました。ࠓ回の๚から、図

書館のͩけでなく図書館の֎にもੵۃ的に目を向け、学生やڭһ

にとってඞཁなαーϏスとはԿで͋るのかを、ޙࠓஜ大学図書館

でαーϏスをӡӦしていく上でさらに考えていきたいとࢥいます。

（図書サービス担当　傳　絢奈）

1�イΣールେ学図書͓ؗΑͼϚανューセッπେ学
ɹ�（6.BTT）アϚーストߍ図書ؗ๚

て

がい もん つ ͟か

ਆܠޢӢೋ年ܦئޚ�ԝ۷ຎཏרܦҰ、修理Ԟॻ、ٶி正Ӄࣄॴฤ
ʰٶி正Ӄࣄॴॴଂ�ޠଂרܦʱؙ ળ
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2�文ൃදɾݚमʹ͓͚Δࢣߨ ࠂใྫࣄɾࢣߨ��

　館৬һの文ࣥචや、学֎のݚ修・シンポジム等における講ࢣ・事ྫൃද等の׆ಈه録です。 開催日

2014.4.12

2014.4.17

2014.5.29

2014.6.16

2014.9.9

2014.9.19

2014.11.1

2014.11.1

2014.11.6

2014.11.7

2014.12.6

2014.12.17

2015.1.28

2015.1.28

2015.2.20

加౻　৴࠸

加౻　৴࠸

ਅத　行

ਅத　行

ະՆ　౻ࡈ

加౻　৴࠸

加౻　৴࠸

ਅத　行

加౻　৴࠸

加౻　৴࠸

加౻　৴࠸

ᖒ　ਔඒݪ

ౢా　৾

加౻　৴࠸

ਅத　行

໊　ࢯ 催໊͠　̡ ςʔϚɾϨδϡϝɾ参63ߟ-ʳ

ୈ3回みちのく図書館ใ学ڀݚ会

ʲテーϚ シrΣアード・プリント

図書館等を׆用した電子書੶をؚむσジタルアーΧイブにؔするランドテーブル

ʲテーϚ 大r学図書館とσジタルアーΧイブ

൫オープンϑΥーラム2014ʮJAIRO Cloud のඳくະདྷʯجॴ 学ज़ใڀݚใ学ཱࠃ

ʲテーϚ rߏطஙؔػからの移行実ݧ

ʲϨジュϝ IrUUp���XXX.OJJ.ac.Kp�cTJ�opeOGoSuN2014�docT�c�2@NaOaLa.pdG

JAIRO Cloud 講習会

ʲテーϚ rؔػリポジトリの学整備についてʗஶݖ࡞について

ฏ26年度ཱࠃ大学図書館ڠ会東ژ۠ڠ会・ؔ 東ߕ৴ӽ۠ڠ会߹ಉϑϨッシュύーιンηϛナー

ʲテーϚ 電r子リιースとؔػリポジトリɻ とこれからʵࡍの実ۀ

修会ݚ会　ฏ26年度ୈ１回ٞڠ大学図書館ݝౡ

ʲテーϚ ラrーニング・コϞンζɿ大学図書館の学習ࢧԉ

ୈ100回全ࠃ図書館大会東ژ大会　ୈ5分Պ会　大学図書館

ʮ大学ののൃ৴システムのߏஙʙؔػリポジトリの更なるൃ展をΊ し͟てʙʯ

ʲテーϚ rؔػリポジトリ推進ҕһ会の׆ಈについて

ୈ100回全ࠃ図書館大会東ژ大会　ୈ5分Պ会　大学図書館

ʮ大学ののൃ৴システムのߏஙʙؔػリポジトリの更なるൃ展をΊ し͟てʙʯ

ʲテーϚ rطଘؔػリポジトリからのJAIRO Cloudの移行（ஜ大学ؔػリポジトリɿつくばリポジトリ）

ୈ16回図書館૯߹展ϑΥーラムʮ大学ののൃ৴システムのߏஙに向けてʯ

ʲテーϚ 大r学ののൃ৴システムのߏஙに向けて

ʲϨジュϝ IrUUp���Jd.OJJ.ac.Kp�1280�00000016�

ୈ16回図書館૯߹展ϑΥーラムʮઐ書出൛ࣾと大学図書館ʯ

ʲテーϚ ஜr大学ෟଐ図書館における新ץ学ज़図書のऩूについて

ୈ6回みちのく図書館ใ学ڀݚ会

ʲテーϚ 大r学図書館における学習スϖースを८って

ฏ26年度ؔ東ߕ৴ӽཱ۠ࠃ大学図書館৬һݚ修会 ݉ ࡛ݝۄ大学・ظ大学図書館ٞڠ会ୈ26回ݚ修会

ʲテーϚ 進rԽする図書館ϘランテΟア

ฏ26年度ཱࠃ大学図書館ڠ会シンポジム

ʮ学生の学習׆ಈをଅすものʵ実ફとཧ೦としてのラーニング・コϞンζʯ

ʲテーϚ 学r生が学習しやすいֻけを࡞るにはʁ　 6ɻ.aTTでの調ࠪใࠂ （ɻϚανューηッツ大学アϚーストߍ）

ʲϨジュϝ IrUUp���XXX.KaOul.Kp�K�opeSaUJoOT�TZNpoTJa�2014�14TZNpo4@#uOLaLaJ5@TIJNada.pdG

'SaOce�JapaO JoJOU .eeUJOH oO OpeO AcceTT

ʲテーϚ JrapaOeTe AcadeNJc -JCSaSJeT� SoNe #aTJc 'acUT aOd UIe SUSucUuSe

修ݚリポジトリ新୲者ؔػ

ʲテーϚ コrンテンツߏஙのルーνン 2

中央図書館ΤϯトϥϯεͰ館・෭館ͱ

��ࣥච׆ಈ

ଜඌ�ਅ༝子,�দݪ�༔,ߑ��ঢࠤ�,ج౻�ྑଠ,�ळࢁ�ᣈᣦ
Ֆ,�ۚ�ᘪᚸ,�ౢా�৾,�ۚҪ�խਔ,�ౡ�༎ే��ஜେ学
ෟଐ図書ؗϥーχンάɾアドόイβーͷ׆ಈ�� େ学図書
���2014,�7PM�101,�Q�108�118ڀݚؗ

IUUp���Idl.IaOdle.OeU�2241�00124243
つくばリポジトリ63-

Ճ౻�৴࠸��ಛू˒େ学図書ؗ�2014�ɿؔػ�ϦϙジトϦ
ਪਐҕһձͷ׆ಈʹ͍ͭͯ�େ学ͷͷൃ৴シスςϜ
ͷߏஙʹ͚ͯ��図書ؗ�2014,7ࢽࡶPM �108,�
/P�12,�Q�796�799�

Ճ౻�৴࠸�ʠ̓ �େ学図書ؗͱ電子ジャーナルʡɽ電子書੶ͱ
電子ジャーナルɽ本図書ؗใ学ձڀݚҕһձฤɽ౦
�ɼษ出൛ɼ2014,�Q�129�140ژ

ˠ8eC でϑルテΩストを入खできます。

IUUp���Idl.IaOdle.OeU�2241�00122957
つくばリポジトリ63-

文ཁࢫɿ
ஜ大学ෟଐ図書館では、2012年度から大学Ӄ生をラーニン
グ・アドバイザー（ҎԼ、-A）としてޏ用し、学生αポートσスクに
おいて本学学生にରする学習ࢧԉ׆ಈを行っている。学生αポー
トσスクの利用者は年々増加している。2013年度は、-Aからの
ཁで定ظ的にϛーテΟングが開かれ、アイσアを出し߹うػ会が
増えた。これがػܖとなって-Aの׆ಈがൃ׆Խし、前年度の׆ಈ
に加え新たに6つのاըを実施した。ޙࠓは、学生のニーζや学
生αポートσスクのೝ度の調ࠪのような現状をѲする取り組
みや、-Aの相ஊରԠの࣭を向上さͤる取り組みがٻΊられる。
ˠ8eCでϑルテΩストを入खできます。

文ཁࢫɿ
本ߘでは、大学図書館にٻΊられるػ・ׂを֬ೝし、オープン
アクηスの進展とใൃ৴について展する。また、ӳࠃのڀݚ
とϩンドン大学ΩングζΧϨッジࠂの調ࠪใۙ࠷ԉにؔ࿈するࢧ
図書館αーϏスによるࢧڀݚԉの事ྫをհし、ޙ࠷にޙࠓの大
学図書館のࢧڀݚԉについてݕ౼する。

ਅதߦ���ʠ&1574���ͭ ͘ϦϙジトϦͷ+"*30�$MPVE
ͷҠߦʡ��ΧϨントアウΣアωス�&��/P�261�2014�
06�19�� IUUQ���DVSSFOU�OEM�HP�KQ�F1574,�ʢࢀর�
2015�04�09ʣ�

IUUp���cuSSeOU.Odl.Ho.Kp�e1574
ΧϨϯトΞΣΞωスɾポータル

ˠ8eCでϑルテΩストを入खできます。

Ճ౻�৴࠸ɽ˻ಛ ɿूฏ25本ༀ学図書ؗٞڠձݚ
�,ԉ�ༀ学図書ؗ��2014ࢧڀݚձ˼େ学図書ؗͷूڀ
7PM�59,�/P�2,�Q�91�99�

IUUp���Idl.IaOdle.OeU�2241�00121966

ˠ8eCでϑルテΩストを入खできます。

つくばリポジトリ63-

20��年度ϥʔχϯάɾΞυόΠβʔ

http://hdl.handle.net/2241/00124243
http://hdl.handle.net/2241/00121966
http://hdl.handle.net/2241/00122957
http://current.ndl.go.jp/e1574
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2014.4.12
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2014.5.29

2014.6.16

2014.9.9

2014.9.19
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2014.11.7

2014.12.6

2014.12.17
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ᖒ　ਔඒݪ

ౢా　৾

加౻　৴࠸

ਅத　行

໊　ࢯ 催໊͠　̡ ςʔϚɾϨδϡϝɾ参63ߟ-ʳ

ୈ3回みちのく図書館ใ学ڀݚ会

ʲテーϚ シrΣアード・プリント

図書館等を׆用した電子書੶をؚむσジタルアーΧイブにؔするランドテーブル

ʲテーϚ 大r学図書館とσジタルアーΧイブ

൫オープンϑΥーラム2014ʮJAIRO Cloud のඳくະདྷʯجॴ 学ज़ใڀݚใ学ཱࠃ

ʲテーϚ rߏطஙؔػからの移行実ݧ

ʲϨジュϝ IrUUp���XXX.OJJ.ac.Kp�cTJ�opeOGoSuN2014�docT�c�2@NaOaLa.pdG

JAIRO Cloud 講習会

ʲテーϚ rؔػリポジトリの学整備についてʗஶݖ࡞について

ฏ26年度ཱࠃ大学図書館ڠ会東ژ۠ڠ会・ؔ 東ߕ৴ӽ۠ڠ会߹ಉϑϨッシュύーιンηϛナー

ʲテーϚ 電r子リιースとؔػリポジトリɻ とこれからʵࡍの実ۀ

修会ݚ会　ฏ26年度ୈ１回ٞڠ大学図書館ݝౡ

ʲテーϚ ラrーニング・コϞンζɿ大学図書館の学習ࢧԉ

ୈ100回全ࠃ図書館大会東ژ大会　ୈ5分Պ会　大学図書館

ʮ大学ののൃ৴システムのߏஙʙؔػリポジトリの更なるൃ展をΊ し͟てʙʯ

ʲテーϚ rؔػリポジトリ推進ҕһ会の׆ಈについて

ୈ100回全ࠃ図書館大会東ژ大会　ୈ5分Պ会　大学図書館

ʮ大学ののൃ৴システムのߏஙʙؔػリポジトリの更なるൃ展をΊ し͟てʙʯ

ʲテーϚ rطଘؔػリポジトリからのJAIRO Cloudの移行（ஜ大学ؔػリポジトリɿつくばリポジトリ）

ୈ16回図書館૯߹展ϑΥーラムʮ大学ののൃ৴システムのߏஙに向けてʯ

ʲテーϚ 大r学ののൃ৴システムのߏஙに向けて

ʲϨジュϝ IrUUp���Jd.OJJ.ac.Kp�1280�00000016�

ୈ16回図書館૯߹展ϑΥーラムʮઐ書出൛ࣾと大学図書館ʯ

ʲテーϚ ஜr大学ෟଐ図書館における新ץ学ज़図書のऩूについて

ୈ6回みちのく図書館ใ学ڀݚ会

ʲテーϚ 大r学図書館における学習スϖースを८って

ฏ26年度ؔ東ߕ৴ӽཱ۠ࠃ大学図書館৬һݚ修会 ݉ ࡛ݝۄ大学・ظ大学図書館ٞڠ会ୈ26回ݚ修会

ʲテーϚ 進rԽする図書館ϘランテΟア

ฏ26年度ཱࠃ大学図書館ڠ会シンポジム

ʮ学生の学習׆ಈをଅすものʵ実ફとཧ೦としてのラーニング・コϞンζʯ

ʲテーϚ 学r生が学習しやすいֻけを࡞るにはʁ　 6ɻ.aTTでの調ࠪใࠂ （ɻϚανューηッツ大学アϚーストߍ）

ʲϨジュϝ IrUUp���XXX.KaOul.Kp�K�opeSaUJoOT�TZNpoTJa�2014�14TZNpo4@#uOLaLaJ5@TIJNada.pdG

'SaOce�JapaO JoJOU .eeUJOH oO OpeO AcceTT

ʲテーϚ JrapaOeTe AcadeNJc -JCSaSJeT� SoNe #aTJc 'acUT aOd UIe SUSucUuSe

修ݚリポジトリ新୲者ؔػ

ʲテーϚ コrンテンツߏஙのルーνン 2

中央図書館ΤϯトϥϯεͰ館・෭館ͱ

��ࣥච׆ಈ

ଜඌ�ਅ༝子,�দݪ�༔,ߑ��ঢࠤ�,ج౻�ྑଠ,�ळࢁ�ᣈᣦ
Ֆ,�ۚ�ᘪᚸ,�ౢా�৾,�ۚҪ�խਔ,�ౡ�༎ే��ஜେ学
ෟଐ図書ؗϥーχンάɾアドόイβーͷ׆ಈ�� େ学図書
���2014,�7PM�101,�Q�108�118ڀݚؗ

IUUp���Idl.IaOdle.OeU�2241�00124243
つくばリポジトリ63-

Ճ౻�৴࠸��ಛू˒େ学図書ؗ�2014�ɿؔػ�ϦϙジトϦ
ਪਐҕһձͷ׆ಈʹ͍ͭͯ�େ学ͷͷൃ৴シスςϜ
ͷߏஙʹ͚ͯ��図書ؗ�2014,7ࢽࡶPM �108,�
/P�12,�Q�796�799�

Ճ౻�৴࠸�ʠ̓ �େ学図書ؗͱ電子ジャーナルʡɽ電子書੶ͱ
電子ジャーナルɽ本図書ؗใ学ձڀݚҕһձฤɽ౦
�ɼษ出൛ɼ2014,�Q�129�140ژ

ˠ8eC でϑルテΩストを入खできます。

IUUp���Idl.IaOdle.OeU�2241�00122957
つくばリポジトリ63-

文ཁࢫɿ
ஜ大学ෟଐ図書館では、2012年度から大学Ӄ生をラーニン
グ・アドバイザー（ҎԼ、-A）としてޏ用し、学生αポートσスクに
おいて本学学生にରする学習ࢧԉ׆ಈを行っている。学生αポー
トσスクの利用者は年々増加している。2013年度は、-Aからの
ཁで定ظ的にϛーテΟングが開かれ、アイσアを出し߹うػ会が
増えた。これがػܖとなって-Aの׆ಈがൃ׆Խし、前年度の׆ಈ
に加え新たに6つのاըを実施した。ޙࠓは、学生のニーζや学
生αポートσスクのೝ度の調ࠪのような現状をѲする取り組
みや、-Aの相ஊରԠの࣭を向上さͤる取り組みがٻΊられる。
ˠ8eCでϑルテΩストを入खできます。

文ཁࢫɿ
本ߘでは、大学図書館にٻΊられるػ・ׂを֬ೝし、オープン
アクηスの進展とใൃ৴について展する。また、ӳࠃのڀݚ
とϩンドン大学ΩングζΧϨッジࠂの調ࠪใۙ࠷ԉにؔ࿈するࢧ
図書館αーϏスによるࢧڀݚԉの事ྫをհし、ޙ࠷にޙࠓの大
学図書館のࢧڀݚԉについてݕ౼する。

ਅதߦ���ʠ&1574���ͭ ͘ϦϙジトϦͷ+"*30�$MPVE
ͷҠߦʡ��ΧϨントアウΣアωス�&��/P�261�2014�
06�19�� IUUQ���DVSSFOU�OEM�HP�KQ�F1574,�ʢࢀর�
2015�04�09ʣ�

IUUp���cuSSeOU.Odl.Ho.Kp�e1574
ΧϨϯトΞΣΞωスɾポータル

ˠ8eCでϑルテΩストを入खできます。

Ճ౻�৴࠸ɽ˻ಛ ɿूฏ25本ༀ学図書ؗٞڠձݚ
�,ԉ�ༀ学図書ؗ��2014ࢧڀݚձ˼େ学図書ؗͷूڀ
7PM�59,�/P�2,�Q�91�99�

IUUp���Idl.IaOdle.OeU�2241�00121966

ˠ8eCでϑルテΩストを入खできます。

つくばリポジトリ63-

20��年度ϥʔχϯάɾΞυόΠβʔ

http://www.nii.ac.jp/csi/openforum2014/docs/c-2_manaka.pdf
http://id.nii.ac.jp/1280/00000016/
http://www.janul.jp/j/operations/symposia/2014/14sympo4_Bunkakai5_shimada.pdf
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入館ήートΛϦχϡーΞル

3�৬һݚमձ
2014 年度は、৬һの資࣭向上と経ݧの共༗を図るたΊ計 22 回行いました。

ɹ࣌ɹɾɹɹॴ

ςʔϚ ࢣɹߨ
Ճਓ数ࢀ

加౻　৴࠸（෭館）

大ٱอ　໌ඒ（ใαーϏス՝෭՝）

（ใཧ՝෭՝）本　३一ࢁ

（（֎ըবا）ใཧ՝）ະՆ　౻ࡈ

　ೋ（ใαーϏス՝）ࡉ

ా　一ଇ（ো学生ࢧԉࣨ、人ؒڭܥत）

（ใཧ՝（બ書））ඒ子ܙ　ౡߴ

安ౡ　໌ඒ（ใཧ՝෭՝）

（（受入ࢽࡶ）ใཧ՝）تඒ༝　ాࢤי

౬　໌子（Ϩクシスωクシス・ジャύン） 

　まΏ（ো学生ࢧԉࣨ、人ؒܥॿڭ）

ଜ　র（ใཧ՝）

　ࣿࡔ、ࡊҪ　ر࠼、

本　子（ラーニング・アドバイザー）ࢁ

দ　ব（ใαーϏス՝（ϨϑΝϨンス））

தଜ　༸子（ใαーϏス՝（体ܳ））

ล　խ子（ใαーϏス՝（医学））

த　ਅ（ใαーϏス՝（図））ࢁ

上ݪ　༝ل（ใαーϏス՝（大௩））

ର5໊

ର30໊

ର30໊

ର30໊

32໊

ର30໊

11໊

34໊

ର30໊

20໊

ର30໊

��������� ������� ����　ձٞࣨ

新人৬һݚ修

���������　ूձࣨ

ୈ1回コアスタッϑษڧ会

ʮシΣアード・プリントʯ

���������　ूձࣨ

ୈ2回コアスタッϑษڧ会

ʮ貸出はなͥ減り続けるのかʯ

���������　ूձࣨ

ୈ3回コアスタッϑษڧ会

ʮ(I'プϩジΣクトの現状とޙࠓについてʯ

���������　ूձࣨ

ো学生ࢧԉݚ修（1）

ʮ大学におけるোの͋る学生の修学ࢧԉについて

ʙ߹ཧ的配ྀの考え方とޙࠓの՝ʙʯ

���������　ूձࣨ

ୈ4回コアスタッϑษڧ会

ʮ利用者とのରˏ図書調ୡࣨʯ

��������� ��　ίϛϡχέーγϣϯルーϜ

-eYJT.coN講習会

��������　ूձࣨ

ো学生ࢧԉݚ修（2）

ʮ֮ࢹো者のཧղとࢧԉʯ

���������　ूձࣨ

ୈ5回コアスタッϑษڧ会

ʮ大学図書館ஶݕݖ࡞౼ҕһ会の取組ʯ

����������　ूձࣨ

学習ࢧԉؔ࿈ϫークシϣップใࠂ会（1）

ʮ学生ڠಇϫークシϣップJO東2014ژʯ

ʮۚ出ுใࠂʯ

����������　ूձࣨ

ୈ6回コアスタッϑษڧ会

ʮઐ図書館ಛूʯ

    ̡ 体ܳ 体rܳ図書館でのاը展示の取組

    ̡ 医学 耐r震改修工事をऴえて

    ̡ 図 図r図書館খ

    ̡ 大௩ 大r௩図書館の現状と՝

༗ւ　順子（ো学生ࢧԉࣨ、人ؒܥॿڭ）

੨　ਅ७（ো学生ࢧԉࣨॿڭ）

（ใཧ՝෭՝）༐一　ࡳֻ

　༗ҝ（図書館ใϝσΟアڀݚՊ）

٢ా　ޫஉ（๛ٕڮज़Պ学大学ใ・工学ܥॿڭ）

ၚ　Ҁಸ（ใαーϏス՝（図書αーϏス））

ౡ　༔ࡦ（図書館ใΤリアࢧԉ （ࣨ学生ࢧԉ））

（（֎ըবا）ใཧ՝）ະՆ　౻ࡈ

（ใཧ՝（電子リιース））༝ඒ　؛็

ਅத　行（ใཧ՝（リポジトリ））

　ೋ（ใαーϏス՝）ࡉ

ᖒ　ਔඒ（ใཧ՝（見学・ϘランテΟア）ݪ

（तڭܥ図書館ใϝσΟア）　ರࡀ

Ӊଫ　ଇ（図書館ใϝσΟアܥ।ڭत）

（)ԉ推進8ࢧใαーϏス՝ʗ学習）　ೋࡉ

ੴ　๎೭（ใཧ՝（اըব֎）ʗ学習ࢧԉ推進8(）

দ　ব（ใαーϏス՝（ϨϑΝϨンス）ʗ学習ࢧԉ推進8(）

ҳଜ　༟（図書館ใϝσΟアڭܥत）

加౻　৴࠸（෭館）

தҪ　えり子（໊ݹ大学ෟଐ図書館ڀݚ開ൃࣨ）

（ใཧ՝（電子図書館））本　༔ؠ

ੴ　๎೭（ใཧ՝（اըব֎））

দ　ব（ใαーϏス՝（ϨϑΝϨンス））

加౻　৴࠸（෭館）

35໊

ର30໊

38໊

20໊

ର30໊

ର30໊

ର30໊

44໊

20໊

20໊

ର30໊

����������　ूձࣨ

ো学生ࢧԉݚ修（3）

ʮௌ֮োの͋る学生の修学ࢧԉʯ

ʮൃୡোの͋る学生の修学ࢧԉʯ

����������　ूձࣨ

ୈ7回コアスタッϑษڧ会

ʮ（૯෦）૯՝のۀについてʯ

����������　ूձࣨ

図書館һのたΊのʮڀݚධՁʯࢦඪのૅجࣝ

ʵインύクトϑΝクターからオルトϝトリクスʵ

（ฏ26年度ҵݝ図書館ڠ会大学図書館෦会ݚ修会）

ʮh ධՁڀݚ ɦࢦඪのこれまでとこれからʯ

ʮオルトϝトリクスとはԿかʯ

���������　ूձࣨ

ւ֎出ுใࠂ会

ʮ:ale�6.aTT図書館๚ใࠂʯ

ʮピッツバーグ大学図書館๚ใࠂʯ

ʮICO-C2013य़　ࢀ加ใࠂʯ

����������　ूձࣨ

ୈ8回コアスタッϑษڧ会

ʮ2つのJ ɻ J6S5IC& � JAIRO Cloudɻ ʯ

���������　ूձࣨ

ୈ9回コアスタッϑษڧ会

ʮࠓ更きけない/II ɻ ՝になんでもฉいてみようʂɻࡉ ʯ

���������　ूձࣨ

ୈ10回コアスタッϑษڧ会

ʮ2014年度をৼりฦるʯ

��������　ूձࣨ

ෟଐ図書館ڀݚ開ൃࣨڀݚՌใࠂ会

��������　ूձࣨ

༸ॳץظ本整備の実ࡍ　ʵอଘと目録ʵ

���������　ूձࣨ

学習ࢧԉؔ࿈ϫークシϣップใࠂ会（2）

ʮฏ26年度ཱࠃ大学図書館ڠ会シンポジムใࠂʯ

ʮアΧσϛック・リンク・シンポジムใࠂʯ

���������　ूձࣨ

ୈ11回コアスタッϑษڧ会

ʮ39年 8大学での大学図書館ۈをৼりฦってʯ
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入館ήートΛϦχϡーΞル

3�৬һݚमձ
2014 年度は、৬һの資࣭向上と経ݧの共༗を図るたΊ計 22 回行いました。

ɹ࣌ɹɾɹɹॴ

ςʔϚ ࢣɹߨ
Ճਓ数ࢀ

加౻　৴࠸（෭館）

大ٱอ　໌ඒ（ใαーϏス՝෭՝）

（ใཧ՝෭՝）本　३一ࢁ

（（֎ըবا）ใཧ՝）ະՆ　౻ࡈ

　ೋ（ใαーϏス՝）ࡉ

ా　一ଇ（ো学生ࢧԉࣨ、人ؒڭܥत）

（ใཧ՝（બ書））ඒ子ܙ　ౡߴ

安ౡ　໌ඒ（ใཧ՝෭՝）

（（受入ࢽࡶ）ใཧ՝）تඒ༝　ాࢤי

౬　໌子（Ϩクシスωクシス・ジャύン） 

　まΏ（ো学生ࢧԉࣨ、人ؒܥॿڭ）

ଜ　র（ใཧ՝）

　ࣿࡔ、ࡊҪ　ر࠼、

本　子（ラーニング・アドバイザー）ࢁ

দ　ব（ใαーϏス՝（ϨϑΝϨンス））

தଜ　༸子（ใαーϏス՝（体ܳ））

ล　խ子（ใαーϏス՝（医学））

த　ਅ（ใαーϏス՝（図））ࢁ

上ݪ　༝ل（ใαーϏス՝（大௩））

ର5໊

ର30໊

ର30໊

ର30໊

32໊

ର30໊

11໊

34໊

ର30໊

20໊

ର30໊

��������� ������� ����　ձٞࣨ

新人৬һݚ修

���������　ूձࣨ

ୈ1回コアスタッϑษڧ会

ʮシΣアード・プリントʯ

���������　ूձࣨ

ୈ2回コアスタッϑษڧ会

ʮ貸出はなͥ減り続けるのかʯ

���������　ूձࣨ

ୈ3回コアスタッϑษڧ会

ʮ(I'プϩジΣクトの現状とޙࠓについてʯ

���������　ूձࣨ

ো学生ࢧԉݚ修（1）

ʮ大学におけるোの͋る学生の修学ࢧԉについて

ʙ߹ཧ的配ྀの考え方とޙࠓの՝ʙʯ

���������　ूձࣨ

ୈ4回コアスタッϑษڧ会

ʮ利用者とのରˏ図書調ୡࣨʯ

��������� ��　ίϛϡχέーγϣϯルーϜ

-eYJT.coN講習会

��������　ूձࣨ

ো学生ࢧԉݚ修（2）

ʮ֮ࢹো者のཧղとࢧԉʯ

���������　ूձࣨ

ୈ5回コアスタッϑษڧ会

ʮ大学図書館ஶݕݖ࡞౼ҕһ会の取組ʯ

����������　ूձࣨ

学習ࢧԉؔ࿈ϫークシϣップใࠂ会（1）

ʮ学生ڠಇϫークシϣップJO東2014ژʯ

ʮۚ出ுใࠂʯ

����������　ूձࣨ

ୈ6回コアスタッϑษڧ会

ʮઐ図書館ಛूʯ

    ̡ 体ܳ 体rܳ図書館でのاը展示の取組

    ̡ 医学 耐r震改修工事をऴえて

    ̡ 図 図r図書館খ

    ̡ 大௩ 大r௩図書館の現状と՝

༗ւ　順子（ো学生ࢧԉࣨ、人ؒܥॿڭ）

੨　ਅ७（ো学生ࢧԉࣨॿڭ）

（ใཧ՝෭՝）༐一　ࡳֻ

　༗ҝ（図書館ใϝσΟアڀݚՊ）

٢ా　ޫஉ（๛ٕڮज़Պ学大学ใ・工学ܥॿڭ）

ၚ　Ҁಸ（ใαーϏス՝（図書αーϏス））

ౡ　༔ࡦ（図書館ใΤリアࢧԉ （ࣨ学生ࢧԉ））

（（֎ըবا）ใཧ՝）ະՆ　౻ࡈ

（ใཧ՝（電子リιース））༝ඒ　؛็

ਅத　行（ใཧ՝（リポジトリ））

　ೋ（ใαーϏス՝）ࡉ

ᖒ　ਔඒ（ใཧ՝（見学・ϘランテΟア）ݪ

（तڭܥ図書館ใϝσΟア）　ರࡀ

Ӊଫ　ଇ（図書館ใϝσΟアܥ।ڭत）

（)ԉ推進8ࢧใαーϏス՝ʗ学習）　ೋࡉ

ੴ　๎೭（ใཧ՝（اըব֎）ʗ学習ࢧԉ推進8(）

দ　ব（ใαーϏス՝（ϨϑΝϨンス）ʗ学習ࢧԉ推進8(）

ҳଜ　༟（図書館ใϝσΟアڭܥत）

加౻　৴࠸（෭館）

தҪ　えり子（໊ݹ大学ෟଐ図書館ڀݚ開ൃࣨ）

（ใཧ՝（電子図書館））本　༔ؠ

ੴ　๎೭（ใཧ՝（اըব֎））

দ　ব（ใαーϏス՝（ϨϑΝϨンス））

加౻　৴࠸（෭館）

35໊

ର30໊

38໊

20໊

ର30໊

ର30໊

ର30໊

44໊

20໊

20໊

ର30໊

����������　ूձࣨ

ো学生ࢧԉݚ修（3）

ʮௌ֮োの͋る学生の修学ࢧԉʯ

ʮൃୡোの͋る学生の修学ࢧԉʯ

����������　ूձࣨ

ୈ7回コアスタッϑษڧ会

ʮ（૯෦）૯՝のۀについてʯ

����������　ूձࣨ

図書館һのたΊのʮڀݚධՁʯࢦඪのૅجࣝ

ʵインύクトϑΝクターからオルトϝトリクスʵ

（ฏ26年度ҵݝ図書館ڠ会大学図書館෦会ݚ修会）

ʮh ධՁڀݚ ɦࢦඪのこれまでとこれからʯ

ʮオルトϝトリクスとはԿかʯ

���������　ूձࣨ

ւ֎出ுใࠂ会

ʮ:ale�6.aTT図書館๚ใࠂʯ

ʮピッツバーグ大学図書館๚ใࠂʯ

ʮICO-C2013य़　ࢀ加ใࠂʯ

����������　ूձࣨ

ୈ8回コアスタッϑษڧ会

ʮ2つのJ ɻ J6S5IC& � JAIRO Cloudɻ ʯ

���������　ूձࣨ

ୈ9回コアスタッϑษڧ会

ʮࠓ更きけない/II ɻ ՝になんでもฉいてみようʂɻࡉ ʯ

���������　ूձࣨ

ୈ10回コアスタッϑษڧ会

ʮ2014年度をৼりฦるʯ

��������　ूձࣨ

ෟଐ図書館ڀݚ開ൃࣨڀݚՌใࠂ会

��������　ूձࣨ

༸ॳץظ本整備の実ࡍ　ʵอଘと目録ʵ

���������　ूձࣨ

学習ࢧԉؔ࿈ϫークシϣップใࠂ会（2）

ʮฏ26年度ཱࠃ大学図書館ڠ会シンポジムใࠂʯ

ʮアΧσϛック・リンク・シンポジムใࠂʯ

���������　ूձࣨ

ୈ11回コアスタッϑษڧ会

ʮ39年 8大学での大学図書館ۈをৼりฦってʯ
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1�αービスɾ׆ಈ
日　付 内　容

ΛԆؒ࣌։館ظۀٳ

ըɾలࣔا�2
日　付

  展ʯ࡞ը展ʮෟଐ図書館オリジナルグッζσザインืूԠืا

ը展ʮ震災から学Ϳ本୨ا 3.0ʯ  

らのՆٳみ 1SoKecU・5TuLuCa 'oS 3.11・みにΖஂࡾ体߹ಉاը

（ओ࠵ɿʮらのՆٳみ 1SoKecU ஜࢧ෦、5TuLuCa 'oS 3.11、みにΖ）  

  （࠵書ಓクラブとの共ࡍࠃ）　ը展ʮ書 #ooL � CallJHSapIZ &YIJCJUJoO 2014ʯا

3 をҭてる　ʙฏࡐからグϩーバル人ڌ 25 年度　ஜ大学ෟଐ学ߍからのൃ৴ʙ  

͋なたからクϩーバリーͥーしΐん ��　6 月 20 日はੈքຽの日

（ओ࠵ɿC-O7&R ʙຽと共にาむϢースஂ体ʙ）  

  ը展ʮ学生બ書ツアーに行ってきましたʂʯا

ʮ現実৯ࢹʯੈք৯料σーイϕント 2014 つくば

（ओ࠵ɿ5A#-& 'OR 58O ஜ大学）  

らのՆٳみ 1SoKecU の׆ಈ༰及ͼ震災について

（ओ࠵ɿらのՆٳみ 1SoKecU ஜ大学ࢧ෦）  

ฏ 26 年度ෟଐ図書館اը展ʮ図書館をඈͼ出した書たちʯ  

ۙະདྷ図書館これくしΐん　（図書館ใϝσΟアڀݚՊӉଫ・দଜࣨڀݚと共࠵）  

#ooL SIelG SuSpSJTe� （ओ࠵ɿ3&caGe プϩジΣクトνーム）  

CoNNuOJUZ #ooL SIelG （ओ࠵ɿ3&caGe プϩジΣクトνーム）  

ը展ʮ書 #ooL ɹا  CallJHSapIZ &YIJCJUJoO 2015ʯ（ࡍࠃ書ಓクラブとの共࠵）

東日本大震災から 4 年　ʙ現状とこれからʙ

（ओ࠵ɿらのՆٳみ 1SoKecU ஜࢧ෦、5TuLuCa 'oS 3.11）  

  

ʮΰブリンത࢜のපӃΰブリンʯアーΧイブ展　（ܳज़ܥ খத大）

（ॿɿ文Խி　ฏ 26 年度ʮదԠ的ΤΩスύートʯとしてのアートϚωジϝント人ࡐのҭ）  

時に༳れる ʖ時ؒ࿐ޫによる写ਅ展 �　（ܳज़ઐ学܈学生）  

I8A.I;A8A 写ਅ展　（ܳज़ઐ学܈学生）  

&S5O/IA � よりೆ、東より � 写ਅ展　（ܳज़ઐ学܈学生）  

新य़書コース展 ʮ出ʟ１̑ ʯ （ܳज़ઐ学܈書コース 4 年生）  

ピリϰΟ写ਅ展 � られ͟る 19 のඒثϑランス༸৯لੈ �　（ܳज़ܥ ᴡ౻ହՅࣨڀݚ）

（ॿɿ文Խி　ฏ 26 年度ʮదԠ的ΤΩスύートʯとしてのアートϚωジϝント人ࡐのҭ）  

  

  ը展ʮ図書館૯߹展ポスター展示ʯا

ϛニ展示ʮ࢜の献ཱʯ  

ݹ書さま͟ま　（໖ൈ๛ত　的コϛュニテΟج൫ڀݚηンター）  

ळなのにઊؙ展　（໖ൈ๛ত　的コϛュニテΟج൫ڀݚηンター）

　　ؔ࿈展示（図図書館） 

ϛニ展示ʮӳޠଟಡ本ʯ  

य़のಛผ展示　ࡩのなかりͤばʜ　（໖ൈ๛ত　的コϛュニテΟج൫ڀݚηンター）

　　ؔ࿈展示（図図書館）  

内　容
தԝ図書ؗ　లࣔ

2014.2.10ʙ4.18

2014.3.10ʙ4.25

2014.3.24ʙ4.22

2014.4.23ʙ5.23

2014.5.26ʙ6.23

2014.6.16ʙ7.2

2014.7.24ʙ8.8

2014.9.30ʙ10.31

2014.9.30ʙ11.4

2014.10.20ʙ11.21

2014.11.1ʙ11.3

2015.1.19ʙ1.23

2015.3.11ʙ4.30

2015.3.19ʙ4.23

2015.3.24ʙ4.24

ମܳ図書ؗ　లࣔ

2014.6.24ʙ8.31

2014.10.1ʙ10.21

2014.10.30ʙ11.19

2014.11.28ʙ12.18

2015.1.5ʙ1.30

2015.2.2ʙ3.30

図図書ؗ　లࣔ

2014.1.27ʙ11.28

2014.3.31ʙ4.21

2014.6.13ʙ9.1

2014.9.2ʙ2015.3.17

2014.9.12ʙ2015.2.27

2015.3.2ʙ3.18

2015.3.18ʙ4.17

2015.3.19ʙ4.17

（தԝ図書館）学ظதの開館時ؒԆਖ਼ࣜӡ用開始
（月ʙۚ　9�00ʙ22�00ˠ8�30ʙ24�00
　日ॕ日　10�00ʙ18�00ˠ9�00ʙ20�00）

（தԝ図書館）ؒظۀٳにおけるྟ時開館・開館時ؒԆࢼ行
（月ʙۚ　9�00ʙ17�00ˠ9�00ʙ20�00
　日ॕ日　ऴ日ด館ˠ9�00ʙ18�00）

ʮかΏいとこΖにखがಧくʂ図書館খٕूʯをެ開 （2013 年度ラーニング・アドバイザーاը）
（தԝ図書館）Τントランスϗールでの学生ަྲྀاը プϨθンͻΖば （ओ࠵ɿつくばӃ生ωットϫーク）
（தԝ図書館）ެ開講࠲ʮιクラテス・αンバ・ΧϑΣʯ （ओ࠵ɿ人文ࣾ会Պ学ڀݚՊ学・ࢥઐ߈）
つくばリポジトリを JAIRO Cloud 移行 

（தԝ図書館）ෟଐ図書館講ԋ会ʮത࢜文インターωットެ開のૅجࣝʯ開࠵
を開始（行ࢼ）һ推ન学生用図書ڭ
学生બ書ツアーを開࠵
෩のたΊ 17�00 （大௩図書館は 20�00） にྟ時ด館
翌日は 13�30 （大௩図書館は 13�00） までྟ時ด館
医学図書館をリニューアルオープン

（தԝ図書館）ެ開講࠲ʮ図書館アドϕンνャー　ʕ本のでブックϋントʕʯ実施
（ओ࠵ɿ図書館ใϝσΟアڀݚՊ）
（தԝ図書館）ࠃཱࠃ会図書館σジタルԽ資料ૹ৴αーϏスઐ用をઃ置
ෟଐ図書館 8eC αイトのトップϖージをリニューアル
෩のたΊ 15�00 までྟ時ด館

（தԝ図書館）ฏ日（学ظத）の貸出αーϏス時ؒを23�30までにԆ （本館2֊ࣗಈ貸出置のみ）
日ॕ日の貸出αーϏス時ؒを 9�00 からに前し

（தԝ図書館）-A ηϛナーʮ文献ཧしナイトʂ� Ӄ生の ʡࣗ 分ྲྀ ʡから୳るテクニック �ʯを開࠵ 
（2014 年度ラーニング・アドバイザーاը）
（தԝ図書館）プϨθンテーシϣンηϛナー 2014ʮஜ大学 /o.1 プϨθンターから
プϨθンテーシϣンのۃҙを౪むʯを開࠵ （つくばӃ生ωットϫークとの共࠵）
ฏ 28 年度Ҏ߱の電子ジャーナル等の整備方ܾ定

（தԝ図書館）ʮӳޠ文の書き方ʯとʮ&Od/oUe のい方ʯηϛナーを開࠵
 （会ࣾࣜג会ࣾϢαコ・Χクタス・コϛュニέーシϣンζࣜג） 

ʠOYGoSd &OHlJTI DJcUJoOaSZ（O&D） OOlJOeʡトライアルを実施
（大௩図書館）ʮӳޠ文の書き方ʯとʮ&Od/oUe のい方ʯηϛナーを開࠵ 
（会ࣾࣜג会ࣾϢαコ・Χクタス・コϛュニέーシϣンζࣜג）
（தԝ図書館）-A ηϛナーʮࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭的ڀݚ法ϏΪナー講習会ʯを開࠵ 
（2014 年度ラーニング・アドバイザーاը）
ʮラーニング・スクΤアʯの利用及ͼ開館時ؒԆにؔするアンέート実施
（医学図書館）ʮӳޠ文の書き方ʯとʮ&Od/oUe のい方ʯηϛナーを開࠵
（会ࣾࣜג会ࣾϢαコ・Χクタス・コϛュニέーシϣンζࣜג） 
࠵会を開ࠂՌใڀݚ開ൃࣨڀݚ

（தԝ図書館）ࠃཱࠃ会図書館ྺ࢙的ԻݯαーϏスઐ用をઃ置
学ज़文σータϕース 8eC oG ScJeOce のバックϑΝイル（2分）、電子ジャーナル（8JleZ, OYGoSd
6OJWeSTJUZ 1SeTT）のバックϑΝイル、電子ブック（SpSJOHeS, &lTeWJeS, #lacLXell）を購入

2014.4.1

2014.8.9ʙ9.30
2014.12.27ʙ12.28
2015.1.4
2015.2.17ʙ3.31
2014.4.16
2014.4.21ʙ2015.1.23
2014.4.23ʙ2015.1.25
2014.5.21
2014.6.3
2014.6.30
2014.7.9

2014.7.10ʙ7.11

2014.8.6

2014.8.20

2014.8.28
2014.10.1
2014.10.6

2014.11.1

2014.11.18

2014.12.2

2014.12.4

2014.12.11

2014.12.16ʙ2015.2.28

2015.1.24

2015.1.26ʗ1.29

2015.1.26ʙ2.16

2015.1.27

2015.3.3
2015.3.16

2015.3
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1�αービスɾ׆ಈ
日　付 内　容

ΛԆؒ࣌։館ظۀٳ

ըɾలࣔا�2
日　付

  展ʯ࡞ը展ʮෟଐ図書館オリジナルグッζσザインืूԠืا

ը展ʮ震災から学Ϳ本୨ا 3.0ʯ  

らのՆٳみ 1SoKecU・5TuLuCa 'oS 3.11・みにΖஂࡾ体߹ಉاը

（ओ࠵ɿʮらのՆٳみ 1SoKecU ஜࢧ෦、5TuLuCa 'oS 3.11、みにΖ）  

  （࠵書ಓクラブとの共ࡍࠃ）　ը展ʮ書 #ooL � CallJHSapIZ &YIJCJUJoO 2014ʯا

3 をҭてる　ʙฏࡐからグϩーバル人ڌ 25 年度　ஜ大学ෟଐ学ߍからのൃ৴ʙ  

͋なたからクϩーバリーͥーしΐん ��　6 月 20 日はੈքຽの日

（ओ࠵ɿC-O7&R ʙຽと共にาむϢースஂ体ʙ）  

  ը展ʮ学生બ書ツアーに行ってきましたʂʯا

ʮ現実৯ࢹʯੈք৯料σーイϕント 2014 つくば

（ओ࠵ɿ5A#-& 'OR 58O ஜ大学）  

らのՆٳみ 1SoKecU の׆ಈ༰及ͼ震災について

（ओ࠵ɿらのՆٳみ 1SoKecU ஜ大学ࢧ෦）  

ฏ 26 年度ෟଐ図書館اը展ʮ図書館をඈͼ出した書たちʯ  

ۙະདྷ図書館これくしΐん　（図書館ใϝσΟアڀݚՊӉଫ・দଜࣨڀݚと共࠵）  

#ooL SIelG SuSpSJTe� （ओ࠵ɿ3&caGe プϩジΣクトνーム）  

CoNNuOJUZ #ooL SIelG （ओ࠵ɿ3&caGe プϩジΣクトνーム）  

ը展ʮ書 #ooL ɹا  CallJHSapIZ &YIJCJUJoO 2015ʯ（ࡍࠃ書ಓクラブとの共࠵）

東日本大震災から 4 年　ʙ現状とこれからʙ

（ओ࠵ɿらのՆٳみ 1SoKecU ஜࢧ෦、5TuLuCa 'oS 3.11）  

  

ʮΰブリンത࢜のපӃΰブリンʯアーΧイブ展　（ܳज़ܥ খத大）

（ॿɿ文Խி　ฏ 26 年度ʮదԠ的ΤΩスύートʯとしてのアートϚωジϝント人ࡐのҭ）  

時に༳れる ʖ時ؒ࿐ޫによる写ਅ展 �　（ܳज़ઐ学܈学生）  

I8A.I;A8A 写ਅ展　（ܳज़ઐ学܈学生）  

&S5O/IA � よりೆ、東より � 写ਅ展　（ܳज़ઐ学܈学生）  

新य़書コース展 ʮ出ʟ１̑ ʯ （ܳज़ઐ学܈書コース 4 年生）  

ピリϰΟ写ਅ展 � られ͟る 19 のඒثϑランス༸৯لੈ �　（ܳज़ܥ ᴡ౻ହՅࣨڀݚ）

（ॿɿ文Խி　ฏ 26 年度ʮదԠ的ΤΩスύートʯとしてのアートϚωジϝント人ࡐのҭ）  

  

  ը展ʮ図書館૯߹展ポスター展示ʯا

ϛニ展示ʮ࢜の献ཱʯ  

ݹ書さま͟ま　（໖ൈ๛ত　的コϛュニテΟج൫ڀݚηンター）  

ळなのにઊؙ展　（໖ൈ๛ত　的コϛュニテΟج൫ڀݚηンター）

　　ؔ࿈展示（図図書館） 

ϛニ展示ʮӳޠଟಡ本ʯ  

य़のಛผ展示　ࡩのなかりͤばʜ　（໖ൈ๛ত　的コϛュニテΟج൫ڀݚηンター）

　　ؔ࿈展示（図図書館）  

内　容
தԝ図書ؗ　లࣔ

2014.2.10ʙ4.18

2014.3.10ʙ4.25

2014.3.24ʙ4.22

2014.4.23ʙ5.23

2014.5.26ʙ6.23

2014.6.16ʙ7.2

2014.7.24ʙ8.8

2014.9.30ʙ10.31

2014.9.30ʙ11.4

2014.10.20ʙ11.21

2014.11.1ʙ11.3

2015.1.19ʙ1.23

2015.3.11ʙ4.30

2015.3.19ʙ4.23

2015.3.24ʙ4.24

ମܳ図書ؗ　లࣔ

2014.6.24ʙ8.31

2014.10.1ʙ10.21

2014.10.30ʙ11.19

2014.11.28ʙ12.18

2015.1.5ʙ1.30

2015.2.2ʙ3.30

図図書ؗ　లࣔ

2014.1.27ʙ11.28

2014.3.31ʙ4.21

2014.6.13ʙ9.1

2014.9.2ʙ2015.3.17

2014.9.12ʙ2015.2.27

2015.3.2ʙ3.18

2015.3.18ʙ4.17

2015.3.19ʙ4.17

（தԝ図書館）学ظதの開館時ؒԆਖ਼ࣜӡ用開始
（月ʙۚ　9�00ʙ22�00ˠ8�30ʙ24�00
　日ॕ日　10�00ʙ18�00ˠ9�00ʙ20�00）

（தԝ図書館）ؒظۀٳにおけるྟ時開館・開館時ؒԆࢼ行
（月ʙۚ　9�00ʙ17�00ˠ9�00ʙ20�00
　日ॕ日　ऴ日ด館ˠ9�00ʙ18�00）

ʮかΏいとこΖにखがಧくʂ図書館খٕूʯをެ開 （2013 年度ラーニング・アドバイザーاը）
（தԝ図書館）Τントランスϗールでの学生ަྲྀاը プϨθンͻΖば （ओ࠵ɿつくばӃ生ωットϫーク）
（தԝ図書館）ެ開講࠲ʮιクラテス・αンバ・ΧϑΣʯ （ओ࠵ɿ人文ࣾ会Պ学ڀݚՊ学・ࢥઐ߈）
つくばリポジトリを JAIRO Cloud 移行 

（தԝ図書館）ෟଐ図書館講ԋ会ʮത࢜文インターωットެ開のૅجࣝʯ開࠵
を開始（行ࢼ）һ推ન学生用図書ڭ
学生બ書ツアーを開࠵
෩のたΊ 17�00 （大௩図書館は 20�00） にྟ時ด館
翌日は 13�30 （大௩図書館は 13�00） までྟ時ด館
医学図書館をリニューアルオープン

（தԝ図書館）ެ開講࠲ʮ図書館アドϕンνャー　ʕ本のでブックϋントʕʯ実施
（ओ࠵ɿ図書館ใϝσΟアڀݚՊ）
（தԝ図書館）ࠃཱࠃ会図書館σジタルԽ資料ૹ৴αーϏスઐ用をઃ置
ෟଐ図書館 8eC αイトのトップϖージをリニューアル
෩のたΊ 15�00 までྟ時ด館

（தԝ図書館）ฏ日（学ظத）の貸出αーϏス時ؒを23�30までにԆ （本館2֊ࣗಈ貸出置のみ）
日ॕ日の貸出αーϏス時ؒを 9�00 からに前し

（தԝ図書館）-A ηϛナーʮ文献ཧしナイトʂ� Ӄ生の ʡࣗ 分ྲྀ ʡから୳るテクニック �ʯを開࠵ 
（2014 年度ラーニング・アドバイザーاը）
（தԝ図書館）プϨθンテーシϣンηϛナー 2014ʮஜ大学 /o.1 プϨθンターから
プϨθンテーシϣンのۃҙを౪むʯを開࠵ （つくばӃ生ωットϫークとの共࠵）
ฏ 28 年度Ҏ߱の電子ジャーナル等の整備方ܾ定

（தԝ図書館）ʮӳޠ文の書き方ʯとʮ&Od/oUe のい方ʯηϛナーを開࠵
 （会ࣾࣜג会ࣾϢαコ・Χクタス・コϛュニέーシϣンζࣜג） 

ʠOYGoSd &OHlJTI DJcUJoOaSZ（O&D） OOlJOeʡトライアルを実施
（大௩図書館）ʮӳޠ文の書き方ʯとʮ&Od/oUe のい方ʯηϛナーを開࠵ 
（会ࣾࣜג会ࣾϢαコ・Χクタス・コϛュニέーシϣンζࣜג）
（தԝ図書館）-A ηϛナーʮࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭的ڀݚ法ϏΪナー講習会ʯを開࠵ 
（2014 年度ラーニング・アドバイザーاը）
ʮラーニング・スクΤアʯの利用及ͼ開館時ؒԆにؔするアンέート実施
（医学図書館）ʮӳޠ文の書き方ʯとʮ&Od/oUe のい方ʯηϛナーを開࠵
（会ࣾࣜג会ࣾϢαコ・Χクタス・コϛュニέーシϣンζࣜג） 
࠵会を開ࠂՌใڀݚ開ൃࣨڀݚ

（தԝ図書館）ࠃཱࠃ会図書館ྺ࢙的ԻݯαーϏスઐ用をઃ置
学ज़文σータϕース 8eC oG ScJeOce のバックϑΝイル（2分）、電子ジャーナル（8JleZ, OYGoSd
6OJWeSTJUZ 1SeTT）のバックϑΝイル、電子ブック（SpSJOHeS, &lTeWJeS, #lacLXell）を購入

2014.4.1

2014.8.9ʙ9.30
2014.12.27ʙ12.28
2015.1.4
2015.2.17ʙ3.31
2014.4.16
2014.4.21ʙ2015.1.23
2014.4.23ʙ2015.1.25
2014.5.21
2014.6.3
2014.6.30
2014.7.9

2014.7.10ʙ7.11

2014.8.6

2014.8.20

2014.8.28
2014.10.1
2014.10.6

2014.11.1

2014.11.18

2014.12.2

2014.12.4

2014.12.11

2014.12.16ʙ2015.2.28

2015.1.24

2015.1.26ʗ1.29

2015.1.26ʙ2.16

2015.1.27

2015.3.3
2015.3.16

2015.3
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学ɾདྷ๚ऀݟ�3
日　付 内　容

಄Λ๊͑ͨ Β図書館

タイཱࠃΧηαート大学学生෦・学生ஂ一行　46 ໊

ϊッテΟンΨム大学一行　ڭत΄か 3 ໊

Χザϑスタン経ࡁ大学ݚ修生　18 ໊

スタンϑΥード大学　(aSZ .uLaJ か΄ࢯ 3 ໊

ற日ωύールࠃ大一行　3 ໊

தࠃからの大学生一行　30 ໊

ϚΧオ大学学生ஂ一行　15 ໊

ฏ 26 年度受ݧ生のたΊのஜ大学આ໌会　4,625 ໊

タイࠃコンέン大学・ൣࢣ大学一行　30 ໊

ΧンϘジアݚ修生一行　10 ໊

トルクϝニスタン大館ࢀ事一行　14 ໊

ϩシアとΧザϑスタンの大学ؔ者（ੈք展開ྗ）　9 ໊

ϚϨーシアクアラルンプールオϑΟス৬һ　1 ໊

学生一行　6߈学ઐোࠃؖ ໊

大学インターンシップ学生一行　3ࢁז ໊

グϩーバルスタッϑަྲྀ会一行　5 ໊

ϩシア大学ؔ者（ੈք展開ྗ）　34 ໊

ϑランスϘルドーからのདྷ๚者（(30 より）　7ࣨࡍࠃؔ ໊

ϕトナムཱࠃ図書館一行　3 ໊

தࠃポストドクター　一行　6 ໊

2014.5.16

2014.5.16

2014.5.22

2014.5.29

2014.6.6

2014.7.15

2014.7.29

2014.8.23ʗ8.24ʗ8.30

2014.9.8

2014.9.25

2014.11.21

2014.12.18

2015.1.13

2015.1.20

2015.2.6

2015.2.13

2015.2.16

2015.2.16

2015.3.2

2015.3.2

開催日　内容 　参加者数

4�ΦϦΤンςーションɾߨशձ
日　付 講　師 参加者数

4 回　　

10 回　　

10 回　　

2 回　　

5 回　　

38 回　　

16 回　　

65 回　　

49 回

2 回

11 回

1 回

2 回

8 回　　

2,413 ໊　　

233 ໊　　

300 ໊　　

17 ໊　　

29 ໊　　

331 ໊　　

58 ໊　　

2,994 ໊　　

2,297 ໊

118 ໊

426 ໊

4 ໊

149 ໊

326 ໊　　

新入生オリΤンテーシϣン（学܈生）　

新入大学Ӄ生オリΤンテーシϣン（Ӄ生）　　

ཹ学生オリΤンテーシϣン　

新ڭһオリΤンテーシϣン　　

図書館の本やࢽࡶの୳し方講習会

文の୳し方講習会

ࣗ༝テーϚオリΤンテーシϣン

Պ目ؔ࿈ࢦ導

（༁）ϑϨッシュϚンηϛナー（֤学ྨ等）

　　　　तۀʮૅجԽ学実ݧʯय़学ظの6コϚ分を୲

　　　　तۀʮの୳ݕ法ʯळ学ظの11コϚ分を୲

　　　　तۀʮޠࠃᶗʯय़学ظの1コϚ分を୲

　　　　तۀʮޠࠃᶙʯय़学ظの2コϚ分を୲

その他

ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナー　ࣝとݴ༿をΊ͙るݥ（2014य़） 
　  6.5 文書リテラシーɿখ文とϨポートのҧいは分りますかʁ 
　  6.12 文書リテラシーɿใをߏԽする 
　  6.19 大学でにつけたいݴ༿の ɿྗٙ うことからはじΊよう�൷的にಡむ� 
　  6.20 大学でにつけたいݴ༿の ɿྗ考え方のड़べ方�ओுのʻߏ �̓ 
　  7.3 事実ʁҙ見ʁɿ図දを文ষでද現する 
　  7.10 事実ʁҙ見ʁɿʮ事実ʯとʮҙ見ʯを۠ผする 
　  7.17 ࣗ 分をकるʮใリテラシーʯɿใのւでお΅れないたΊに 
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナー　ࣝとݴ༿をΊ͙るݥ（2014ळ）
　10.28 文書リテラシーɿখ文とϨポートのҧいは分りますかʁ 
　10.30 文書リテラシーɿใをߏԽする 
　11.6 大学でにつけたいݴ༿の ɿྗٙ うことからはじΊよう�൷的にಡむ�
　11.13 大学でにつけたいݴ༿の ɿྗ考え方のड़べ方�ओுのʻߏ �̓ 
　11.15 ࣗ 分をकるʮใリテラシーʯɿใのࢁでわないたΊに
　11.19 事実ʁҙ見ʁɿ図දを文ষでද現する 
　11.20 事実ʁҙ見ʁɿʮ事実ʯとʮҙ見ʯを۠ผする 
-Aηϛナー 
　11.18 文献ཧしナイトʂɻ Ӄ生のʡࣗ 分ྲྀʡから୳るテクニックɻ
　12.2 プϨθンテーシϣンηϛナーʮஜ大学/o.1プϨθンターから
　 プϨθンテーシϣンのۃҙを౪むʯ
　  1.26 ࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭ 的ڀݚ法ϏΪナー講習会
 ୈ一෦ɿྔ 的ڀݚのいΖは 
　  1.29 ࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭ 的ڀݚ法ϏΪナー講習会
 ୈニ෦ɿ࣭ 的ڀݚのいΖは 

千ึඒࡾ
（図書館ใϝσΟアܥ）
ౡా߁行

（アドϛッシϣンηンター）
ଜߓೋ

（ߏػҭイニシアテΟブڭ）
ҳଜ༟（図書館ใϝσΟアܥ）

千ึඒࡾ
（図書館ใϝσΟアܥ）
ౡా߁行

（アドϛッシϣンηンター）
ҳଜ༟（図書館ใϝσΟアܥ）
ଜߓೋ

（ߏػҭイニシアテΟブڭ）

ラーニング・アドバイザー（-A）

ۚҪխਔ（人ؒ૯߹Պ学ڀݚՊ�-A）

ラーニング・アドバイザー（-A）

ラーニング・アドバイザー（-A）

106໊
26໊
18໊
22໊
19໊

9໊
5໊
7໊

89໊
21໊
10໊
14໊
12໊
15໊
11໊

6໊
290໊

63໊

101໊

66໊

60໊

講　師

※શ�� ʢ݅��00໊ʣ͔ΒൈਮしたのͰす

2014.6.30ʙ7.10
2014.8.25ʙ9.5

ฏ26年度大学図書館৬һݚظ修　（受講生36໊）
インターンシップ （ஜ大学ใ学܈ ࣝใ・図書館学ྨ 1໊）

मɾシンϙジウϜݚ�5
日　付 内　容

2014.5.20
2015.3.23
2014.5.23ʗ7.31ʗ9.30
2015.3.3
2014.6.6ʗ8.7ʗ9.24
2015.1.23
2014.6.26ʗ12.18

ෟଐ図書館ڀݚ開ൃࣨӡӦ会ٞ

ෟଐ図書館ӡӦҕһ会

ෟଐ図書館ऩ書ઐҕһ会

ෟଐ図書館ϘランテΟアઐҕһ会

6�ձٞ
日　付 内　容

2014.4.1
2013.9.11ʙ2014.8.5
2014.7.9
2014.8.6
2014.8.29

தԝ図書館2֊ラーニング・スクΤアをリニューアル
医学図書館　耐震改修工事にう資料の取りد （ͤI--）ແঈԽા置
医学図書館　耐震改修工事ॡ工にいچෟଐපӃ̚ ౩̒֊Ծઃ図書ࣨをดࣨ
医学図書館をリニューアルオープン
தԝ図書館入ୀ館システムの更新

7�ͦͷଞ
日　付 内　容
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学ɾདྷ๚ऀݟ�3
日　付 内　容

಄Λ๊͑ͨ Β図書館

タイཱࠃΧηαート大学学生෦・学生ஂ一行　46 ໊

ϊッテΟンΨム大学一行　ڭत΄か 3 ໊

Χザϑスタン経ࡁ大学ݚ修生　18 ໊

スタンϑΥード大学　(aSZ .uLaJ か΄ࢯ 3 ໊

ற日ωύールࠃ大一行　3 ໊

தࠃからの大学生一行　30 ໊

ϚΧオ大学学生ஂ一行　15 ໊

ฏ 26 年度受ݧ生のたΊのஜ大学આ໌会　4,625 ໊

タイࠃコンέン大学・ൣࢣ大学一行　30 ໊

ΧンϘジアݚ修生一行　10 ໊

トルクϝニスタン大館ࢀ事一行　14 ໊

ϩシアとΧザϑスタンの大学ؔ者（ੈք展開ྗ）　9 ໊

ϚϨーシアクアラルンプールオϑΟス৬һ　1 ໊

学生一行　6߈学ઐোࠃؖ ໊

大学インターンシップ学生一行　3ࢁז ໊

グϩーバルスタッϑަྲྀ会一行　5 ໊

ϩシア大学ؔ者（ੈք展開ྗ）　34 ໊

ϑランスϘルドーからのདྷ๚者（(30 より）　7ࣨࡍࠃؔ ໊

ϕトナムཱࠃ図書館一行　3 ໊

தࠃポストドクター　一行　6 ໊

2014.5.16

2014.5.16

2014.5.22

2014.5.29

2014.6.6

2014.7.15

2014.7.29

2014.8.23ʗ8.24ʗ8.30

2014.9.8

2014.9.25

2014.11.21

2014.12.18

2015.1.13

2015.1.20

2015.2.6

2015.2.13

2015.2.16

2015.2.16

2015.3.2

2015.3.2

開催日　内容 　参加者数

4�ΦϦΤンςーションɾߨशձ
日　付 講　師 参加者数

4 回　　

10 回　　

10 回　　

2 回　　

5 回　　

38 回　　

16 回　　

65 回　　

49 回

2 回

11 回

1 回

2 回

8 回　　

2,413 ໊　　

233 ໊　　

300 ໊　　

17 ໊　　

29 ໊　　

331 ໊　　

58 ໊　　

2,994 ໊　　

2,297 ໊

118 ໊

426 ໊

4 ໊

149 ໊

326 ໊　　

新入生オリΤンテーシϣン（学܈生）　

新入大学Ӄ生オリΤンテーシϣン（Ӄ生）　　

ཹ学生オリΤンテーシϣン　

新ڭһオリΤンテーシϣン　　

図書館の本やࢽࡶの୳し方講習会

文の୳し方講習会

ࣗ༝テーϚオリΤンテーシϣン

Պ目ؔ࿈ࢦ導

（༁）ϑϨッシュϚンηϛナー（֤学ྨ等）

　　　　तۀʮૅجԽ学実ݧʯय़学ظの6コϚ分を୲

　　　　तۀʮの୳ݕ法ʯळ学ظの11コϚ分を୲

　　　　तۀʮޠࠃᶗʯय़学ظの1コϚ分を୲

　　　　तۀʮޠࠃᶙʯय़学ظの2コϚ分を୲

その他

ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナー　ࣝとݴ༿をΊ͙るݥ（2014य़） 
　  6.5 文書リテラシーɿখ文とϨポートのҧいは分りますかʁ 
　  6.12 文書リテラシーɿใをߏԽする 
　  6.19 大学でにつけたいݴ༿の ɿྗٙ うことからはじΊよう�൷的にಡむ� 
　  6.20 大学でにつけたいݴ༿の ɿྗ考え方のड़べ方�ओுのʻߏ �̓ 
　  7.3 事実ʁҙ見ʁɿ図දを文ষでද現する 
　  7.10 事実ʁҙ見ʁɿʮ事実ʯとʮҙ見ʯを۠ผする 
　  7.17 ࣗ 分をकるʮใリテラシーʯɿใのւでお΅れないたΊに 
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナー　ࣝとݴ༿をΊ͙るݥ（2014ळ）
　10.28 文書リテラシーɿখ文とϨポートのҧいは分りますかʁ 
　10.30 文書リテラシーɿใをߏԽする 
　11.6 大学でにつけたいݴ༿の ɿྗٙ うことからはじΊよう�൷的にಡむ�
　11.13 大学でにつけたいݴ༿の ɿྗ考え方のड़べ方�ओுのʻߏ �̓ 
　11.15 ࣗ 分をकるʮใリテラシーʯɿใのࢁでわないたΊに
　11.19 事実ʁҙ見ʁɿ図දを文ষでද現する 
　11.20 事実ʁҙ見ʁɿʮ事実ʯとʮҙ見ʯを۠ผする 
-Aηϛナー 
　11.18 文献ཧしナイトʂɻ Ӄ生のʡࣗ 分ྲྀʡから୳るテクニックɻ
　12.2 プϨθンテーシϣンηϛナーʮஜ大学/o.1プϨθンターから
　 プϨθンテーシϣンのۃҙを౪むʯ
　  1.26 ࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭ 的ڀݚ法ϏΪナー講習会
 ୈ一෦ɿྔ 的ڀݚのいΖは 
　  1.29 ࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭ 的ڀݚ法ϏΪナー講習会
 ୈニ෦ɿ࣭ 的ڀݚのいΖは 

千ึඒࡾ
（図書館ใϝσΟアܥ）
ౡా߁行

（アドϛッシϣンηンター）
ଜߓೋ

（ߏػҭイニシアテΟブڭ）
ҳଜ༟（図書館ใϝσΟアܥ）

千ึඒࡾ
（図書館ใϝσΟアܥ）
ౡా߁行

（アドϛッシϣンηンター）
ҳଜ༟（図書館ใϝσΟアܥ）
ଜߓೋ

（ߏػҭイニシアテΟブڭ）

ラーニング・アドバイザー（-A）

ۚҪխਔ（人ؒ૯߹Պ学ڀݚՊ�-A）

ラーニング・アドバイザー（-A）

ラーニング・アドバイザー（-A）

106໊
26໊
18໊
22໊
19໊

9໊
5໊
7໊

89໊
21໊
10໊
14໊
12໊
15໊
11໊

6໊
290໊

63໊

101໊

66໊

60໊

講　師

※શ�� ʢ݅��00໊ʣ͔ΒൈਮしたのͰす

2014.6.30ʙ7.10
2014.8.25ʙ9.5

ฏ26年度大学図書館৬һݚظ修　（受講生36໊）
インターンシップ （ஜ大学ใ学܈ ࣝใ・図書館学ྨ 1໊）

मɾシンϙジウϜݚ�5
日　付 内　容

2014.5.20
2015.3.23
2014.5.23ʗ7.31ʗ9.30
2015.3.3
2014.6.6ʗ8.7ʗ9.24
2015.1.23
2014.6.26ʗ12.18

ෟଐ図書館ڀݚ開ൃࣨӡӦ会ٞ

ෟଐ図書館ӡӦҕһ会

ෟଐ図書館ऩ書ઐҕһ会

ෟଐ図書館ϘランテΟアઐҕһ会

6�ձٞ
日　付 内　容

2014.4.1
2013.9.11ʙ2014.8.5
2014.7.9
2014.8.6
2014.8.29

தԝ図書館2֊ラーニング・スクΤアをリニューアル
医学図書館　耐震改修工事にう資料の取りد （ͤI--）ແঈԽા置
医学図書館　耐震改修工事ॡ工にいچෟଐපӃ̚ ౩̒֊Ծઃ図書ࣨをดࣨ
医学図書館をリニューアルオープン
தԝ図書館入ୀ館システムの更新

7�ͦͷଞ
日　付 内　容
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2.図書館のץ行

所蔵・ެ ։ࢿྉͷه

%*ྉࢿ 書໊�ࡌܝ �༰ ྉछผࢿ ྉ໊ࢿ هٻ߸

ஜ大学ෟଐ図書館年ใ2013年度
ฏ26年度ஜ大学ෟଐ図書館اը展
図書館をඈͼ出した書たち （図録）
1SJTN（1SacUJcal IOGoSNaUJoO GoS ZouS SeSeOdJpJUZ aOd .JOd）

　

ஜ大学ෟଐ図書館֓ཁ 2015（日本ޠ൛・ӳޠ൛）
ஜ大学ෟଐ図書館利用Ҋ2015（ӳซه）

-eaSOJOH SRuaSe ReOeXal 
ץ߸から࠷新߸までの全文が利用Մに。

（ScJeOceDJSecU, /aUuSe本ࢽ・ؔ ࿈ࢽ23ࢽ）
தԝ図書館 学生αポートσスク ラーニング・アドバイザー2014
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナーʮࣝとݴ༿をΊ͙るݥʯ体هݧ

ʮ文書リテラシーʯ
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナーʮࣝとݴ༿をΊ͙るݥʯ体هݧ

ʮ大学でにつけたいݴ༿のྗʯ
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナーʮࣝとݴ༿をΊ͙るݥʯ体هݧ

ʮ事実ʁҙ見ʁʯ
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナーʮࣝとݴ༿をΊ͙るݥʯ体هݧ

ʮࣗ分をकるh ใリテラシー ʯɦ
8IaUʟT 学生αポートσスクʁ 
医学図書館がリニューアルオープンしましたʂ
ஜ大学/o.1プϨθンターにラーニング・アドバイザー
ۚҪխਔさんがબばれましたʂ 
文献ཧしナイトʂ Ӄ生のʠࣗ分ྲྀʡから୳るテクニック　μイジΣスト
プϨθンテーシϣンηϛナー2014 ஜ大学/o.1プϨθンターから
プϨθンテーシϣンのۃҙを౪む μイジΣスト
ࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭ 的ڀݚ法ϏΪナー講習会
ୈ１෦ྔ的ڀݚのいΖは 
ࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭ 的ڀݚ法ϏΪナー講習会
ୈ２෦࣭的ڀݚのいΖは 

/o.62　
2014.4.1

/o.63
2014.4.2

/o.65
2014.7.1

/o.64
2014.4.24

/o.66
2014.7.31

/o.67
2014.7.31

/o.68
2014.8.22

/o.69
2014.10.1
/o.70
2014.10.23

/o.71
2014.11.19

/o.72
2014.12.10

/o.73
2014.12.12

/o.74
2015.2.16

/o.75
2015.2.23

ʮࢉのൃ࠶見ʯ
࢙આの日本ٯ .17ʮށߐख़ฤʯ

ʮဠઆ大ਖ਼݂ڭຍៃղʯ

/),ʮニュースϫイドҵʯで์ө
2014�5�28

ʮ文Խڀݚʯ13 ߸
ʮݹټʯ66 ߸
#S�5#S ʮͻと・まちل行ʯ
で์ө

ʮڰ講ਂҪࢤಓݢ � トトントン、
とんͩށߐの講ऍࢣʯ

ʮ֮ࢹোڭҭブックϨット 
2 学（�14）߸ظʯ

ʮこれからのࠃ文学ڀݚのたΊに � 
ా利ౣूʯ

ʮആ文学ใʯ48 ߸
#S ே日 ʮඦ年໊Ոʯで์ө

ʮDO#O,6 ʯ60ژ会東ٕ࢜ ߸

#S�5#S ʮಾղき  のススϝʯށߐ �
ୈ 140 回ʮށߐのඒ少年ʯで์ө
2014�12�15

ʮࣾ会Պのतۀ খ学 6 年ʯ

ʮCZaOʯ4 ߸
テϨϏ࡛ۄʮ॓ޱോϲ୩॓
日ޫޚಓをΏくʯで์ө
ே日ジュニアシリーζ

ʰिץϚンΨ日本࢙ʱ27 ߸
ʮ利ଚࢯʯ
ʮ໊ࢁफ全ʯ
#S 日テϨ ʮ料ཧはじまり 
ୈࡾʯで์ө
 2015�3�2

ʮうみと水ͧくʯ
（ਆཱࢢށਢຏւ水Ԃ）
33 ר 4 ߸

ʮ利ٳෲʯ

༲ًࢉ法 7ר
খላᅳ࢙ � ਘৗՊ用. 上ר

ဠઆ大ਖ਼݂ڭຍៃղ

日本ࡾ大መ録 רୈ12

ҏᅳُࢁདྷྺ �ොࢁُ 
ுࢯ全書 ୈ52冊
文෦লൃ行ۋ៸ � ҥ۬ॅ೭
Ո৬༮៸ղ೭ᅷ等

上࢛ าອ録ࢄ

コンドルത࢜Ҩू࡞

しやかの本

ᨢ書੶目録
൪៸ᅷۈڮ၊ޱᔹؠ
文෦লൃ行ۋ៸ � ҥ۬ॅ೭
Ո৬༮៸ղ೭ᅷ等

見ฉ܉ঞ

៸本रҨ৴ޙهรר೭7
ղ体新書
ॅ٢ޠֆר

൪៸ᅷۈڮ၊ޱᔹؠ

大日本໊কؑ

ᅷࢣژभॹᰨક෦தੲߖ

ࡾ೭ר　のԸᖒޚ

Ქֆ 19

ࣾՈ日ه � ఱਖ਼े年
ࣗӞਖ਼月ࡾࢸ月

コ200-2
ヘ000-1142
ハ320-72
090-Ts66-215

ヨ250-23

ヨ350-45
イ350-234

ヘ950-宮196

ネ312-17

523.1-C86

ハ360-361

ル102-1
ヨ150-170

ヘ950-宮196

ヨ380-172

ル152-6
サ200-6
ル120-364

ヨ150-170

へ950-宮247

ヨ150-243

ロ580-869

726.1-N47

北野社

10076713848
10088019052
10076865120
10099800087

10076851083

10076850641
10076926240

10088015236

10076905574

40010001220

10076701230

10076716795
10076879842

10088015236

10076852830

10076721029
10076713857
10076132005

10076879842

10088015221

10076881947

10088015374
  

10084019139

10003015182

ॏ書و
Պ書ڭ
ݹ書
Ϛイクϩ

ݹ書

ݹ書
ݹ書

ݹ書

ݹ書

一ൠ

ॏ書و

ݹ書
ݹ書

ݹ書

ݹ書

ݹ書
ॏ書و
ॏ書و

ݹ書

ݹ書

ݹ書

ݹ書

ॏ書و

ॏ書و

出൛
出൛

出൛

์ө

出൛
出൛

์ө

出൛

出൛

出൛

出൛
์ө

出൛

์ө

出൛

出൛

出൛

出൛

出൛

์ө

出൛

出൛

2014年度発行Prism Webサイトアクセス数

1No.

༰　ࡌܝ ݩࡌܝ ϝσΟΞ
ஜ大学、ؔػリポジトリを/IIのJAIRO Cloud移行
ஜ大学ʗڭҭڀݚՌൃ৴システムを/IIの共用αーϏスに移行
書きにとらわれず学的なٞ　ʮιクラテス・αンバ・ΧϑΣʯݞ
αークルָしみୂ Ӄ生のࢹから学܈生 ஜ大学ෟଐ図書館ラーニング・
アドバイザー
学生のใ୳ࡧ行ಈについて、ҳଜ༟図書館ใϝσΟアڭܥतがコϝント。

（ෟଐதԝ図書館にてࡱ影）
工ڽらしௌきखつかむ　ஜ大学/o.1プϨθンター　ۚҪխਔさん

（)26ラーニング・アドバイザー）

ΧϨントアΣアωス�R
IC5ڭҭニュース
日ץ ৗཅ新ฉ

日ץ ৗཅ新ฉ

クϩーζアップ現

日ץ ৗཅ新ฉ

2014.5.21
2014.5.23
2014.6.12

2014.8.23

2014.12.10

2015.1.1

※શ��݅ Β͔ൈਮしたのͰす

8eC
8eC
新ฉ

新ฉ

テϨϏ

新ฉ

2014.5.1
2014.5.14

2014.5.14

2014.5.20

2014.7.18
2014.8.8

2014.8.29

2014.8.29

2014.9.5

2014.9.16

2014.9.17
2014.10.20

2014.11.18

2014.12.4

2014.12.24

2015.1.15

2015.1.22

2015.2.2

2015.2.4

2015.2.6

2015.2.12

2015.3.31
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2.図書館のץ行

所蔵・ެ ։ࢿྉͷه

%*ྉࢿ 書໊�ࡌܝ �༰ ྉछผࢿ ྉ໊ࢿ هٻ߸

ஜ大学ෟଐ図書館年ใ2013年度
ฏ26年度ஜ大学ෟଐ図書館اը展
図書館をඈͼ出した書たち （図録）
1SJTN（1SacUJcal IOGoSNaUJoO GoS ZouS SeSeOdJpJUZ aOd .JOd）

　

ஜ大学ෟଐ図書館֓ཁ 2015（日本ޠ൛・ӳޠ൛）
ஜ大学ෟଐ図書館利用Ҋ2015（ӳซه）

-eaSOJOH SRuaSe ReOeXal 
ץ߸から࠷新߸までの全文が利用Մに。

（ScJeOceDJSecU, /aUuSe本ࢽ・ؔ ࿈ࢽ23ࢽ）
தԝ図書館 学生αポートσスク ラーニング・アドバイザー2014
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナーʮࣝとݴ༿をΊ͙るݥʯ体هݧ

ʮ文書リテラシーʯ
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナーʮࣝとݴ༿をΊ͙るݥʯ体هݧ

ʮ大学でにつけたいݴ༿のྗʯ
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナーʮࣝとݴ༿をΊ͙るݥʯ体هݧ

ʮ事実ʁҙ見ʁʯ
ライテΟングࢧԉ࿈続ηϛナーʮࣝとݴ༿をΊ͙るݥʯ体هݧ

ʮࣗ分をकるh ใリテラシー ʯɦ
8IaUʟT 学生αポートσスクʁ 
医学図書館がリニューアルオープンしましたʂ
ஜ大学/o.1プϨθンターにラーニング・アドバイザー
ۚҪխਔさんがબばれましたʂ 
文献ཧしナイトʂ Ӄ生のʠࣗ分ྲྀʡから୳るテクニック　μイジΣスト
プϨθンテーシϣンηϛナー2014 ஜ大学/o.1プϨθンターから
プϨθンテーシϣンのۃҙを౪む μイジΣスト
ࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭ 的ڀݚ法ϏΪナー講習会
ୈ１෦ྔ的ڀݚのいΖは 
ࣾ会Պ学ܥӃ生によるྔ的・࣭ 的ڀݚ法ϏΪナー講習会
ୈ２෦࣭的ڀݚのいΖは 

/o.62　
2014.4.1

/o.63
2014.4.2

/o.65
2014.7.1

/o.64
2014.4.24

/o.66
2014.7.31

/o.67
2014.7.31

/o.68
2014.8.22

/o.69
2014.10.1
/o.70
2014.10.23

/o.71
2014.11.19

/o.72
2014.12.10

/o.73
2014.12.12

/o.74
2015.2.16

/o.75
2015.2.23

ʮࢉのൃ࠶見ʯ
࢙આの日本ٯ .17ʮށߐख़ฤʯ

ʮဠઆ大ਖ਼݂ڭຍៃղʯ

/),ʮニュースϫイドҵʯで์ө
2014�5�28

ʮ文Խڀݚʯ13 ߸
ʮݹټʯ66 ߸
#S�5#S ʮͻと・まちل行ʯ
で์ө

ʮڰ講ਂҪࢤಓݢ � トトントン、
とんͩށߐの講ऍࢣʯ

ʮ֮ࢹোڭҭブックϨット 
2 学（�14）߸ظʯ

ʮこれからのࠃ文学ڀݚのたΊに � 
ా利ౣूʯ

ʮആ文学ใʯ48 ߸
#S ே日 ʮඦ年໊Ոʯで์ө

ʮDO#O,6 ʯ60ژ会東ٕ࢜ ߸

#S�5#S ʮಾղき  のススϝʯށߐ �
ୈ 140 回ʮށߐのඒ少年ʯで์ө
2014�12�15

ʮࣾ会Պのतۀ খ学 6 年ʯ

ʮCZaOʯ4 ߸
テϨϏ࡛ۄʮ॓ޱോϲ୩॓
日ޫޚಓをΏくʯで์ө
ே日ジュニアシリーζ

ʰिץϚンΨ日本࢙ʱ27 ߸
ʮ利ଚࢯʯ
ʮ໊ࢁफ全ʯ
#S 日テϨ ʮ料ཧはじまり 
ୈࡾʯで์ө
 2015�3�2

ʮうみと水ͧくʯ
（ਆཱࢢށਢຏւ水Ԃ）
33 ר 4 ߸

ʮ利ٳෲʯ

༲ًࢉ法 7ר
খላᅳ࢙ � ਘৗՊ用. 上ר

ဠઆ大ਖ਼݂ڭຍៃղ

日本ࡾ大መ録 רୈ12

ҏᅳُࢁདྷྺ �ොࢁُ 
ுࢯ全書 ୈ52冊
文෦লൃ行ۋ៸ � ҥ۬ॅ೭
Ո৬༮៸ղ೭ᅷ等

上࢛ าອ録ࢄ

コンドルത࢜Ҩू࡞

しやかの本

ᨢ書੶目録
൪៸ᅷۈڮ၊ޱᔹؠ
文෦লൃ行ۋ៸ � ҥ۬ॅ೭
Ո৬༮៸ղ೭ᅷ等

見ฉ܉ঞ

៸本रҨ৴ޙهรר೭7
ղ体新書
ॅ٢ޠֆר

൪៸ᅷۈڮ၊ޱᔹؠ

大日本໊কؑ

ᅷࢣژभॹᰨક෦தੲߖ

ࡾ೭ר　のԸᖒޚ

Ქֆ 19

ࣾՈ日ه � ఱਖ਼े年
ࣗӞਖ਼月ࡾࢸ月

コ200-2
ヘ000-1142
ハ320-72
090-Ts66-215

ヨ250-23

ヨ350-45
イ350-234

ヘ950-宮196

ネ312-17

523.1-C86

ハ360-361

ル102-1
ヨ150-170

ヘ950-宮196

ヨ380-172

ル152-6
サ200-6
ル120-364

ヨ150-170

へ950-宮247

ヨ150-243

ロ580-869

726.1-N47

北野社

10076713848
10088019052
10076865120
10099800087

10076851083

10076850641
10076926240

10088015236

10076905574

40010001220

10076701230

10076716795
10076879842

10088015236

10076852830

10076721029
10076713857
10076132005

10076879842

10088015221

10076881947

10088015374
  

10084019139

10003015182

ॏ書و
Պ書ڭ
ݹ書
Ϛイクϩ

ݹ書

ݹ書
ݹ書

ݹ書

ݹ書

一ൠ

ॏ書و

ݹ書
ݹ書

ݹ書

ݹ書

ݹ書
ॏ書و
ॏ書و

ݹ書

ݹ書

ݹ書

ݹ書

ॏ書و

ॏ書و

出൛
出൛

出൛

์ө

出൛
出൛

์ө

出൛

出൛

出൛

出൛
์ө

出൛

์ө

出൛

出൛

出൛

出൛

出൛

์ө

出൛

出൛

2014年度発行Prism Webサイトアクセス数

1No.

༰　ࡌܝ ݩࡌܝ ϝσΟΞ
ஜ大学、ؔػリポジトリを/IIのJAIRO Cloud移行
ஜ大学ʗڭҭڀݚՌൃ৴システムを/IIの共用αーϏスに移行
書きにとらわれず学的なٞ　ʮιクラテス・αンバ・ΧϑΣʯݞ
αークルָしみୂ Ӄ生のࢹから学܈生 ஜ大学ෟଐ図書館ラーニング・
アドバイザー
学生のใ୳ࡧ行ಈについて、ҳଜ༟図書館ใϝσΟアڭܥतがコϝント。

（ෟଐதԝ図書館にてࡱ影）
工ڽらしௌきखつかむ　ஜ大学/o.1プϨθンター　ۚҪխਔさん

（)26ラーニング・アドバイザー）

ΧϨントアΣアωス�R
IC5ڭҭニュース
日ץ ৗཅ新ฉ

日ץ ৗཅ新ฉ

クϩーζアップ現

日ץ ৗཅ新ฉ

2014.5.21
2014.5.23
2014.6.12

2014.8.23

2014.12.10

2015.1.1

※શ��݅ Β͔ൈਮしたのͰす

8eC
8eC
新ฉ

新ฉ

テϨϏ

新ฉ

2014.5.1
2014.5.14

2014.5.14

2014.5.20

2014.7.18
2014.8.8

2014.8.29

2014.8.29

2014.9.5

2014.9.16

2014.9.17
2014.10.20

2014.11.18

2014.12.4

2014.12.24

2015.1.15

2015.1.22

2015.2.2

2015.2.4

2015.2.6

2015.2.12

2015.3.31
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৫図・ྺ 館

2��ྺ 図書館
໊��લ ؒ��ظ උߟ��

36年9月6日࣏໌
44年4月29日࣏໌
ত4年3月31日
ত7年3月3日
ত20年10月3日
ত24年5月31日
ত24年8月30日
ত29年7月15日
ত31年3月31日
ত33年3月31日
ত33年4月30日
ত35年4月30日
ত38年3月31日
ত40年3月31日
ত42年3月31日
ত44年3月31日
ত44年4月27日
ত46年4月27日
ত47年3月31日
ত51年3月31日
ত53年3月31日

図書事ಜ
ओװ
ओװ

事取ѻ

事取ѻ

32年6月30日࣏໌
32年9月7日࣏໌
44年4月30日࣏໌
ত4年4月1日
ত7年3月4日
ত20年10月4日
ত24年6月1日
ত24年8月31日
ত29年7月16日
ত31年4月1日
ত33年4月1日
ত33年5月1日
ত35年5月1日
ত38年4月1日
ত40年4月1日
ত42年4月1日
ত44年4月1日
ত44年4月28日
ত46年4月28日
ত47年4月1日
ত51年4月1日

・ߍ学ൣࢣ等ߴ
東ߴژ等ൣࢣ学ߍ

東ژ文ཧՊ大学

東ڭژҭ大学

　ถ٢ࡾ
　ถ٢ࡾ
দҪ　؆࣏
দҪ　؆࣏
ॾڮ　బ࣍
　ே࣍
　ே࣍
Լଜಪଠ
த　　ਗ਼
ཾ　　۽
ཾ　　۽
ཾ　　۽
ංޙ　உ
　　　࡚ࢁ
ฏ௩　直ल
ञҪ　
ڵཾ　ౢٶ
ञҪ　
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౻　૱༤
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ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ

ত49年5月1日
ত50年4月1日
ত52年4月1日
ত54年4月1日
ত54年6月9日
ত56年4月1日
ত56年5月1日
ত60年3月31日
ত60年4月3日
ত62年6月8日
ฏݩ年6月8日
ฏ3年3月31日
ฏ5年3月31日
ฏ9年3月31日
ฏ11年3月31日
ฏ13年3月31日
ฏ15年3月31日
ฏ16年3月31日
ฏ22年3月31日
ฏ24年3月31日

事取ѻ

事取ѻ

事取ѻ

事取ѻ

ظ2

ظ3

ত48年10月1日
ত49年5月1日
ত50年4月2日
ত52年4月2日
ত54年4月2日
ত54年6月9日
ত56年4月2日
ত56年5月1日
ত60年4月1日
ত60年4月3日
ত62年6月9日
ฏݩ年6月9日
ฏ3年4月1日
ฏ5年4月1日
ฏ9年4月1日
ฏ11年4月1日
ฏ13年4月1日
ฏ15年4月1日
ฏ16年4月1日
ฏ22年4月1日
ฏ24年4月1日

ஜ大学 ༤　ྠࡾ
ञҪ　
大ں　　ໜ
進　　ڮߴ
ڵཾ　ౢٶ
Ԭ本　ܟೋ
進　　ڮߴ
利உ　࢘܊
দӜ　ӻ೭
ঋా　ެࡾ
༄প　ॏ߶
খ　࣏ܓ
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ݪ　อ༤
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൘ڮ　ल一
　๕文ࢁ
య࢙　　ྛ
২দ　ః
ଟ༤
தࢁ　伸一

ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
ʙ
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ʢ20��年�݄�ࡏݱʣ

  ̍ ����� ϘϥϯςΟΞߏ
˔உੑɿ12　˔ঁੑɿ41　　　計 53 ໊

ʪ年ྸ༁ʫ

˔３０ɿ4　　˔４０ɿ2　 　̝ ０̑ɿ14

˔ ０̒ɿ19　 ̝ ０̓ɿ13　 ̝ 8０ɿ1

˔新׆نಈ者 5 ໊　˔更新׆ಈ者 48 ໊

ܭಈ౷׆��  
̍　૯߹Ҋ

　˔ϘランテΟアΧンター利用者数　1,158 人

　　（学者ɿ 973 人 　学֎者ɿ185 人）

　˔図書館見学Ҋ　103 件   4,577 人

　˔ର໘࿕ಡ　ϨΪュラー利用なし 　

̎　利用ڥඋ

　˔シΣルϑリーσΟング数　3,663 ࿈

　　（தԝ図書館ɿ3,577 ࿈　体ܳ図書館ɿ86 ࿈　）

　˔ෆ໌図書のൃ見　6 冊

　˔ラϕルิ修　364 冊

　　（தԝ図書館ɿ316 冊　 体ܳ図書館ɿ48 冊）

　˔図書修ཧ冊数　1,492 冊

　　（தԝ図書館ɿ1,035 冊　 体ܳ図書館ɿ457 冊）

̏　ମܳ図書ؗポスターཧ　422 ຕ

  ��ؒࣄߦ 
̍　ϑΥϩーΞοϓݚम

　 ʮ̝大学におけるোの͋る学生の修学ࢧԉについてʯ

　　ʮ૯ʯ7 月 講ࢣ ా一ଇো学生ࢧԉࣨ　

　　ʮ֮ࢹোʯ9 月 講ࢣ まΏো学生ࢧԉࣨॿڭ

　　ʮௌ֮ো・ൃୡোʯ11 月 講ࢣ ༗ւ順子ো学生

　ڭԉࣨॿࢧ学生੨ਅ७ো、ڭԉࣨॿࢧ　　　

　　　ʮো者ࠩผղফ法ʯの施行（2016 年 4 月）を前に、

　　ো学生ࢧԉࣨから講ࢣをおটきし、3 回࿈続でোผの

。ԉについて学ͼましたࢧ　　

　˔ϛニϨクνャー　１月

　　　ʮ5ulJpT SeaScI のい方ʯ講ࢣ ݉দϨϑΝϨンス୲

　˔学施ઃ見学（αイバニクスڀݚηンター）6 月

　ϩϘットスーツ )A- を生み出

したڀݚ施ઃを見学しました。

人ࢧԉٕज़についての࠷ઌの

取り組みをわかりやすくઆ໌し

ていたͩきました。

　˔学֎施ઃ見学（ҵ大学図書館、ҵ࢙ྺཱݝ館）12 月

�　ϘϥϯςΟΞ࠙ஊձ　１０月

�　ϘϥϯςΟΞߨԋձ　１０月

　ʮࢴのಡみと電子のಡみのҧいがࢲたちにもたらすものʯ

　講ࢣ ३図書館ใϝσΟアܥ।ڭत

�　ҙަݟձ

　利用ڥ整備・૯߹Ҋ߹ಉ 　    　　　　　　 8 月

　体ܳಛघ資料（ポスター）整ཧ　　　　　　　　　2 月

  ��֤छ׆ಈ
Ҋֶݟ　̍

　ϑϨッシュϚンηϛナーとߍߴ

生の見学は年々増加し、Ϙラン

テΟアが館Ψイドをしている࢟

がすっかり定ணしています。

　ಛに、ཹ学生オリΤンテーシϣ

ンや、年ؒ 20 件にも及Ϳւ֎からのདྷ๚者など֎ޠࠃのҊ

ϘランテΟアはܽかͤないଘࡏとなっています。

�　ମܳ図書ؗಛघ資料ʢポスターʣཧ

年は、体ܳ図書館でඒज़展ポスターを整ཧするϝンバーをืࠓ　

ूし、5 ໊の新نϘランテΟアが加わ

りました。体ܳ図書館のコϨクシϣンで

͋る展ཡ会目録とのリンクやポスター

σータϕースのߏஙなどࡉかいۀ࡞も

いますが、ܳज़ؔの๛な資料

にғまれඒज़展のใަなどָしみながら׆ಈしています。

�　༁

　図書館 8eC ϖージのʮ図書館খٕूʯのӳ༁のおखいや、

学ޠ、インタϏューの通༁をするなどۀһの図書館ڭ人ࠃ֎

ͩけでなく図書館のࣝもٻΊられる׆ಈにもؔわりました。

�　ͦのଞの׆ಈ

　2015年6月、図書館ϘランテΟアはൃ20प年をܴえます。

༗ࢤによるه೦事ۀのたΊのϫーΩンググループを݁し、ه೦

にはϘランテΟࢽ೦ه。を行ないましたۀ࡞行やࣜయ準備のൃࢽ

ア全һがコϝントをͤدるなど、上がりがちԕしいとこΖで

す。ʮ図Ϙラの会ʯ会ใ 200 ߸分の߹冊本も、図書修ཧϘラ

ンテΟアのख࡞りで進んでいます。

　また、１月にはアϝリΧからのཹ学生がϘランテΟアに加わり、૯

߹Ҋや利用ڥ整備、日本文Խհ等の׆ಈを体ݧしています。

　ಛผな׆ಈやཹ学生とのコϛュニέーシϣンのػ会も増え、Ϙ

ランテΟア׆ಈが更にଟ様Խした一年でした。

ϩϘοτεʔπ)"-のલͰ（ᖒ　ਔඒݪ　ϘϥϯςΟΞ୲ઐ৬һ・ֶݟ）

ཹֶੜΦϦΤϯςʔγϣϯ

ϙελʔࣔܝʢମܳਤॻؗʣ
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ʢ20��年�݄�ࡏݱʣ

  ̍ ����� ϘϥϯςΟΞߏ
˔உੑɿ12　˔ঁੑɿ41　　　計 53 ໊

ʪ年ྸ༁ʫ

˔３０ɿ4　　˔４０ɿ2　 　̝ ０̑ɿ14

˔ ０̒ɿ19　 ̝ ０̓ɿ13　 ̝ 8０ɿ1

˔新׆نಈ者 5 ໊　˔更新׆ಈ者 48 ໊

ܭಈ౷׆��  
̍　૯߹Ҋ

　˔ϘランテΟアΧンター利用者数　1,158 人

　　（学者ɿ 973 人 　学֎者ɿ185 人）

　˔図書館見学Ҋ　103 件   4,577 人

　˔ର໘࿕ಡ　ϨΪュラー利用なし 　

̎　利用ڥඋ

　˔シΣルϑリーσΟング数　3,663 ࿈

　　（தԝ図書館ɿ3,577 ࿈　体ܳ図書館ɿ86 ࿈　）

　˔ෆ໌図書のൃ見　6 冊

　˔ラϕルิ修　364 冊

　　（தԝ図書館ɿ316 冊　 体ܳ図書館ɿ48 冊）

　˔図書修ཧ冊数　1,492 冊

　　（தԝ図書館ɿ1,035 冊　 体ܳ図書館ɿ457 冊）

̏　ମܳ図書ؗポスターཧ　422 ຕ

  ��ؒࣄߦ 
̍　ϑΥϩーΞοϓݚम

　 ʮ̝大学におけるোの͋る学生の修学ࢧԉについてʯ

　　ʮ૯ʯ7 月 講ࢣ ా一ଇো学生ࢧԉࣨ　
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　˔学施ઃ見学（αイバニクスڀݚηンター）6 月

　ϩϘットスーツ )A- を生み出

したڀݚ施ઃを見学しました。

人ࢧԉٕज़についての࠷ઌの

取り組みをわかりやすくઆ໌し

ていたͩきました。

　˔学֎施ઃ見学（ҵ大学図書館、ҵ࢙ྺཱݝ館）12 月
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　講ࢣ ३図書館ใϝσΟアܥ।ڭत
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　利用ڥ整備・૯߹Ҋ߹ಉ 　    　　　　　　 8 月

　体ܳಛघ資料（ポスター）整ཧ　　　　　　　　　2 月
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テΟアが館Ψイドをしている࢟

がすっかり定ணしています。

　ಛに、ཹ学生オリΤンテーシϣ

ンや、年ؒ 20 件にも及Ϳւ֎からのདྷ๚者など֎ޠࠃのҊ

ϘランテΟアはܽかͤないଘࡏとなっています。

�　ମܳ図書ؗಛघ資料ʢポスターʣཧ

年は、体ܳ図書館でඒज़展ポスターを整ཧするϝンバーをืࠓ　

ूし、5 ໊の新نϘランテΟアが加わ

りました。体ܳ図書館のコϨクシϣンで

͋る展ཡ会目録とのリンクやポスター

σータϕースのߏஙなどࡉかいۀ࡞も

いますが、ܳज़ؔの๛な資料

にғまれඒज़展のใަなどָしみながら׆ಈしています。
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　図書館 8eC ϖージのʮ図書館খٕूʯのӳ༁のおखいや、

学ޠ、インタϏューの通༁をするなどۀһの図書館ڭ人ࠃ֎

ͩけでなく図書館のࣝもٻΊられる׆ಈにもؔわりました。

�　ͦのଞの׆ಈ

　2015年6月、図書館ϘランテΟアはൃ20प年をܴえます。

༗ࢤによるه೦事ۀのたΊのϫーΩンググループを݁し、ه೦

にはϘランテΟࢽ೦ه。を行ないましたۀ࡞行やࣜయ準備のൃࢽ

ア全һがコϝントをͤدるなど、上がりがちԕしいとこΖで

す。ʮ図Ϙラの会ʯ会ใ 200 ߸分の߹冊本も、図書修ཧϘラ

ンテΟアのख࡞りで進んでいます。

　また、１月にはアϝリΧからのཹ学生がϘランテΟアに加わり、૯

߹Ҋや利用ڥ整備、日本文Խհ等の׆ಈを体ݧしています。

　ಛผな׆ಈやཹ学生とのコϛュニέーシϣンのػ会も増え、Ϙ

ランテΟア׆ಈが更にଟ様Խした一年でした。

ϩϘοτεʔπ)"-のલͰ（ᖒ　ਔඒݪ　ϘϥϯςΟΞ୲ઐ৬һ・ֶݟ）
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ըʮͭا$5"�5 ͘Ͱ࿀νϡϯʯ2014（平成26）年度統計

൫統計ج.2

߹��計େ௩図書館中央図書館 ମҭ・ܳ ज़
図書館 ҩֶ図書館 図書館ใֶ

図書館
図書の受入（和洋区分）
　　　　　

　　　　　　（受入区分）

蔵書数（和洋区分）

書
༸書
合計
購入
ଃد
本
その他
合計
書
༸書
合計

　図  書 ʢ冊ʣ

2,325 
266 

2,591 
1,085 
1,247 

257 
2 

2,591 
176,749 

73,203 
249,952 

3,804 
3,354 
7,158 

712 
6,122 

304 
20 

7,158 
47,866 
22,211 
70,077 

22,518 
7,816 

30,334 
12,337 
15,002 

2,892 
103 

30,334 
1,588,506 
1,029,788 
2,618,294 

1,515 
222 

1,737 
1,268 

226 
222 

21 
1,737 

88,612 
80,218 

168,830 

11,778 
3,573 

15,351 
7,429 
6,064 
1,809 

49 
15,351 

1,085,064 
787,958 

1,873,022 

3,096 
401 

3,497 
1,843 
1,343 

300 
11 

3,497 
190,215 

66,198 
256,413 

σータϕーε໊
●ओཁܖσータϕーε

　ఏڙσータϕースɾࡧݕπール

ެ։・ఏڙ༰
●ֶ֎ͷެ։・ൃ ৴

8eC oG ScJeOce 
JouSOal CJUaUJoO RepoSUT  
ScJ'JOdeS  
#uTJOeTT SouSce CoNpleUe 
-eYJT.coN 
8eTUlaX JapaO 
D1�-aX.coN 
CI/A)- 
医த8ࢽeC
1TZcI/'O 
1So2ueTU CeOUSal 
1So2ueTU DJTTeSUaUJoO � 5IeTeT (loCal 
CJ/JJ 
CoOGeSeOce 1SoceedJOHT CJUaUJoO IOdeY 

ԭೄྺ࢙文献σータϕース
日本ඒज़シιーラスσータϕース（ݧࢼӡ用൛） 
展ཡ会ポスターσータϕース 
SC1J（学ڠ会ஶݖ࡞ポリシーD#） 
つくばリポジトリ 
つくばαイΤンスアクテΟϏテΟ
ҵݝҨ資料リポジトリ 

タイトル数༁

タイトル数ڙジϟーφルఏࢠి　 ʢ˞有料ܖࢽͷΈʣ

2,298 
1,704 
1,396 

263 
335 
978 

35 
18,712 
25,721 

&lTeWJeS（ScJeOceDJSecU）
SpSJOHeS（-I/,）
8JleZ�#lacLXell（OOlJOe -JCSaSZ）
OYGoSd 6OJWeSTJUZ 1SeTT
CaNCSJdHe 6OJWeSTJUZ 1SeTT
JS5OR
/aUuSe 1uClJTIJOH (Soup
その他

ʢ˞2014ࡏݱʣ

༁

　つくばリポジトリ ྦྷੵ登録件数

学ज़ࡌܝࢽࡶ文 
学Ґ文全文 
学Ґ文༰・৹ࠪのཁࢫ 
修࢜文 
 ཁ文ل
 書ࠂใڀݚ
会ٞൃද資料 
講ٛ資料 
 目録ۀڀݚ
つくば3&ϑΥーラム 
A�-I&1 
その他（図書）
合計

5,499 
2,291 
7,744 

84 
14,660 

2,207 
189 

31 
23 
95 
63 

147 
33,033 

件��数

ʢ˞2014ࡏݱʣ

༁

タイトル ྦྷੵ数ܖϒοΫࢠి　

SpSJOHeS
/eU-JCSaSZ
8JleZ�#lacLXell
CaNCSJdHe 6OJWeSTJUZ 1SeTT
その他
合計

21,423 
1,188 
1,031 
1,659 
1,965 

27,266 

タイトル数

1.利用統計
߹��計େ௩図書館中央図書館 ମҭ・ܳ ज़

図書館 ҩֶ図書館 図書館ใֶ
図書館

トッϓϖーδΞクηε件数 件
学
学֎
合計

ͭ ͘ϦϙδトϦΞクηε件数 件
ϝタσータアクηス数
本文μンϩード数

ओཁͳ電子δϟーφルΞクηε件数（ϑルςΩεト） 件 ओཁͳ文献ใσータϕーεΞクηε件数（αーν数） 件

　8FCίϯςϯπΞΫηス数

年間開館日数
（日）

入館者数（人）

平均入館者数（人）

貸出冊数（冊）

貸出利用者数（人）

文献複写（コピー）　
　　　　　　（件）

相互貸借（図書）　
　　　　　　（件）

レファレンス件数（件）

ฏ日
・日・ॕ 日
合計
ฏ日

（学֎者　数）
・日・ॕ 日

（学֎者　数）
合計
（学外者　内数）
ฏ日

（学֎者　数）
・日・ॕ 日

（学֎者　数）
合計
（学外者　内数）
学܈生
Ӄ生
һڭ
学֎者
その他
合計
学܈生
Ӄ生
һڭ
学֎者
その他
合計
学֎ґཔ
学֎提供
合計
学֎借受
学֎貸出
合計
学生
৬һڭ
その他
合計
資料にؔするもの
利用Ҋ・ࢦ導
事実にؔするもの
合計

߹��計େ௩図書館中央図書館 ମҭ・ܳ ज़
図書館 ҩֶ図書館 図書館ใֶ

図書館
建物面積（m2）
座席数（席）
利用者用PC台数（台）

ڥઃࢪ　

19,330 
1,053 

163 

2,798 
261 

38 

1,552 
129 

25 

29,991 
2,175 

371

2,793 
338 

75

3,518 
394 

70 
ʢ※2014ࡏݱʣ

入ߪ
༁

ଃد 計
ࢽࡶ
༸ࢽࡶ
合計

　雑誌ʢࢠʣ受入タイトル数

年度受入タイトル数

7,652 
2,007 
9,659 

1,057 
967 

2,024 

6,595 
1,040 
7,635 

242 
120 
362 

54,673 
（4,543）

7,806 
（1,693）

62,479 
（6,236）

226 
（19）

65 
（14）

173 
（17）

10,909 
8,046 
2,759 

995 
0 

22,709 
4,984 
3,027 

926 
503 

0 
9,440 

228 
116 
344 

80 
139 
219 
687 
253 
146 

1,086 
516 
563 

7 
1,086 

244 
115 
359 

48,817 
（20,571）

33,993 
（12,177）

82,810 
（32,748）

200 
（84）

296 
（106）

231 
（91）

677 
9,266 
1,993 
1,554 

0 
13,490 

341 
4,349 

630 
811 

0 
6,131 
2,322 

182 
2,504 

167 
57 

224 
4,281 

533 
232 

5,046 
4,384 

662 
0 

5,046 

221 
101 
322 

73,003 
（2,308）

14,676 
（1,440）

87,679 
（3,748）

330 
（10）

145 
（14）

272 
（12）

10,660 
3,584 
2,196 

266 
32 

16,738 
5,396 
1,349 

681 
110 

3 
7,539 
2,476 

515 
2,991 

7 
40 
47 

1,241 
2,886 

108 
4,235 
3,683 

552 
0 

4,235 

239 
111 
350 

513,394 
（26,326）

96,834 
（10,826）

610,228 
（37,152）

2,148 
（110）

872 
（98）
1,744 

（106）
98,596 
92,319 
25,885 

4,820 
253 

221,873 
43,763 
31,420 

6,224 
2,304 

57 
83,768 

4,351 
2,153 
6,504 
1,234 
2,456 
3,690 

10,830 
3,387 
1,572 

15,789 
10,013 

5,682 
94 

15,789 

239 
91 

330 
94,183 

（1,904）
11,503 
（509）

105,686 
（2,413）

394 
（8）
126 
（6）
320 
（7）

16,230 
14,835 

3,446 
547 
178 

35,236 
6,933 
5,134 

811 
270 

10 
13,158 

925 
145 

1,070 
58 

214 
272 

1,742 
387 

87 
2,216 
1,644 

570 
2 

2,216 

458,182 
1,012,682 
1,470,864 

1,126,104 
761,951 

573,466 
157,072 

99,955 
46,006 

6,226 
152,711 

147,014 
26,180 

9,161 
6,069 

534,257 
76,313 

784,070 
（55,652）

164,812 
（26,645）

948,882 
（82,297）

137,072 
128,050 

36,279 
8,182 

463 
310,046 

61,417 
45,279 

9,272 
3,998 

70 
120,036 

10,302 
3,111 

13,413 
1,546 
2,906 
4,452 

18,781 
7,446 
2,145 

28,372 
20,240 

8,029 
103 

28,372 

ʢ˞2014ͷ8FCαイトϦχューアルɺͭ ͘ϦϙジトϦͷҠߦʹ͍౷計߲Λมߋʣ

&lTeWJeS（ScJeOceDJSecU） 
8JleZ�#lacLXell（OOlJOe -JCSaSZ） 
SpSJOHeS（-I/,） 
OYGoSd 6OJWeSTJUZ 1SeTT 
CaNCSJdHe 6OJWeSTJUZ 1SeTT 
/aUuSe 1uClJTIJOH (Soup 

8eC oG ScJeOce 
ScJ'JOdeS  
JouSOal CJUaUJoO RepoSUT 
#uTJOeTT SouSce CoNpleUe
CJ/JJ 
医த8ࢽeC 
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൫統計ج.2

߹��計େ௩図書館中央図書館 ମҭ・ܳ ज़
図書館 ҩֶ図書館 図書館ใֶ

図書館
図書の受入（和洋区分）
　　　　　

　　　　　　（受入区分）

蔵書数（和洋区分）

書
༸書
合計
購入
ଃد
本
その他
合計
書
༸書
合計

　図  書 ʢ冊ʣ

2,325 
266 

2,591 
1,085 
1,247 

257 
2 

2,591 
176,749 

73,203 
249,952 

3,804 
3,354 
7,158 

712 
6,122 

304 
20 

7,158 
47,866 
22,211 
70,077 

22,518 
7,816 

30,334 
12,337 
15,002 

2,892 
103 

30,334 
1,588,506 
1,029,788 
2,618,294 

1,515 
222 

1,737 
1,268 

226 
222 

21 
1,737 

88,612 
80,218 

168,830 

11,778 
3,573 

15,351 
7,429 
6,064 
1,809 

49 
15,351 

1,085,064 
787,958 

1,873,022 

3,096 
401 

3,497 
1,843 
1,343 

300 
11 

3,497 
190,215 

66,198 
256,413 

σータϕーε໊
●ओཁܖσータϕーε

　ఏڙσータϕースɾࡧݕπール

ެ։・ఏڙ༰
●ֶ֎ͷެ։・ൃ ৴

8eC oG ScJeOce 
JouSOal CJUaUJoO RepoSUT  
ScJ'JOdeS  
#uTJOeTT SouSce CoNpleUe 
-eYJT.coN 
8eTUlaX JapaO 
D1�-aX.coN 
CI/A)- 
医த8ࢽeC
1TZcI/'O 
1So2ueTU CeOUSal 
1So2ueTU DJTTeSUaUJoO � 5IeTeT (loCal 
CJ/JJ 
CoOGeSeOce 1SoceedJOHT CJUaUJoO IOdeY 

ԭೄྺ࢙文献σータϕース
日本ඒज़シιーラスσータϕース（ݧࢼӡ用൛） 
展ཡ会ポスターσータϕース 
SC1J（学ڠ会ஶݖ࡞ポリシーD#） 
つくばリポジトリ 
つくばαイΤンスアクテΟϏテΟ
ҵݝҨ資料リポジトリ 

タイトル数༁

タイトル数ڙジϟーφルఏࢠి　 ʢ˞有料ܖࢽͷΈʣ

2,298 
1,704 
1,396 

263 
335 
978 

35 
18,712 
25,721 

&lTeWJeS（ScJeOceDJSecU）
SpSJOHeS（-I/,）
8JleZ�#lacLXell（OOlJOe -JCSaSZ）
OYGoSd 6OJWeSTJUZ 1SeTT
CaNCSJdHe 6OJWeSTJUZ 1SeTT
JS5OR
/aUuSe 1uClJTIJOH (Soup
その他

ʢ˞2014ࡏݱʣ

༁

　つくばリポジトリ ྦྷੵ登録件数

学ज़ࡌܝࢽࡶ文 
学Ґ文全文 
学Ґ文༰・৹ࠪのཁࢫ 
修࢜文 
 ཁ文ل
 書ࠂใڀݚ
会ٞൃද資料 
講ٛ資料 
 目録ۀڀݚ
つくば3&ϑΥーラム 
A�-I&1 
その他（図書）
合計

5,499 
2,291 
7,744 

84 
14,660 

2,207 
189 

31 
23 
95 
63 

147 
33,033 

件��数

ʢ˞2014ࡏݱʣ

༁

タイトル ྦྷੵ数ܖϒοΫࢠి　

SpSJOHeS
/eU-JCSaSZ
8JleZ�#lacLXell
CaNCSJdHe 6OJWeSTJUZ 1SeTT
その他
合計

21,423 
1,188 
1,031 
1,659 
1,965 

27,266 

タイトル数

1.利用統計
߹��計େ௩図書館中央図書館 ମҭ・ܳ ज़

図書館 ҩֶ図書館 図書館ใֶ
図書館

トッϓϖーδΞクηε件数 件
学
学֎
合計

ͭ ͘ϦϙδトϦΞクηε件数 件
ϝタσータアクηス数
本文μンϩード数

ओཁͳ電子δϟーφルΞクηε件数（ϑルςΩεト） 件 ओཁͳ文献ใσータϕーεΞクηε件数（αーν数） 件

　8FCίϯςϯπΞΫηス数

年間開館日数
（日）

入館者数（人）

平均入館者数（人）

貸出冊数（冊）

貸出利用者数（人）

文献複写（コピー）　
　　　　　　（件）

相互貸借（図書）　
　　　　　　（件）

レファレンス件数（件）

ฏ日
・日・ॕ 日
合計
ฏ日

（学֎者　数）
・日・ॕ 日

（学֎者　数）
合計
（学外者　内数）
ฏ日

（学֎者　数）
・日・ॕ 日

（学֎者　数）
合計
（学外者　内数）
学܈生
Ӄ生
һڭ
学֎者
その他
合計
学܈生
Ӄ生
һڭ
学֎者
その他
合計
学֎ґཔ
学֎提供
合計
学֎借受
学֎貸出
合計
学生
৬һڭ
その他
合計
資料にؔするもの
利用Ҋ・ࢦ導
事実にؔするもの
合計

߹��計େ௩図書館中央図書館 ମҭ・ܳ ज़
図書館 ҩֶ図書館 図書館ใֶ

図書館
建物面積（m2）
座席数（席）
利用者用PC台数（台）

ڥઃࢪ　

19,330 
1,053 

163 

2,798 
261 

38 

1,552 
129 

25 

29,991 
2,175 

371

2,793 
338 

75

3,518 
394 

70 
ʢ※2014ࡏݱʣ

入ߪ
༁

ଃد 計
ࢽࡶ
༸ࢽࡶ
合計

　雑誌ʢࢠʣ受入タイトル数

年度受入タイトル数

7,652 
2,007 
9,659 

1,057 
967 

2,024 

6,595 
1,040 
7,635 

242 
120 
362 

54,673 
（4,543）

7,806 
（1,693）

62,479 
（6,236）

226 
（19）

65 
（14）

173 
（17）

10,909 
8,046 
2,759 

995 
0 

22,709 
4,984 
3,027 

926 
503 

0 
9,440 

228 
116 
344 

80 
139 
219 
687 
253 
146 

1,086 
516 
563 

7 
1,086 

244 
115 
359 

48,817 
（20,571）

33,993 
（12,177）

82,810 
（32,748）

200 
（84）

296 
（106）

231 
（91）

677 
9,266 
1,993 
1,554 

0 
13,490 

341 
4,349 

630 
811 

0 
6,131 
2,322 

182 
2,504 

167 
57 

224 
4,281 

533 
232 

5,046 
4,384 

662 
0 

5,046 

221 
101 
322 

73,003 
（2,308）

14,676 
（1,440）

87,679 
（3,748）

330 
（10）

145 
（14）

272 
（12）

10,660 
3,584 
2,196 

266 
32 

16,738 
5,396 
1,349 

681 
110 

3 
7,539 
2,476 

515 
2,991 

7 
40 
47 

1,241 
2,886 

108 
4,235 
3,683 

552 
0 

4,235 

239 
111 
350 

513,394 
（26,326）

96,834 
（10,826）

610,228 
（37,152）

2,148 
（110）

872 
（98）
1,744 

（106）
98,596 
92,319 
25,885 

4,820 
253 

221,873 
43,763 
31,420 

6,224 
2,304 

57 
83,768 

4,351 
2,153 
6,504 
1,234 
2,456 
3,690 

10,830 
3,387 
1,572 

15,789 
10,013 

5,682 
94 

15,789 

239 
91 

330 
94,183 

（1,904）
11,503 
（509）

105,686 
（2,413）

394 
（8）
126 
（6）
320 
（7）

16,230 
14,835 

3,446 
547 
178 

35,236 
6,933 
5,134 

811 
270 

10 
13,158 

925 
145 

1,070 
58 

214 
272 

1,742 
387 

87 
2,216 
1,644 

570 
2 

2,216 

458,182 
1,012,682 
1,470,864 

1,126,104 
761,951 

573,466 
157,072 

99,955 
46,006 

6,226 
152,711 

147,014 
26,180 

9,161 
6,069 

534,257 
76,313 

784,070 
（55,652）

164,812 
（26,645）

948,882 
（82,297）

137,072 
128,050 

36,279 
8,182 

463 
310,046 

61,417 
45,279 

9,272 
3,998 

70 
120,036 

10,302 
3,111 

13,413 
1,546 
2,906 
4,452 

18,781 
7,446 
2,145 

28,372 
20,240 

8,029 
103 

28,372 

ʢ˞2014ͷ8FCαイトϦχューアルɺͭ ͘ϦϙジトϦͷҠߦʹ͍౷計߲Λมߋʣ

&lTeWJeS（ScJeOceDJSecU） 
8JleZ�#lacLXell（OOlJOe -JCSaSZ） 
SpSJOHeS（-I/,） 
OYGoSd 6OJWeSTJUZ 1SeTT 
CaNCSJdHe 6OJWeSTJUZ 1SeTT 
/aUuSe 1uClJTIJOH (Soup 

8eC oG ScJeOce 
ScJ'JOdeS  
JouSOal CJUaUJoO RepoSUT 
#uTJOeTT SouSce CoNpleUe
CJ/JJ 
医த8ࢽeC 
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　図書資料受入の推移

　受入冊数は昨年度に比べ
減少していますが、蔵書数
全体でみると260万冊を超
えました。２００８年に導入を
開始した電子ブックについ
ては、継続的にタイトル数を
伸ばしています。

　２０１３年度に引き続き、
２０１４年度も本学共通経
費 による安 定 的 な 電 子
ジャーナルの提供が実現
し、電子ジャーナルのタイト
ル数は増加しています。

●図書受入冊数　－和洋区分－

35,000
（冊）

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0
2010 2011 2012 2014年度2013

29,265
30,334

22,518

7,816

21,164

8,101

30,000

25,000

（タイトル）

20,000

15,000

10,000

5,000

0
2010 2011 2012

19,906

25,721

●図書所蔵数・電子ブックタイトル数

　雑誌タイトル数の推移

3,000,000
（冊）

1,0０0,000

2,0０0,000

30,000

10,000

※2009 年度統計より統計数値を整理する
　のに伴い、遡及的に過去の購入冊子数
　を修正しました

　2014年5月21日にリポ
ジトリシステムをDSpace
からJAIRO Cloudに移行し
たことにより計数方法に変
更が生じ、統計項目を変更し
ました。コンテンツの登録数
は3万3千件を超えました。

　つくばリポジトリ 登録件数と利用の推移

2,548,405 2,618,294

10,532
27,266

和書 洋書 計 図書所蔵数 電子ブックタイトル数

有料電子ジャーナル 購入冊子

1,200,000

1,000,000

（件）

600,000

400,000

200,000

0
2010 2011 2012 2013 2014年度

800,000

セッション数 ページビュー数 累積登録件数 メタデータアクセス数

839,322

24,574

279,123 282,821

743,291 761,951

33,033

1,126,104

3.推移と分析
　利用サービスの推移

　2011年の東日本大震災で大幅に減少した入館者数は、翌年にはおおむね回復傾向でしたが、医学図書館の耐震改修
工事が2013年度に開始された影響で、一時的に減少しました。医学図書館は2014年8月にリニューアルオープンしま
したが、医学図書館単独の入館者数（87,679人）は工事開始前（158,913人）の半分程度となっています。そういった状
況にもかかわらず、資料展示やラーニング・アドバイザーによる講習会実施など、全館での様々な取り組みにより、全入館者
数（948,882人）は医学図書館の工事開始前の水準（936,079人）を上回り、本学全体としては利用者が順調に戻って
きていることを示しています。
　震災を挟んで貸出冊数も大幅に減少していますが、こちらは回復のきっかけをつかむべく、全館において資料配置の見
直しや新たなジャンルの資料整備等に取り組んでいます。
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　文献複写（コピー）件数や相互貸借（図書）件数は減少しています。電子ジャーナルや電子ブックの購入タイトルが増加し
ていること、またそれらの普及が他大学等においても進んでいることが背景として考えられます。
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2014（平成26）年度統計
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